

[image: ]















さよならしたはずが、極上御曹司はウブな幼馴染を赤ちゃんごと切愛で満たす

立花実咲










目次




さよならしたはずが、極上御曹司はウブな幼馴染を赤ちゃんごと切愛で満たす


◇プロローグ　恋しくて　～忘れえぬ想い～

◇１　思いがけない再会と脱げてしまった靴

◇２　誰のための政略結婚？

◇３　君の味方だから

◇４　やんごとなき人々とドアマットヒロイン

◇５　想定外のプロポーズ、変化していく関係

◇６　天獄と地獄

◇７　愛しているからこそ

◇８　さよならは未来のために

◇９　愛しい金木犀の香り

◇エピローグ　最愛　～君という光～



特別書き下ろし番外編


◇ハッピーハプニング＆ハッピーバースデー






あとがき
















さよならしたはずが、極上御曹司はウブな幼馴染を赤ちゃんごと切愛で満たす










◇プロローグ　恋しくて　～忘れえぬ想い～




　カーテンの隙間から入り込む陽光を瞼に感じる暇もなく、賑やかな朝がはじまっていく。

　洗濯機を回してすぐ、眠たい瞼をこすりながらのっそりと起きてきた我が子の着替えをし、一緒に顔や手を洗う。

　すっかり眠気から覚めた幼児の動きはさながらモンスターだ。あちこち触りながら飛び跳ねたりごろごろ転がったり。テレビを点けると、教育番組の映像につられダンスをしはじめた。その愛らしい姿を眺めながら、朝食の準備をする。

「ごきげんだね、あーくん」

「きゃあ、あー！」

　我が子の可愛らしい声に微笑み、それから一緒になって鼻うたをうたう。

　適当にカットしたブロッコリーを鍋に入れ、にんじんやじゃがいもを賽の目切りにする。耐熱ボウルに入れたあとは電子レンジにお任せコース。下ごしらえが済んだら、溶いておいた卵を熱くなったフライパンに流し込み、オムレツを作りはじめる。

　そのとき、テーブルに置いてあったスマホが鳴った。仕事の予定変更の連絡メッセージだった。

　文面に気をとられていると、ブロッコリーを茹でていた鍋がぐらぐらしはじめ、フライパンに載せていたプレーンオムレツが焦げそうになり、慌てて火を消した。

　電子レンジの音が急かすように鳴る。親にとって朝は戦場だと、かつて自分の母親から聞いたことを不意に思い出した。

　ご飯を食べさせるのもひと苦労だ。離乳食を作るのも時間だってかかるし、まず遊びはじめるので、ひと筋縄ではいかない。スタイをつけた我が子の姿は可愛いが、手は汚すしテーブルの上はめちゃくちゃになる。騒げばもっとはしゃぐし、叱れば泣き出してしまう。朝から汗だくだ。

　この大惨事を片付けたあとは、歯磨きをしたり登園のための準備をしたりする。加えて、自分の着替えや出勤の準備をしなくてはいけない。髪を丁寧に整えたり化粧に拘ったりする暇なんてない。時間がいくらあっても足りない。時計は残酷に猶予のない時刻を示していた。

「大変。間に合わない。洗濯を干すのは諦めよう」

　生乾きになるだろうし、放置したら薄手の衣類は皺になってしまうだろう。つまりは洗濯をやり直さないといけないことになる。帰ってきたらコインランドリーに駆け込むことが決まった。

　もうちょっと貯金できたら、乾燥機付きの洗濯機を買いたい。もっと稼げるようになったら暑さや寒さを凌いで送り迎えできるように車を買いたい。欲望は尽きない。

「まぁまー！」

　まだ一歳を過ぎたばかりの幼い我が子に甘えられ、光莉ひかりは愛情を込めて抱きしめ返した。

　もうすぐ保育園に預けられるということを肌で感じているのだ。

　無垢な瞳に見つめられると、罪悪感にも似た感情がせり上がってきて、胸が締めつけられる。我が子を抱きしめる腕に知らずに力がこもった。

　この子がいれば他には何も望まない。この子を必ず幸せにすると誓った。そのためだったらなんでも頑張れる。

「あーくん、大好きだよ」

　けれど――。

　不意に我が子にあの人の面影を見つけては胸が詰まった。

　今頃、彼はどうしているのだろう。恋しさと寂しさが急に胸に広がっていく。

　会いたい、会いたい、会えない……。

　彼は事実を知らないのだ。会えるはずがない。それなのに。

　考えてはいけないと思っていても、日に日に彼に似てくる我が子を見ていれば、忘れられるはずがなかった。










◇１　思いがけない再会と脱げてしまった靴




　九月も半ばを過ぎ、むせるような金木犀の香りがどこからともなく漂ってくると、山やま谷たに光莉はむしょうに人恋しくなるような心地に囚われた。

　まるで世界を一新するかのように、残暑の熱がゆっくりと引いていき、あとひと月もすれば湿度を孕んだ瑞々しい空気はやがて凛とした清々しいものに変わる。まわりの景色はだんだんと油彩画のように色を重ねづけされていく。




　石いし川かわ県金かな沢ざわ市にある老舗食品メーカー『山やま谷たに食しょく品ひん』の試食室。

　スーツの上から作業着に腕を通して、胸元まで伸びた栗色の髪をひとつに束ねると、光莉は手袋をつけた手で試食用の新作のさつまいもレーズンバターサンドを摘まみ、さっそく大きく口を開く。猫のように円つぶらな目をぱちくりと輝かせ、舌に広がる甘味に思わず頬を綻ばせた。

「光莉ちゃんは、よう食べるお嬢さんやね。ひょっとしてそれが美人の秘訣なんやろうか？」

　工場の従業員、三み津つ早さ苗なえに茶化され、光莉は笑顔を返事代わりにする。

「美人かどうかはわからないけど、食べるのが仕事だもの」

　そう。色気よりも食い気なのね、と誰かに笑われようと、これは光莉にとって一種の職業病なのだから致し方ないのだ。

　光莉は山谷食品の企画部商品開発チームで働いている。父・山谷幸ゆき雄おが代表を務める会社だ。

　小さな会社ではあるけれど、古くから繋がりのある農家との契約を大事にし、石川の名産品を使い、独特の味に拘ったスイーツや秘蔵の製造方法により日持ちする土産用の惣菜などを販売する老舗ブランドとして、幾度かメディアに紹介されたこともある。

　地元の素材を大切にし、地元の魅力を伝えていこう、という創業者の理念は祖父から父の代へと引き継がれ、光莉も将来は継ぎたいと思っている。

「地元、か」

　ふと、窓の外を見た。美しい彩りを添えていく世界の中にただひとつ変わらないもの――十代の頃に置き忘れてきた淡い初恋の記憶が、脳裏に蘇ってくる。

　――幼なじみのあの人は、今頃どうしているのだろう。

　小学生の頃から中学二年の終わり頃まで、光莉は東京都内の学校に通っていた。そこで共に過ごした彼のことを、季節が巡るたびにそうして思い浮かべる。時が過ぎるにつれ、だんだんと記憶の色は曖昧にぼやけて、その輪郭すらわからなくなっていくのに、なぜかこの季節に見る夢の中では彼が成長した姿を鮮明に思い描けた。

　むしょうに会いたくなる。でも、会えなくてもそれでよかった。なぜかわからないけれど、彼とはずっと繋がっていられる気がするのだ。

　この感情は、遠い秋の日に残してきた想いのせいだけれど、未練というのとは少し異なる。ただ、あの頃とても輝いていた初恋の思い出を、いつまでも記憶の中にコレクションしていたいだけだった。

　そんなセンチメンタルな気持ちをよそに、先週、二十八歳を迎えた光莉には浮いた話ひとつなく、栗、芋、餡……という文字を見るだけで猛烈にわくわくしているという状況なのだけれど。

　気を取り直し、別のスイーツを試食しようと口を開きかけたときだった。父・幸雄が手招きをしているのが見え、光莉は一旦試食していた手を止め、幸雄の元へと行く。

「どうしたの、お父さん」

「光莉にお願いがあってね」

　幸雄からの話は、大企業・常盤ときわグループの創業記念パーティーに招待されているので、代理で参加してほしいというものだった。

「私が東とう京きょうに……？」

「ああ。本当はひとりで行かせたくないんだが……今週末はどうしても別の用件で都合がつかなくてね。光莉にしか頼めないんだ」

　幸雄は娘の目の前で両手を合わせた。人のよい父のこのおねだりの表情に、娘の光莉は弱いのだった。

「一応、言っておくけれど、私だって暇ではないのよ？　今、企画が走ってるところだし、毎日こうして試作をしてるところで……」

「ああ、もちろんわかっているさ。だが、このとおりだ」

　父は若い頃に東京の商社に勤めていたが、光莉が中学二年のときに先代である祖父が他界。実家のある金沢に移り、祖父に代わって三代目社長として山谷食品を継いだ。

　父が社長に就任して以来、東京の食品会社とも業務提携を行っており、地元に愛されるだけでなく全国に素晴らしい商品を届けられるよう日々商品開発に勤しんでいる。

　光莉が高校生の頃に母が急逝し、それからは父と親子二人三脚で慎ましく暮らしてきた。光莉は父を尊敬しているし、金沢での暮らしも、この仕事も、社員のことも工場の従業員も、みんな大好きだ。いつか父の右腕になって父を支えられる人物になれたらいいとも思う。

　そんな尊敬する父から大事な用事を頼まれれば、光莉としても断れないというもの。

　常盤グループはホールディングスカンパニーとして様々な事業を展開し、幾つもの子会社を管理している。昨今は特に食品部門に力を入れているようで、数年前に金沢の郷土料理や名産を使った食品のコラボ企画でお世話になった。山谷食品と常盤グループとの付き合いはそれほど長くはないが、その企画をきっかけに、山谷食品の名前が世の中に広く知れ渡ることとなったのだ。

　そういう恩義があるから、招待を無下にすることなどできないし、何より大企業の創業記念パーティーなのだ。山谷食品の代表として、ある程度の肩書を持つ者が必要なのだろう。光莉は役員などではないが、経営者の娘という立場であれば、何かと交流しやすいことがあるかもしれない。

「もう、仕方ないな」

「ありがとう。光莉」

「東京かぁ。向こうに行くのなんて何年ぶりだろう。あ、せっかくだから、ついでに色々見て来られたら嬉しいな。ほら、視察という名目でね」

　光莉は幸雄に期待の目を向けた。父は娘の言わんとすることを理解したようだった。

「ああ。もちろん数日ゆっくりしてきて構わないよ。会いたい友だちもいるだろう」

「やった。じゃあ、お言葉に甘えて、出張ついでに有給休暇をいただいちゃいまーす。スイーツ巡りしちゃおう」

　お気楽な娘の様子に笑ってから、父は朗らかに微笑んだ。

「逞しいね。頼んだよ。次期社長」

「ちょっとー何を言ってるの。引退なんて気が早いんじゃない？　お父さんにはまだまだ頑張ってもらわないといけないんだからね？」

「あ、ああ、そうだね……」

　幸雄が表情を曇らせ、どこか遠い目を外へと向けた。心なしか疲労感が漂っている。

「お父さん？　どうかした？　どこか調子でも悪いの？」

　光莉が様子を窺うと、幸雄は我に返って困ったように微笑んだ。

「ああ、いや。そんなことはないよ。光莉は、その、彼氏はいないのか」

　幸雄の唐突な質問に、光莉は目をぱちくりとさせてから眉間に皺を寄せた。

「いきなり何の話？　まさか縁談とかやめてよね」

　不自然な話の流れに、光莉が怪訝な顔をすると「ははっ」と幸雄は軽やかに笑い声を立てた。

「いやぁ。仕事一筋では寂しいじゃないか。誰かいい人がいるなら紹介しなさい。おまえには一日も早く幸せになってほしいと思ってるんだ」

「あいにく。今はそんな人いないよ。それに、私はちゃんと幸せだから心配しないで。ほら、この仕事が大好きだしね。まあ、ちょっとそろそろダイエットは必要かも……だけど」

「光莉……実は、今後のことなんだが……」

　と、幸雄が何かを言いかけたときだった。

「社長」

　専務の川かわ岸ぎしが書類を手に足早にこちらへやってきた。

「先日のご相談の件ですが――」

「ああ、待ってくれ。その件は上でしよう。私も話したいことがある」

　幸雄が川岸の発言を牽制し、光莉に「東京行きの件はあとで」と言い残した。

　光莉は背を向ける幸雄に手を振り、それから川岸に頭を下げた。

　先ほどまで父の顔をしていた幸雄は、既に社長の顔に戻っている。

（……東京かぁ）

　それにしても幸雄が何かを言いかけていたことが、光莉には少しだけ引っかかった。なんだかいつもより元気がないような気がする。急に彼氏がどうとか言い出すのも不自然だ。

（もしかして、また工場のおばちゃんたちに何か言われたのかな？）

　娘をいつまでも独り占めしていたらかわいそうだとか、いい人を早くお婿さんに迎えたらいいのにとか、いわゆる井戸端会議のようなものだけれど、おばちゃんたちのパワーに押されている父の姿を思い浮かべ、光莉はふふっと笑う。

　会社のトップでありながら、誰にでも愛される父の様子は、微笑ましい。そして真面目な父は彼女らの言い分を本気にして悩んだのかもしれない。

（……っていってもねえ。結婚なんてまだまだ考えられないよ）

　光莉はため息をこぼす。

「さて、出張の申請をしないとね」

　光莉はさっそく今いる工場から隣のオフィスの方へと移動する。

　――このときは、自分の身の回りに何が起きているかなんて考えもしなかった。




＊　＊　＊




　週末、光莉は幸雄から招待状を預かり、東京都内のホテルに赴いた。パーティーはホテル内のボールルームの方で行われることになっている。

　スーツに身を包んだ光莉は、受付を済ませたあと、緊張しながら会場の中へと入っていく。

　豪奢なシャンデリアが吊るされたホールには幾つか円卓が並び、シェフが料理を振る舞うブースができていた。中央の舞台の下手側にはグランドピアノが設しつらえられ、上手側ではオーケストラが生コンサートのために待機をしている姿が見える。

　光莉は入口付近に待機している配膳係からシャンパンを受け取り、会場の中を見渡した。

　ざっと三百名くらいだろうか。女性は着物やドレスを着ている人もいてパーティーをよりいっそう華やかに彩っている。男性はスーツやネクタイのデザインで式典に色を添えていた。

　こんなに豪華なパーティーに参加するのは初めてなので落ち着かない。既に錚々たる企業の人間が参加していることに気付き、光莉はすっかり圧倒されていた。

（この場に招待されるということはとても名誉なことなのね）

　光莉は改めて身を引きしめる。

　山谷食品の代表代理なのだから、会社に恥じないように謹んで行動しなくては。

　と、そのとき。

　後方のドアが開いた。

　会場の中に甘い金木犀の香りが流れてくるのを感じて、光莉はつられるように振り返る。

　その香りは、あの胸を甘く締めつけるような想いをこみ上げさせ、光莉を遠い過去へと引き戻した。

　光莉は彼が近づいてくるのを、夢のような気持ちで眺めていて、足に根っこが生えてしまったかのように動けないでいた。

「失礼」

　その声にハッとする。

　上背のある、さらさらの薄茶色の髪から覗かせた、目鼻立ちの整ったその人にたちまち目を奪われた。立ち居振る舞いに上品な色気が漂う彼は、まるで絵本に出てくる西洋の王子様のようなといっても過言ではないかもしれない。しばらく恋とは無縁な光莉は久しぶりにときめきを感じてしまった。

　しかし光莉が気になったのは彼の美しい容姿というよりも雰囲気だ。理知的な眼差しの中にまとう独特の穏やかな空気感、そして、なんともいえない懐かしさを彼に感じていた。

（あれ、ちょっと待って。まさか、ひょっとして）

　彼の姿が光莉のよく知る人と重なっていく。やがて、走馬燈のように過去の記憶が次々と呼び起こされていく。

（嘘。こんな偶然があっていいの）

　かつて光莉が恋をしたその人の、夢に描いていた将来の姿そのものだったのだ。

　あっという間に通り過ぎていった彼の背に引き寄せられるように、光莉は彼を追いかけてしまっていた。彼が他の招待客と会話をしている表情や仕草につい魅入られる。少し斜めに傾けた輪郭に記憶の面影がぴたりと重なっていた。

　光莉は、思わず「りっちゃん」と声をかけそうになったが、今の自分の立場を思い出して踏みとどまる。

　もどかしい。けれど、この場で幼い日の綽あだ名なで声をかけるのは失礼だろう。いくらかつて仲良くしていたとはいっても、もう十年以上月日が経過しているのだ。

　はやる気持ちをなんとか抑えて、挨拶の切れ間に、光莉はよりいっそう胸を高鳴らせながら、おもいきって彼に声をかけた。

「こんばんは。ひょっとして、律樹くんよね？　高たか橋はし律りつ樹きくん？」

　光莉が声をかけると、彼は驚いたように目を見開いた。色素の薄い瞳が揺れている。その瞳の色にも懐かしさを感じて、光莉はこみ上げてくるものを感じ、息が止まりそうになった。

「君は――」

　戸惑う彼の顔を見て、光莉はハッとし、慌てて一枚の名刺を差し出した。

「突然ごめんなさい。私は光莉。山谷光莉よ。中学まで一緒だった――」

　いくら自分が覚えていても彼が忘れていることだってあたりまえにあるだろう。ショックだけれど、でも、化粧をしているし、昔とは異なる容姿からはすぐ想像がつかないだけかもしれない。なんとか思い出してほしくて、必死に言葉を紡ごうとするので精一杯だった。

「山谷食品……」

　彼は名刺を見て、ぽつりと呟く。

「ほら、金沢の父の実家に戻って、私も今そこで働いているの。今日は父の代わりにここへ」

　久しぶりに会えて感動の方が先立ち、久しぶりとか嬉しいとか短い言葉がこぼれるだけで、それから何を話したらいいかわからなくなる。舞い上がっている光莉を尻目に、彼は仏頂面を浮かべ、ふいっと視線を逸らした。

「――知らないな。人違いしているんじゃないか」

「え？」

「急いでいるので、これで失礼するよ」

「あっ」

　名刺が手から離れ、慌てて掴もうとするものの、彼の足に滑り込み、踏まれてしまう。

　彼は一瞬立ち止まった……かのように見えたが、しかし冷たい一瞥のあと背を向け、さっさと行ってしまった。

　残されたのは、足跡のついた無残な紙片だけ――。

　茫然として立ちすくんでいた光莉は人の視線を感じてハッとすると慌てて名刺を拾い上げた。

　人違い？　じゃあどうして驚いた顔をしたのだろう。ただ急に声をかけられたからだろうか。あれは、他人の空似だったのだろうか。

　光莉は首を捻った。

　少し遅れて、腹が立ってきた。

　たとえ人違いだったとしても、あの態度はないのではないだろうか。こちらも急に声をかけて申し訳なかったけれど、せめて名刺だけでも交換するとか、少し話を聞いてくれてもよかったのに。

　悶々としている間に、会場にアナウンスの音声が響き渡った。

「えー会場にお集まりの皆様、本日はお忙しい中こうして会場まで足を運んでいただき、誠にありがとうございます。このたび、司会を務めますのは――」

　司会が紹介をはじめるさなか、光莉は先ほどの動揺をなんとか抑えようと、隅の方へ移動した。さっきの彼の態度に傷つき、悶々とした気持ちがどうしても晴れない。

　女性ふたりがひそひそと会話をしているのが聞こえてきた。

「りつきさん、素敵よね」

　りつき、という名前に光莉は耳をそばだてた。

「ほら、あそこ」とひとりの女性が壇上の下手に控えている男性の方へと羨望の眼差しを注ぐ。

　もうひとりの女性も同調し、深く頷いた。

「ええ、本当に」

（りつき……って、ほら、やっぱり夢なんかじゃない）

　急いでいたのは本当だったのだろう。それにしても彼の態度が解せなくて、光莉はもやもやしてしまう。引き続き、彼を目で追っていると、女性たちの噂話が続いて聞こえてきた。

「常盤家に優秀なＤＮＡを残したくて、常盤社長の養子にしたっていう噂はあながち嘘ではなさそう」

「養子じゃないわよ。愛人の子をわざわざ本宅に呼びつけたのでしょう？　腹違いの弟の方はあまり賢そうな人ではなかったけれど。母親の違いかしら。それとも、ご当主の方の血を濃く引き継いだのかしらね」

　光莉は弾かれたように女性ふたりの方を振り向いた。彼女たちは訝しげな表情や気まずそうな表情を浮かべ、光莉の側から離れていった。

　――常盤社長の養子。

　――愛人の子。

　――腹違いの弟。

　――ご当主の方の血。

　あまりの情報量に、光莉は混乱していた。

（どういうこと？）

　たしかに光莉の知る方の『りつき』は母子家庭だった。けれど、常盤社長の養子になったとか、愛人の子だとか、腹違いの血だとか、それらは全く知らない情報だ。

　光莉が知らない方の『りつき』は壇上に立ち、挨拶をはじめようとしていた。

「――本日はご多忙の中お集まりいただき、誠にありがとうございます。常盤グループ代表取締役に代わりまして、私が皆様にご挨拶をさせていただきます」

　皆の視線が一斉に彼へと集中する。彼は本社常務取締役・経営企画部部長という肩書のようだ。スクリーンの紹介文にはグループ会社管理戦略課チームという表記が添えてある。会社の経営における詳しい話はわからないが、これを見ただけでも彼が優秀な人材であることは伝わってくる。

　光莉は幻を見るような気持ちで、彼を見つめていた。

　高橋律樹――光莉が会いたかった彼は、小学校のときの同級生だった。小学校二年生で同じクラスになってから中学校二年生まで付き合いがあったので、ふたりは幼なじみの関係といっていいだろう。

　腑に落ちないまま、光莉は彼との思い出を振り返っていた。

　彼はあまり人と接することが得意ではなく、普段は無口だった。自分から友だちを作ろうという気がないらしい。休み時間や放課後はよく図書室の誰もいない窓際の席にひっそりと座っていた。

　光莉は他の子とは違う律樹の存在をいつも気にかけていた。仲良くなってみたいという好奇心からだったかもしれない。彼を見つけると、遠慮なしに彼の隣に座った。

　最初の頃は鬱陶しそうにされたが、そのうち彼は諦めたのか、光莉を受け入れ、だんだんとふたりは普通に話をするようになった。本が好きということもあり、博識な彼は実は無口とは程遠いほど話し上手で、光莉は彼の口から紡がれる物語の真相などを聞くのが楽しかった。

　物静かな律樹と、快活な光莉とでは正反対だったが、一緒にいて居心地のいい存在だった。そう思っているのが光莉だけではなく、律樹も一緒だったら嬉しいと思っていた。

　それは、きっと初恋だった。

　中学生になると、律樹と光莉が付き合っているという噂が流れた。仲の良さをからかわれた。しかし実際は、光莉が勝手に片思いをしていただけで、告白をしたりされたりという関係ではないし、彼とはずっと友だちのままだった。せっかく築いた絆を壊したくなくて、光莉は勇気を出して告白することができなかった。ただ、ずっと側にいたかったのだ。

　しかし光莉が中学二年のときに祖父が急逝し、父が祖父の会社の後を継ぐため、両親と共に金沢に行くことになった。お互いに別れを惜しみ、光莉が金沢へ行ってからも、彼とはメールのやりとりをしていたけれど、高校に入学してから音信不通になった。小学校や中学校の同窓会が開かれても、彼は現れなかった。そのあと、彼がどうしていたのかは知らない。

　あれから十年以上もの歳月が過ぎた。

　壇上にいる彼と、光莉の知っている彼とは違うのかもしれない。それに、あの態度を振り返れば、彼はあえて知らないふりをしたということだ。何か事情があって知られたくないということだろうか。気付かれたくなかったから驚いて戸惑っていたのだろうか。

　いくら目で追っても、律樹はこちらを見ようとしない。光莉の様子を気にかけるそぶりもない。光莉はまるで透明人間にでもなったような気分だった。

（りっちゃん、私はあなたにずっと会いたかったよ。どうしているかずっと気になっていた）

　結局、連絡が途絶えたまま会えなくなってしまった。

　いつか、大人になった彼と会える日が来たら、今度こそ友だちのままじゃなく……そんなふうに思い描いていたこともあるけれど、あのとき勇気を出して告白できなかったのに、今さら、そんな夢みたいな話があるわけない。律樹の振る舞いに、嫌というほどそのことを思い知らされる。

（せめて、あなたに何があったのか、聞いてはいけない？　知りたいと願うのは、私の勝手なわがままでしかないのかな。私は、このまま知らなかったふりをして、あなたを忘れた方がいいの？）




　パーティーはつつがなく終了した。予定どおりの進行だった。父の代理でパーティーに参加するという使命は無事に果たせた。色々な企業の人と話をすることができたのはよかった。

　けれど、光莉は落ち込んでいた。とても観光する気分ではなかった。

　ひとまずホテルの部屋に戻って休もうと、エレベーターの方へ足を向けたときだった。携帯が鳴って、光莉は隅の方へ移動し、通話に出る。

『大変やよ。光莉ちゃん、社長が――』

　早苗の切迫した声が聞こえてきた。

　父が倒れたという報せだった。

「お父さんが……」

　光莉は頭が真っ白になった。

「わかった。すぐに帰るわ」

　光莉はホテルの部屋の荷物を急いでまとめてチェックアウトを済ませる。それから駅の時間を確認し、ロータリーに止まっていたタクシーに手を挙げた。

　移動しやすいようにスニーカーに履き替えていた光莉は、腕に抱えていたパンプスの片方が転がっていったことに、このときまったく気付いていなかった。

　それが誰の手に渡っていたのかも――。

「山谷、光莉――」










◇２　誰のための政略結婚？




　金沢市内に戻ってすぐ、光莉はタクシーに乗り込み、幸雄が救急車で運ばれたという市立病院へと向かった。

　移動中、個室に移動したという連絡があり、教えてもらった病室を訪れると、専務の川岸が険しい表情でそこに控えていた。

　川岸が口を開くのを待っていられず、光莉は急いで父の側に駆けつける。眠ったままの父の前に座り、とっさに手をとった。

「お父さん！」

　幸雄は反応を示さない。死んでしまったのではないかと錯覚した。しかし手は温かく、父の手の温もりに縋るようにして、光莉はその手をぎゅっと強く握った。

「大丈夫ですよ。命に別状はありません。さっき、一旦麻酔から目を覚まして光莉さんのことを気にかけていたんですが、少しうとうとしたあと、疲れたのかまた眠ってしまわれました」

　急性心筋梗塞を起こし、緊急で心臓のバイパス手術が行われた、と川岸が説明してくれた。すぐに処置されたことが幸いだったようだ。

「そうでしたか。本当に、無事で……よかった」

　母が亡くなったときのことを思い出してしまった。光莉の指先は冷たく震えていた。

「これから、しばらく入院することになりますし、今後もあまり無理はできないでしょう」

　そういう川岸の表情は暗い。社長が動けない状況では、会社の混乱が目に見えるからだろう。光莉を励ましてくれた川岸だが、先行きを案じる心境はとても取り繕えるものではない。

「川岸さん、このたびは、色々とありがとうございました」

「いえ。本当に、大事に至らなくてよかったです」

「父が倒れる前は……どんな様子だったんでしょうか」

　川岸は少し迷いを見せたあと、幸雄の方を見つめながら口を開いた。

「社長はこのところ思い悩んでいらっしゃって、私も気になってはいたんです。遅くまで働いていましたし、ひょっとすると、心労がたたったのではないかと……会社をこの先どうしていくか考える時期にきていると、しきりに口にしていました」

「お父さんが、そんなことを……」

「ええ。正直な話、経営はかなり厳しい状況でした。今後のことを考えると――」

　光莉は何も言えなくなる。娘に心配をさせまいと言いづらかったのだろうか。無力な自分が悔しくてたまらない。何が次期社長だろう。頼りにされていたのに、たったふたりきりの家族なのに、何の支えにも救いにもなっていなかった。

　光莉は川岸の手前、涙がこみ上げてくるのをひたすら我慢し、震えることしかできなかった。

　しばしの沈黙のあと、川岸が気後れしたような表情を浮かべながら口を開いた。

「こんなときにすみません。話は変わるのですが、先ほど、光莉さんにお会いしたいという方から連絡があったんです」

「私に？」

「……はい。先方にはこちらに戻り次第、連絡をすると伝えてあります。常盤グループの取締役、常盤律樹さんという方です」

「……！」

　律樹の名前を出され、光莉は動揺する。

「私に会いたいって、彼がそう言っていたんですか？」

「ええ。近々こちらに伺いたいので空いている日にちを教えてほしい、とのことで」

　数時間前、東京のホテルのホールで無視した彼が、そんなことを言うなんて信じがたい。否、ひょっとして彼は光莉の方から先にコンタクトをとったから驚いていたのだろうか。でも、そうだとしたら、あのとき知らないふりをした意味がわからない。

「光莉さん？」

　茫然としていた光莉は、川岸に呼びかけられてハッとする。

「あ、ごめんなさい。わかりました。明日、スケジュールを確認次第、こちらから連絡を入れてみます」

　川岸は、お願いします、と光莉に折り返し先が書かれたメモを手渡す。

　川岸を見送ったあと、光莉は再び病室に戻り、眠っている父の傍らに座り込んだ。

「常盤、律樹……」

　光莉はメモを眺め、思わず呟く。

　メモに記載された電話番号は、彼個人の携帯だろうか。それとも仕事用だろうか。

　ふと、窓の外を見る。もうすっかり暗くなってしまい、秋の風景は見られなかった。

　一体、どんな顔をして彼は連絡をよこしたのだろう。




　幸雄が目を覚ましたのは翌日の早朝のことだった。驚かせてすまないと、幸雄はしきりに光莉に謝った。

　一方、光莉はいつものように幸雄を明るく励まし、会社のことには触れないようにした。

　幸雄は詳しい検査と治療のため、二週間ほど入院することになった。光莉は病院一階の事務局医事課で入院手続きなどを済ませたあと、売店で取り急ぎ必要なものを買い揃え、父にまた来ると伝えて一旦会社に戻った。

　一応有給休暇中となっている光莉は出社する必要はないのだが、やはり会社のことが心配だったのだ。専務の川岸に改めてお礼の言葉を伝え、社員や従業員に声をかけて、社長は無事だから安心してほしいと伝えて回った。

　それから、茶屋通りのカフェでお昼休憩をしたあと、光莉はさっそく律樹に連絡を入れた。

　コールが鳴った瞬間から、心臓の音は大きく高鳴り、スマホを握る手に汗をかいた。

　声が聞こえたときには、緊張のあまりに声が上ずった。しかし電話に出たのは彼ではなく秘書の男性だった。会議中だったので転送されたらしい。

　どっと脱力する光莉をよそに、秘書は淡々と用件を伝えてきた。急ぎの話があるので今日の午後空いているようであればさっそく伺いたいと律樹から伝言を頼まれていると言われ、光莉は焦った。いくら近々とはいえ、もう少し先の、数日後の話だと思っていた。

　結局、相手に押し切られ、光莉は会社に急ぎ戻って応接室の準備をした。心の準備の方はまったく整わないままに、あっという間に約束の時間がやってきてしまった。

「――失礼します」

　約束をした十六時頃、光莉が緊張に身を包んで応接室へ行くと、ふたりの男性がこちらを向き、それぞれ立ち上がった。

　この間とはまた違った印象の、ビジネスマンとして清潔感のある装いの彼に目を奪われる。彼のさらさらの薄茶色の髪は頬にかからないように分けて整えられ、そのせいか端整な顔立ちと意思の強さがよりいっそう強調されるようだった。

　動揺を押し隠し、光莉は彼の前に立つ。

　すぐに彼の方から挨拶をしてくれた。

「このたびは、お忙しいところ押しかけてしまい、誠に申し訳ありません。お時間を作っていただき、ありがとうございました」

「いえ。こちらの方こそ、遠路はるばるお越しくださり、ありがとうございます」

　名刺を交換しつつ、光莉は彼の肩書を目で追った。

　常盤律樹、常務取締役・経営企画部部長……グループ会社管理戦略課チーム。

　不意に、パーティー会場で耳にした噂話が蘇ってくる。光莉はそれを打ち消し、頂戴します、と名刺を側に控えた。

　律樹の隣に控えている男性は、電話で対応してくれた秘書だった。落ち着いて見える彼は、年齢は三十代後半から四十代前半くらいだろうか。電話口で感じた押しの強さはなく温厚そうな雰囲気がある。人の印象というのは、電話の声だけで判断はできないものだな、と思う。

「どうぞ、おかけください」

　光莉はふたりを着席するよう促す。

「ありがとうございます。さっそくですが、本日は、山谷食品の今後について、お話をさせていただければと思います」

　律樹はそう言い、光莉が腰を落ち着けるのを待ってから、秘書から渡された資料を目の前に広げた。

「え、あの、待ってください。うちの今後とは、一体どういうことですか？　社長はただいま不在なのですが……」

　光莉は身を乗り出すようにして問うた。

　山谷食品の今後――という不穏な言葉に、光莉は川岸と話をしていたことを思い浮かべ、たちまち嫌な予感を抱いた。なぜ、社長をさしおいて光莉にそんな重大な話を持ちかけるのか、彼の意図がわからない。

「山谷社長には、以前より会社の譲渡について提案しておりました。御身に何かあれば、娘さんがいるという話を伺っておりましたので、このたびこうして時間を作っていただいたのです」

　律樹が淡々と語る。その声色には温もりが感じられない。当然のように、あくまでビジネス相手としてそこにいるのだ。それ以前に、幸雄の身に起こったことを既に知っていて光莉に会おうとしたその魂胆に戦慄が走った。

　光莉の顔からは血の気が引いていた。

「それは本当ですか？　本当なら父から私に話があるはずです。私は父からは何も聞いていません。申し訳ありませんが、日を改めていただけませんか？」

　幸雄から何も聞かされていないどころか、川岸からもそんなことを聞いていない。完全に彼らの思惑に落ちたように思え、光莉は追い詰められた。

「日を改めるような余裕が、今の山谷食品にあれば、ですが」

　律樹が険しい表情でそう言い、おもむろに資料を一枚ずつ捲る。静かな応接室に無機質な紙の音が冷たく響き渡った。

　光莉はとてもその資料を見る気にはなれなかった。

「随分、含みのある言葉ですね。それは、どういう意味なのでしょうか？」

「はっきりと申し上げます。このままでは御社のこの先の資金繰りはだいぶ苦しいかと思われますよ。どうやら方々で融資も断られているようですしね。資金ショートまで時間はあまりないと見えます。あなたは、何も知らないようですが……」

　律樹の不躾な物言いにさすがに光莉はカチンときてしまった。

「勝手に色々と調べられたようですが、弊社の経営に関することは、社長以外に専務の川岸が対応しているはずです。なぜ、わざわざ私に話を持ってきたのでしょうか？」

「なるほど。これは会社のことであって、自分には関係ない、他人ごとだと？」

　律樹の鋭い指摘に、光莉は言葉を詰まらせるものの、それでも黙っていられる性格ではなかった。

「そんなつもりで言っているわけではありません！　他人ごとなわけないじゃないですか。私は社長の娘なんですから」

「そうですよね。先日もお父様の名代を務めていたようですし」

　律樹の表情からは、あの創業記念パーティーのことを言いたいのだと読み取れた。

「社交の場では、もちろん代理になることはあります」

「ならば、代理のあなたに話をしても構わないのでは。山谷社長もあなたに会社を任せるつもりにしていたようですから」

「それは……っ」

　いつかは、という話だった。

「いつかは……とお考えだったんですね」

「……っ」

　じりじりと追い詰められ、光莉はとうとう言葉を失う。

「その、いつかは、ある日突然訪れるものですよ」

　律樹は慈愛とも憐れみともとれない複雑な表情を覗かせている。意味ありげな彼の言葉に、光莉は何と言ったらいいのかわからなくなる。氷のように冷たい刃が次々に喉の奥に流し込まれてくるみたいだ。

「うちの傘下に入るか、それとも倒産するか、二択なら、みなさん迷うことなく前者をとりますよ」

　傲慢な彼の物言いには納得ができない。光莉はますます苛立ちを募らせる。このまま好き放題に言われて、頷けるはずがない。

「他のみなさんのことは知りません。だいたい、うちが欲しいというのなら、山谷食品が生み出してきたブランド商品を一体どんなふうにお考えなのでしょう？」

　山谷食品は従業員数が百人にも満たない小さな会社だが、石川県の地元の食材の味を活かした商品を幾つも生み出し、県内での人気はもちろん全国的にも展開し、根強い人気があるのだ。

「ブランド、ですか」

　律樹は少し考えるような顔つきになる。

「はい。たくさんの顧客が必要としてくれている、大事なブランドです」

　秘伝のレシピ、伝統の製法があるからこそ、山谷食品は魅力的な商品を生み出すことができ、顧客に愛されてきた。そこに着目してくれる企業が多かったのはたしかだ。だからこそ、常盤グループも山谷食品に目をつけた。以前は両社の共同開発コラボを実現し、双方にとって多大な利益をもたらしたはずだ。

　自信を持って豪語する光莉をよそに、律樹はため息をつく。

「しかしブランドは価値のある状態だからこそブランドだといえるんですよ」

「今はその価値がないとでも言いたいんですか？」

　老朽化した生産工場を廃止し、事業の拠点を東京に移してブランド名を変更するという書類の文面を目にし、光莉は憤りを感じながら律樹を糾弾した。

「どうやらお嬢さんは状況が全くわかっていないようですね。単刀直入に申し上げましょうか」

　律樹はそう言い添えてから、冷たい眼差しでこちらを見据えた。

「君が社長の器として成長するまで、果たして山谷食品は持つだろうか。俺はその心配をしているんだ。専務の川岸さんなら、こちらの傘下にくだることを希望していた。彼にはそれなりのポストを用意すると約束した。彼は喜んで頷いてくれたよ」

　急に口調を変えてきて本性を見せた彼に気をとられるよりも、後者の事実に光莉は焦った。

「待ってください。川岸からはそんなこと聞いていません」

　川岸は山谷食品の社長である幸雄の右腕だ。家族経営以前に、彼がいなくなったらどうにもならない。

「いいや、言っていたよ。君の手前、言いづらかっただけだろう。山谷社長の右腕として、危機感は誰よりも強かったと思うよ。そんな彼を責められるのかな？」

「……っ」

　光莉は病室で暗い表情を浮かべていた川岸のことを思い出していた。彼は明らかに今後のことを憂いていた。

　重たい沈黙が横たわる中、見かねたように秘書が口を挟んできた。

「けっして悪い話ではないと思いますよ。Ｍ＆Ａによる事業および会社の売却では、会社や工場と従業員の雇用関係がそのまま引き継がれますし、問題なく会社を存続させられます。資金繰りが大変な現状、御社にとってメリットの方がずっと多いはずですよ」

「そう。君が目くじらを立てる必要はないんだ」

　律樹は光莉を追い込むように言い添えた。

　たしかに山谷食品の経営の窮地は救えるかもしれない。けれど、失うものだってきっとそれ以上に多い。相手は、自分たちが欲しい部分だけを都合よく奪おうとしているのだ。生産地やブランド名を変えてしまったら、山谷食品にはもう何も残らなくなってしまう。

　光莉はこれまで積み重ねてきた山谷食品の歴史を思い、ギュッと拳を作った。

「おっしゃりたいことは理解しました。ですが、ブランド名を変え、拠点を東京に移す……という話のどこにメリットがあるのでしょうか」

「大事なものを守るためには、どうしても捨てなければならないこともあるとは思いませんか？　金沢の工場を畳み、常盤が所有する東京工場での大量生産に切り替えることで、コストは今までよりずっと抑えられるでしょう。従業員についても、たとえば、希望者には常盤グループの会社に雇用することを提案させていただく予定ですよ」

　律樹はさも当然のように言う。彼の方こそ大事なことが分かっていない。光莉はもどかしさを募らせながら反発する。

「そういうことじゃないんです。捨てられないほど大事なものがここにはあるんです。今までだって、東京の会社とは業務提携をしてきましたが、どこの傘下にも入るつもりはありませんでした。なぜなら、代々地元金沢の産業を盛り上げたいと立ち上げた事業を受け継いで、地元に根付いた企業でありたかったからです。たとえ会社が傾いても、その理念に背くことはできません」

　社長の代理なのだから、これだけは絶対に伝えなくてはならない。

　頑として譲れない考えを伝えると、しばし睨み合いの状態になったあと、律樹が静かにため息をついた。

「これでは堂々巡りですね。ここまでわからずやのお嬢さんだとは思いませんでした」

　律樹にそう言われ、光莉は唇をかみしめて、彼をまっすぐに見た。

　どうして彼とこんな話をしなければならなかったのだろう。少しでも期待をしてしまった自分を心から悔いた。

「少し、深呼吸をして」

「なんですって？」

「ほら、今の君はまるで敵を睨む戦国武将のような顔つきだ」

「は……？」

「美しい理念を活かすのも殺すのも君次第だ。いいかい？　生き延びるために必要なことは、どんな手段も選ばずにいる姿勢だよ。状況的にこちらの申し出を断るような立場ではないということをもっと理解してほしい。うちが手を引いたとしよう。しかしそのあと、残された城は滅ぼされるだけ」

「――よくわかりました。つまり、合意しなければ、うちを徹底的に潰すと言いたいんですね。回りくどい説明をしなくても、元からそのつもりだったんじゃないですか？」

　幸雄の様子がおかしかったのも今なら納得できた。父を追い詰めたのはまぎれもなく目の前の彼。その事実に、胸が押しつぶされるような想いになる。

　幼かった頃、私が彼の味方でいたように、彼だけは私の味方だ……とずっと思い込んでいた。初恋は初恋のままの方がよかった。

　あの日のことは忘れなくてはいけない。すべて塗りつぶして、そして塗り替えていくべきだ。彼は、もうあの頃の彼ではない――。

　絶望に打ちひしがれていたところ、律樹は小さくため息をついた。

「君は何か勘違いしているよ。今の君はただ感情が高ぶっている幼い子どもだ。社長の娘でもなんでもない。何かを敵だとみなさなければ、心の安寧が保てない。そういう状況だろう」

　律樹の意地悪な言い方に、光莉は即座に反発した。

「卑怯者で無神経なあなたに言われたくないわ」

　涙が溢れそうになるのを我慢し、彼をまっすぐに睨みつける。彼は意表を突かれた顔をしたあと、その表情をやわらげた。

「聞いてくれ。俺は、君と戦うためにここにいるんじゃない。卑怯な手を使いたくはないし、山谷食品を潰そうだなんて思ってない。守りたいんだ」

「……っ」

「守るために必要なことなんだ。君は、一時の感情で一番大事なものを失うのか？　プライドはそんなに必要なことなのか？」

　真摯な律樹の訴えに、光莉は言葉を失った。

「私は……」

　幸雄をはじめ社員や工場の従業員たちの顔が思い浮かんだ。ささやかながらも温かい会社をこの先も盛り上げていけるようにしたかった。だけど。

　悔しいけれど、今の光莉は幸雄の代わりに社長を務められるような器ではない。こんな不安定な状況では社員が離れていくのも無理はないだろう。たしかに彼の言うとおり、虚勢を張っているだけでは、山谷食品を守ることはできない。

　迷った末に、光莉は律樹に改めて問うた。

「守ってくださるんですね。うちのブランドに希望を見出したからこそ」

「ああ。そして決定権は俺にある。だから君と直接話をしに来たんだ」

　やっと、律樹の真意が見えた気がした。

　光莉は縋るように彼に確かめた。

「やっぱり、あなたは、あの……りっちゃんよね？」

　すると、面食らった顔をした彼は一拍置いたあと、少し席を外してくれないか、と秘書に声をかけた。

　秘書はすぐに「失礼します」と応接室を出て行く。

　ふたりきりになってから、少しの沈黙のあと、律樹が口を開いた。

「いいかい？　山谷食品はこのままでは資金ショートで倒産するだろう。そんな状況の会社を見捨てず、わざわざうちが手を差し出す理由を考えてほしい。君がいうブランドがこのまま潰えるのはもったいないと思っているからだ。うちならば、ただ立て直すだけではなく、今まで以上にもっと活かすことができる。叶えられなかったことが叶えられるようになる。それを上に通した」

　律樹はそれからドアの向こうにいる秘書を気にするように声を潜めた。

「さっきのは全部、上を納得させるために必要なパフォーマンスなんだ」

　事情を知った光莉は目を丸くする。一枚岩ではないということなのだろうか。

「この件を任せてもらえるなら、ブランドを守れるよう、俺がなんとかする。俺は……君を助けたいんだよ」

　やはり彼は、昔のまま……やさしい彼なのだ。そんなふうに希望を見出しかけた光莉に、彼は信じがたいことを口にした。

「但し、条件がある」

「条件？」

「君には、俺と結婚してもらう」

「――結婚!?」

　茫然とする光莉を、律樹はただまっすぐに見つめた。彼が決して冗談で口にしたわけではないのだと、暗に示すように。

「東京にきてもらうことになるし、常盤家に入ってもらうことになる」

「そんな。待って、待ってよ」

「ただ、数年我慢してくれれば、君をこちらに戻すことも考えられなくもない」

「どういうこと？」

「こちらにも諸々事情があってね」

「事情って……？」

　律樹は渋々とだが、声を潜めて言った。

「俺が中三のときに母が亡くなって、父に引き取られた。大学卒業後には父の会社に入りさえすれば常盤家から出られるはずだった……しかしあとになって父に跡継ぎになってほしいと言われた。俺でなければならないのだ、と」

　離れている間に、そんなことになっていたなんて知らなかった。

　光莉はパーティー会場で聞いた噂のことをまた思い出していた。愛人、養子という言葉が脳裏をよぎった。

「俺にはその気がなかった。父は一度こうという道を決めたら譲らない、その上、執着心の強い人間だ。だから今度は俺の方から条件を出した。父の後を継ぐ代わりに、山谷食品を守ること、社長の娘である君と結婚すること、そのふたつを、ね」

「どうしてそんなことを……？」

　守りたい、と律樹が言った言葉を、光莉は思い返していた。彼はもうその疑問に答えることはしなかった。そして時計に目を留めると、手元の資料をまとめて光莉に手渡した。

「長居してしまったな。とにかく、よく考えてみてほしい。まだもう少し時間はある。無論、そうなった場合、山谷社長にも改めてきちんと挨拶をさせてもらうよ」

　律樹はそう言い残すと、光莉が慌てて引き留めようとするのを待たずに、踵を返した。

　ひとり残された光莉はその場から動けずにいた。

　山谷食品を救う代わりに、彼と結婚する。つまり政略結婚を求められた、ということだ。

「どう、すればいいの」

　光莉は頭を抱えるようにソファに座り込んだ。
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　山谷食品のオフィスから離れたあと、秘書が手配してくれていたハイヤーに乗り込んだ律樹は、みやげと一緒に手に持ったままだった紙袋の中を見た。

「すっかり話し込んで、これを渡すのを忘れてしまった」

　というよりも、渡すきっかけを失ってしまった。あんな話をすれば、光莉が冷静でいられるはずがないと律樹はわかっていたつもりだった。

　回りくどい言い方をしない方がよかったのだろうか。しかし現実を突き付けなければ、きっと彼女は納得しないだろう。

　それでも、涙を浮かべていた光莉のことを思うと、何ともいえない気分だった。

「戻りますか？」

　秘書に問われたが、律樹は頭を振った。

「いや、いい。またすぐに会うことになるだろう」

　微かに空いた窓から、金木犀の香りがした。

　懐かしい匂いに目を細め、遠い過去へと思いを馳せる。

『りっちゃん』

　幼かった彼女の声が、愛しかった記憶が、蘇ってくる。




　橙色の小さな花びらがひらひらと舞い、彼女の艶やかな髪に止まった。

　青い空から光が降り注ぎ、甘やかな香りが漂う中、その人はこう言った。

『――あたしが、これからもずっと、りっちゃんを守ってあげるから』

　いじめられて泥だらけになった姿のまま泣いていた『僕』は、ただ哀しくて情けなくてこのまま消えてしまいたいと願っていた。

『ね、やくそくよ。だから、もう泣かないで』

　彼女がハンカチでやさしく頬を拭ってくれた。僕は涙に濡れた目のまま、おそるおそる彼女を見上げた。

　そこには侮蔑や憐れみの眼差しなど存在しなかった。そればかりか、慈愛や希望の色に満ち溢れていた。

　僕は息を呑んで彼女を見た。意味もなく様々な神様を崇拝する人の気持ちが、このとき少しだけわかった。

　神様なんて元々信じていなかったけれど。でも、この世にひとりだけはいるのだと思う。それは目の前の彼女だ。

　彼女の笑顔はまるで物語に登場する女神のように美しく清らかで……安直な表現かもしれないけれど、ただただ――とても綺麗だった。

　差し出された手に縋りつくことしかできなかった僕は、絡め合った指先に強く願いを込めた。

　やさしい君がこの先どうか傷つくようなことがありませんように。君がずっと健やかでいられますように。

　そして、僕は同時に決意表明をする。

　もっと強くなろう。君を守れる大人になろう。

　もしもこの先、君が僕を必要とするときがきたら、傘となり、盾となり、陽だまりとなれるように。

　僕を救ってくれたやさしい君が、これからもずっと笑顔でいられますように。




「君は……あの頃から、変わらないんだな」

　律樹は小さく呟く。

　けれど、『俺』はもう、あの頃の『僕』ではない。

　しかしだからこそ、今の自分にはできることがある。それをいつか彼女にも知ってほしい。
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　あれからも光莉は会社と病院を往復し、時間を見つけて父を見舞った。その傍ら、光莉は律樹との政略結婚の話を、父に話すか否か悩んでいた。

　バカ正直にありのまま話せば、真面目な父はきっと反対するだろう。会社の資金繰りや今後の対応について倒れるまでひとりで抱え込んでいたのだ。この件でまた激しいショックを受けてしまうかもしれない。それだけは避けたい。

　ひとり娘としてできることは何だろう。

　光莉は延々と考えた。

　律樹の言葉を信じていいのか、それとももっと別の方向性で何かできることはないのか。

　川岸に話をしたところ、律樹が言っていたことの事実確認が取れた。気まずそうに目を合わせてもらえなかったことに、光莉はショックを受けた。社員や従業員が皆どこか不安そうな顔をしていることも気がかりだった。

　律樹からの提案は、いわば一筋の蜘蛛の糸のように垂らされた、希望だ。しかし同時に、安易に飛びつけば真っ逆さまに落ちていくような底の見えない闇への恐怖を感じた。

　律樹の言うことを真に受け、信じていいのだろうか。

　常盤家に嫁入りしたあとの自分が想像できない。数年後に金沢に戻すことも考えると彼は言っていた。時期が過ぎれば別居するということなのか、離婚するということだろうか。彼側の事情もまだ詳細を明かされてはいない。

　光莉は毎日毎日考え続けた。そうこうしているうちに、じきに融資の件で電話が鳴りはじめ、迷っている時間はないことを思い知った。

　そして、とうとう光莉は決意する。なりふり構っている場合ではない。

　一週間後、律樹に直接アポイントメントをとり、彼の指定する場所へと赴いた。そこは東京の一等地に位置する料亭だった。

　実は、光莉はあることを相談しようと思っている。会社のことも含め、頼みごとをする立場ならこちらから向かうのが筋というものだろう。何よりこれは、双方の密談になる。誰もいないところで話したかった。

「――それで、君の気持ちは決まったかな」

　個室に通されてから、挨拶をする間もなく、律樹はそう問いかけてきた。

　光莉ははっきりと頷く。

「山谷食品を残せるなら……あなたの出した条件に同意します」

「そう。理解が早くて助かるよ」

　律樹は表情こそ緩めないものの、ほっと胸を撫で下ろしたように言った。彼にもきっと背負うものがあるのだろう。それは一緒にいるうちに知ることができるのだろうか。

「その前にお願いがあるんです」

「何？」

「父には、政こ略の結こ婚とで余計な心配をかけたくありません。ビジネス上のことがきっかけだったとはいえ、旧知の仲でお互い気が合った……ということで話を合わせていただけませんか」

「わかった。ならば、そういうことにしようか。それと、会社の件についての根回しはこちらできちんとしておくよ」

　あっさりと律樹は承諾した。そんな彼の態度に、光莉はホッとする反面、寂しく感じていた。

　秋に出逢い、秋に別れ、そしてまたこの季節に再び出逢った。季節が巡るたびに恋焦がれてきた、あの頃の思い出を失いたくない。そんな気持ちが沸き立ってきて、光莉は思わず、もうこの先二度と呼ぶことが許されないかもしれない呼び名を口にした。

「りっちゃん」

　口にするたびに嬉しくて、そして泣きたくなるその名を――。

　律樹が反応を示した。戸惑っている様子でこちらを見つめ返す。けれど、彼はもうこの先「ひかりちゃん」とは二度と言ってくれないのだろう。

　連絡が途絶えたときに、どうしてもっと真剣に彼を探さなかったのか、今になって光莉は後悔していた。彼に何があったのか、知っていたらよかった。きっと彼は自分の身に何が起きていたのか、詳しく教えてくれる気はないのだろう。拒絶の空気が伝わってくる。

「君が俺に何を求めているかは知らない。あいにく俺はもう……あの頃とは違うんだ。わかってくれ」

　物憂げに律樹は言った。咎める口調ではあるが、先日のようなとげとげしさはない。

　光莉は彼の方の事情を知りたいと思った。会社ではない場所で、ふたりきりの今ならビジネスを抜きにして話を聞いてもいいだろうか。

「パーティー会場で、どうして知らないふりなんかしたの？」

「あの会場には、取引先や常盤家の人間がたくさんいた。迂闊に親し気な様子を見せると、君に取り入ろうとする者やあらぬ噂を立てる者が現れかねない」

　律樹は険しい表情のまま言った。光莉は噂話をしていた女性たちのことを思い浮かべた。律樹は光莉を巻き込まないようにしてくれたということだろうか。

「幼い頃、君にはたくさん助けてもらった。あの頃の俺なら……君に政略結婚なんて卑怯な真似を持ちかけるわけがないさ。これが、君に助けてもらった恩返しとは言わない。一種の恩着せがましい行為だと思ってくれても構わない。ただ真実としていえるのは、今の俺は常盤家当主の息子で、目的達成のためならどんな手段も選ばない人間の血が通っているということだけだ――だから、君も過去のことは忘れて、早々に割り切った方がいい」

　そう語る律樹には先ほど見えたと思った戸惑いも少しの動揺も滲んでいない。淡々と語る彼の言葉に、光莉は何も言えなくなってしまった。

（私は……何を望んでいたの）

　律樹が昔の思い出を今でも大事にしてくれていて、これから先もそれは変わらないでいることを勝手に期待していた。けれど、彼は義理を果たしただけ。そこに思慕はないのだと突き付けられた。

　少し散歩をしようと、律樹に料亭の中庭へと案内される。長身の彼の後を追い、歩いていると、ある香りに引き寄せられた。

　金木犀の香り。いつも過去に置き忘れてきた初恋を思い出させる、あの恋しい香りだ。

　誘われるように視線を動かすと、彼の薄茶色の髪や、彼のポケットチーフのところに橙色の花弁がついていた。

　ほとんど無意識に、吸い寄せられるように、光莉は彼の胸もとへ指を伸ばす。

　ふと、近距離で視線が絡み合う。色素の薄いガラス玉のような澄んだ瞳が、懐かしい過去を連れてくる。

　ああ、やっぱり彼だ。けれど、もうあの頃の彼はいない。何度も、何度も、心に刻む。

　光莉は泣きたくなるのをこらえながら、律樹に微笑みかけた。

「もっと別の形で、りっちゃんに会いたかった」

　そしたら、それこそ初恋が恋として実ることがあっただろうか。過去とリンクした金木犀の香りが、光莉にそんな幻想を抱かせる。しかし、幻想は幻想のままだ。わかっている。

「……っ」

　律樹が息を呑む。視界が揺らぐ。彼が口を開こうとするのを遮って、光莉は続けて言った。

「もう何も言わなくていいよ。でも、私からこれだけは言わせてほしいの。守ってくれようとしてくれてありがとう」

　事実として彼は救ってくれようとしている。彼の背景は知らない。知る必要もない。

　光莉が守りたいものは、最愛の父と大事な山谷食品という会社。それに関わる人たちのこと。

　初恋は、初恋のままだからこそ、美しいものなのだと胸に秘めて、仕舞いこんだ。










◇３　君の味方だから




　二週間後――。

　大豪邸を目の前にした光莉は思わず息を呑んだ。

　地元の金沢にも立派な屋敷や文化遺産の街並みが並んでいるし、東京に暮らしていたときだってそれなりに立派な邸宅を見たことはあったけれど、豪邸と呼んでいいのはここくらいのような気がしてしまう。お城といってもいいくらいだ。それくらい圧巻の造りだった。

　経済界を動かす常盤グループＣＥＯが当主を務める由緒正しい家柄の常盤家。そのご子息との政略結婚。つまり、光莉はこれからここの長男の妻という立場になるのだ。

　開いた門の先には整備された池と噴水があり、迎賓館のような大邸宅の奥にさらに敷地があり、そちらには歴史を感じさせる武家屋敷が佇んでいた。

　これだけ広い敷地と建物では、きっと使用人も多数召し抱えていることだろう。

（本当に私なんかに務まるの――？）

　覚悟を決めたつもりになっていただけだったかもしれない。考えが甘いと誰かに指摘されてもおかしくはない。

（けれど、他に選択肢なんてないじゃない。後戻りなんてもうできないんだわ）

　光莉は律樹と共に幸雄の病室を訪れたときのことを思い浮かべていた。




『結婚だって？』

　以前に比べて顔色がよくなっていた幸雄の様子を窺い、光莉は父に報告することにしたのだが、いきなり一緒に現れた律樹を見て、幸雄は表情を硬くした。

『君は……』

　父が表情を変えた理由を、光莉はすぐに察知した。以前に、父が何かを言いかけていたのは、会社が傾いていること、そして政略結婚のことを、光莉に相談したかったのだろう。父はすでに政略結婚のことを知っていたのだ。

　父が気に病んでしまわないように、事前に律樹と打ち合わせしたとおりに、光莉は演じた。

『彼が以前、うちを建て直す代わりに私との結婚を持ち掛けたことは聞いたわ。でも、心を決めたのはそのためじゃないの。親身に相談に乗ってもらっているうちに、彼のことを頼もしいと思ったの。それで、ふたりで話し合って、結婚することに決めたのよ』

『いや。やはり、こんなことはだめだ。娘をやるわけにはいかない。亡くなった母さんだって悲しむ。考え直してくれ』

　幸雄はベッドから起き上がる勢いで、光莉のことを庇おうとしてくれていた。

『違うのよ。お父さん、私がよく話をしていた、りっちゃんのこと、覚えているでしょう？』

『それは彼の口からも聞いた。条件付きの結婚とはいえ、光莉を……大事にすると。そう言ってくれたね？』

　幸雄は縋るような目で律樹を見た。一方、光莉は驚いて律樹の様子を窺った。そんなふうに伝えていたなんて彼は一言も言っていなかったのに。そして、懲りもせず、彼の言葉に期待しそうになる自分の感情を、光莉はぐっと抑え込んだ。

『はい』

　律樹は表情を変えず、そして言い淀むことなく、幸雄をまっすぐに見る。傍目から見れば、真剣さが伝わってくる気迫に溢れていた。

『光莉は、彼を信じるのか？　それでいいのか？』

　複雑な感情を押し殺し、光莉は頷く。

『こういう形だったけれど、私は……りっちゃんのことが好きだったし、もちろん昔と今ではお互いに変わったこともあるけれど、でも、久しぶりに話をしたらやっぱりお互いに気が合って、何回か会ううちに、彼と結婚したいって思ったのよ。さっき伝えたことは本当よ』

　半分は本心だが、内心後ろめたさを感じて表情を強張らせてしまった光莉の代わりに律樹が前に出た。

『僕も同じ気持ちです。光莉さんを……愛しています。今では一日も早く結婚したいと思っているんです。光莉さんのことは僕が幸せにしますから、どうか僕に任せてください』

『そうか……お父さんはてっきり……』

　幸雄を安心させるために、光莉はわざとらしいくらい明るく振る舞った。

『そういうことなの。だから、お父さん、早く元気になってね』

　幸雄は複雑そうな表情を浮かべながらも、ホッと胸を撫で下ろし、寂しげに微笑んだ。

『光莉がそう言うのなら。ふたりで決めたことなら……』

『そうよ。だから、お父さんが気にする必要なんてないのよ』

『……ありがとう、光莉。律樹くんも、ありがとう。どうか、娘を幸せにしてほしい』

『はい、もちろんです』

『光莉も、必ず幸せになるんだよ。おまえには、誰よりも幸せになる権利があるんだ』

　父の手の温もりが強く、光莉の胸にまで届いた。本心を隠して笑顔で頷いた。

　お互いに気が合ってなんて嘘。結婚したいだなんて嘘。愛し合ってなんていない。律樹に嘘をつかせたのは光莉なのに、彼の嘘に傷つきながら、父を騙していることに胸がちくちくした。一週間後、検査を終えて自宅で療養することになったあとも、結婚の話をするたびに申し訳ない気持ちだった。




　江戸時代から続く名家・常盤家の慣習では、まずは数ヶ月、本家に滞在し花嫁修業をするらしい。それを終えたら挙式を行うことになっている、と告げ、簡単に荷造りをして東京へ出てきた。別れの挨拶もそこそこにさっさと去って行った娘のことを、幸雄は今どんな気持ちで想っていてくれるだろう。信じてくれていることを願うしかない。

「光莉」

　名前を呼ばれてハッとする。

　律樹が肩を抱こうとする。光莉はとっさに身を強張らせた。それが伝わったらしい。彼は手を引っ込め、その代わりに光莉の手を引いた。

「緊張しているのか？　あれほど威勢がよかったのに、今は借りてきた猫みたいだな」

　揶揄するように言われて、光莉はついムッとする。

「それは、あたりまえよ。私は一般家庭で育ったわけだし、初めてお会いするわけだし」

「心配するな。顔合わせの挨拶をしたら、今日はそれで終わりだ」

「……うん」

　そういえば、律樹だって元は一般家庭だったのだ。母親が亡くなったあと、この家に連れてこられたときの気持ちはどんなものだったのだろう。

「何か気になることがあれば言えばいい」

「りっちゃ……律樹さんは、この家に入るときに怖くなかったの」

　封印した名前を呼んでしまいそうになり、光莉は慌てて言い直した。

「そんな場合じゃなかったからな。当時の俺に拒否権はなかった。それからは、世話になった分、恩返しのつもりで、常盤家の長男として父の期待に応えられるようにした。まぁ色々あったが……あっという間の時間だったよ」

「そう、でしょうね」

　常盤グループの中で地位を築くことがどれほど大変か実際のところはわからないが、並々ならぬ研鑽が必要だろうということは想像がつく。時間に追われるように、彼は努力を続けたに違いない。それこそ、人が変わってしまうくらいに。

「行くぞ」と促され、光莉は頷く。

　門が開き、長いアプローチを行くと、玄関の前で燕尾服を着た男性が待機していた。

「おかえりなさいませ」

　律樹に目配せをされ、光莉は頭を下げるだけに留める。彼は執事だろうか。これだけのお屋敷なのだから使用人の数も多くいることだろう。

　広々とした応接室に通されると、何名かがその場に集っていた。

　派手な化粧をした赤いワンピース姿の女性と薄い縁の眼鏡をかけた黒いスーツ姿の男性がそれぞれソファに座り、ドアの側にはメイド服を着た女性が数名控えていた。

「その子が、お義兄さんの婚約者？　ふぅん。なんだか地味ね」

　ソファに座る派手な化粧をした赤いワンピース姿の女性が、品定めをするように光莉の頭のてっぺんからつま先へと視線を滑らせた。彼女は巻き髪が似合う瓜実顔の美人だが、美しい顔の下には冷たさが滲んでいるようだった。

「そうかな？　僕はなかなかの美人だと思うよ。ねえ、兄さん」

　眼鏡をかけたスーツ姿の男性は、切れ長の目をさらに細め、嫣然と微笑む。しかし目の奥が笑っているようには見えない。毛色の違う動物を観察するような好機の目で光莉を眺めているといった様子だ。

　光莉はいたたまれない気持ちで、身を硬くしていた。すると、律樹がそっと光莉の肩を抱いてくれた。

「そんな言い方は失礼だろう」

　律樹の手に力がこもる。彼の表情が険しい。

　意外な彼の行動に、光莉は驚いていた。彼自ら庇ってくれるとは思わなかった。

「いいか？　品定めするような目で彼女を見ないでくれ」

　律樹はそう釘を刺してから、彼らに光莉を紹介してくれた。

「彼女は、山谷光莉さん。俺の妻になる人だ」

「初めまして」

　光莉は即座に頭を下げた。そして、律樹が光莉の方を見る。

「光莉、弟の雄ゆう介すけと、弟の妻、麻あさ美みさん」

「どうも」と雄介が光莉から目を逸らさずに言った。相変らず貼りつけたような微笑を浮かべながら。

「よろしく」

　と、麻美はそっけなく言った。彼女の声にも温もりは感じられない。

「よろしくお願いいたします」

　光莉は失礼がないように、せめて愛想よくしておこうと笑顔で挨拶をしたが、やはり反応は薄い。彼らはそのまま身じろぎすることなく見物をしている。心から歓迎してくれているといった様子はない。無論、そんなことは百も承知の上だけれど、胃がきりきり痛くなってくる。

「光莉」

「は、はい」

「向こうのふたり。執事の田た中なかに、メイド長の白しら井い。これから君の世話係になる人だ」

「本日はお目にかかれて光栄にございます」

　燕尾服の白髪の男性が恭しく頭を垂れる。その隣にいるメイド服を着た中年の女性が冷めた目でこちらを一瞥し、同様に頭を下げた。彼女を筆頭にならぶ年若い女性たちも揃って礼をとった。

「何かお困りのことがあればお声がけください」

「は、はい。よろしくお願いします」

　光莉は目が回るような思いで、彼らの名前と顔を記憶に留めようとするが、すぐには覚えきれないかもしれない。

「父さんは？」

　律樹が雄介に問いかけると、

「まもなく帰ってくるらしいよ。こんな日くらい早く帰ってきてもいいのにねえ」

　雄介が他人ごとのようにそっけなく言った。

「お義父様はあなたみたいに暇じゃないのよ」

　麻美が皮肉っぽく言って悪戯に微笑むと、雄介が口を挟んだ。

「聞き捨てならないな。誰が暇人だって？」

「あら。図星で怒るなんて、自覚があるようね」

「君のその可愛げのない態度はどうにかならないのかな」

　どうやら雄介と麻美の夫婦仲はあまりよくないらしい。気まずい空気が漂う。光莉は一層いたたまれない気持ちになる。

　律樹は辟易した顔をし、ため息をこぼした。

「夫婦喧嘩はあとにしてくれ」

「ごめんなさい。お義兄さんがそうおっしゃるなら」

「ふん」

　雄介が不機嫌に表情を歪め、鼻を鳴らす。ハラハラしていると、玄関の方から物音が聞こえてきた。

「あら、噂をすれば。帰ってきたみたいね」

　麻美が言った。

　たちまち光莉は新たな緊張に身を包む。自然と背が伸びていた。

「――やあ、遅くなってすまないね」

　秘書を従えてやってきたのは、常盤家の当主、常盤修しゅう蔵ぞう――。

　メディアで見たことがあるけれど、実際に目の前にすると、その威厳に気圧されてしまう。

「お忙しいところ時間を作ってもらってすみません」

　律樹はかしこまったように言った。親子の間にどことなく距離が感じられる。少なくとも、光莉と幸雄のような親しい親子関係ではないのだろう。

「構わないよ。それで、山谷食品社長のご息女というのは貴方のことかな？」

「は、はい」

「よくぞ、ご決心されましたね」

　もう何度目かわからない品定めの視線。けれど、修蔵はすべてを語らないまでも、その一言で、光莉の内心を裸にしてしまう迫力があった。すべてを見透かされてしまいそうな、彼の眼光の強さにぎくりとする。

「……っ」

「そんなに萎縮しないでくださいよ。我々はあなたを歓迎するために集まったのですから」

　両手を大仰に広げ、修蔵は目尻に皺を刻む。麻美と雄介はそれぞれそっぽを向いている。さっきの喧嘩で夫婦間には冷たい溝ができてしまっている様子だ。修蔵も何かを察したようだが、あえて指摘はしなかった。

「……ありがとうございます」

　粛々と、光莉は修蔵の言葉をただ受け止めることにした。

「ただ――」

　と、修蔵が声のトーンをさげた。

「うちに入るからには、相応の覚悟と、教養を磨いてもらわねばならない。以前のように自由に振る舞えるとは思わないように。それだけは理解していただきたい。いいかね」

　見下すような、そして射貫くような視線に、光莉は息をのんだ。粗相があれば、即座に切りつけられてもおかしくないような鋭い眼差しだった。

「父さん、光莉のことは俺に任せてもらえませんか。今後は――」

　庇い立てるように律樹が一歩前に出ると、修蔵は面倒くさそうに頷く。

「ああ、皆まで言わないでいい。もちろん、私が逐一口を挟む気はないよ。おまえが次期当主としての自覚を持ち、仕事を疎かにしない限りはね」

「はい。心得ております」

「ならば、よろしい。ああ、結婚式についてだが、自由に決めて構わない。私の提案としては、このような状況なのだから、あえて盛大にする必要もなかろう……ということだ。どうかね？」

　このような状況……つまりは、政略結婚のこと。光莉は小さく手をきゅっと握りしめる。

「そのつもりですが、光莉の希望も聞いた上で、よく相談します」

　律樹が一旦光莉の方を見てから、修蔵へ告げた。

「ああ。話はそれだけでいいかな。悪いが、私は忙しい身なのでね。これからまたすぐに出なければならないんだ」

　後方で待機していた秘書へと、修蔵が手を上げて合図を送る。

「では、行こうか」

「もう？　食事くらいしていけばいいのに」

　雄介がぽつりと呟く。父に意見したことを修蔵に見咎められると、雄介は慌てて咳払いをする。

「私たち、お義父様とお食事ができるのを楽しみにしていたんですよ」

　麻美がちらりと光莉の方を見ながら残念そうに言った。彼女の声には媚びるような色がある。

「おまえたちでゆっくり過ごすといい。きょうだい、そして夫婦水入らずでね」

　修蔵はそう言うと、控えさせていた秘書らしき男性と共に外へ出て行ってしまった。

　再び邸の中に静寂が訪れる。最初に口火を切ったのは麻美だった。

「さあて、お義父様も出かけたし、私もちょっと出かけてくるわ。予約していたブティックに連絡しなくちゃ」

「僕も忙しい身なので。これにて失礼するよ」

　雄介は仏頂面を下げたまま眼鏡のテンプルを押し上げ、その場から立ち上がった。

「それじゃあ、お義兄さん方、ごゆっくり」

　麻美は冷めた笑顔を浮かべ、それから踵を返した。

　残されたのは律樹と光莉だけだった。どうしていいかわからず律樹を見上げると、彼は肩を竦めてみせた。

「俺たちふたりだけ、か。この家なんてそんなものさ。まあ、一応、気を利かせてもらったということにしようか」

「あの、麻美さんと雄介さんは……いつもあんな感じなの……？」

「ああ。そうだね。あのふたりは数年前、父が用意した見合いで出会った。雄介は俺の腹違いの弟で、年齢はひとつ下なんだが、父の目に映りたいがために言いなりな節があってね。父の機嫌を損ねないように承諾しただけ。麻美さんは財産目当てで常盤家にきた人だから、自分の地位を守ることに一所懸命なだけ。ふたりが仲良くする理由もないし、無論、俺たちと仲良くしようだなんて気はさらさらないだろう。君が気にする必要はないよ」

　気にする必要はないというその言葉は、律樹なりの思いやりだと思って素直に受け止めていいのだろうか。光莉は何も言葉にならず、小さくため息をついた。既に前途多難を極めている気がしてならない。

「どうぞ、こちらへ」

　食堂に案内され、律樹と光莉は部屋を移動する。

　歓迎されるとは思っていなかったけれど、改めて突き付けられる事実に心が凍り付いてしまい、表情筋がうまく動かない。

　察したらしい律樹が、光莉の椅子を引いてくれた。

「唯一自慢できることとしたら、うちで雇っているシェフの腕が確かだっていうことだ。せっかくだから食べるといい」

「え、ええ」

　光莉は言われるがまま椅子に座って、それから律樹とテーブルを挟んで向かい合った。

　用意されている食器やカトラリー類はきっと高級なものに違いない。次から次へと運ばれてくる、一流のシェフが腕を振るったという料理はとても素晴らしい。

　けれど、うまく喉を通っていかないし、味もあまりわからない。

　光莉はとうとうフォークとナイフを置いてしまった。

「ごめんなさい。せっかくだけれど」

「口に合わなかったかな。慣れるのは大変だろうが……」

　と、律樹が口を開きかけたとき。

「そうじゃないの。気持ちの問題よ。たとえ契約的な結婚だとしても、嫁ぐからには家の人たちとうまくやっていきたい思うじゃない。でも、それ以前の話なんだなって思ったら、少しだけ不安になったの」

　光莉は素直に伝えた。

　情けない姿はもうとっくに見られている。今さら彼の前で取り繕ったって仕方ない。むしろ、これから光莉が自分の意見を伝えられるのは律樹だけかもしれないのだ。

　ここは囚われの箱庭――。

「光莉、これだけは覚えておいてほしい。俺はずっと君の味方だから」

　律樹の言葉に、光莉は弾かれたように顔を上げ、信じられない目で彼を見た。

　光莉の胡乱な視線を感じたからか、律樹はとっさに口を突いて出てしまったことを悔いているようだった。

「君にどんなふうに思われているかなんて、俺が一番わかっている。君のその顔を見ればね。政略結婚を強いることでしか、君を守れない俺を、心の底から憎んでくれたって構わない」

　当然のように従わせたくせに、どうしてそんなふうに苦しそうな顔をするのだろう。

　光莉は喉元まで出かかった彼への恨み言をどう消化していいかわからず結局のみ込んでしまう。彼は強引なやり口だったが、それでも光莉を守ってくれたことには違いない。憤りをぶつける相手は、彼ではない気がした。

「私は、今のあなたのことがよくわからない。理解できない部分もあるわ。でも、昔のことがなかったものだともまったくの幻だったとも思わない。ただ、現実を見なくちゃいけないことだけはわかった」

「光莉……」

　律樹は何か言葉を選ぼうとしている。彼の瞳の奥に揺らぎが走った。

　光莉はすうっと深呼吸をし、肩の荷を下ろす。

「律樹さん、あなたのことをもっと知りたいと思う。結婚すると決めた以上、今のあなたのことをわからないままでいたくないから」

「君は、そういう人だったな」

　ふわりと、柔らかな微笑みを向けられ、光莉は目を奪われた。

　一瞬だけ、あの頃のことが蘇り、胸が甘く締めつけられる。

　いつか彼を許して、昔のように、彼を心から信頼できる日が来るだろうか。

　彼の今を知りたい。その想いがよりいっそう強まるのを感じていた。

「このあとだが、婚姻届けに判を押してくれ。父との約束なんだ」

「……わかった」

　律樹と共に彼の書斎へと行き、光莉は婚姻届けにサインと判を押した。

「これは、俺が預かっておく」

　光莉は脳裏に父のことを思い浮かべながら、頷いた。

　それから、律樹は書斎を出ると、邸の中をひと通り案内してくれた。

　応接室、大広間、茶室、離れの庭や池、弟夫婦の部屋、光莉が住むことになる部屋――。

「夫婦の寝室は一応ここ」

　一応、という言葉に光莉は照れる間もなかった。形だけの夫婦なのだから、そういうことはないのだろう。

「あとは暮らしているうちに、慣れていくだろう。わからないことがあれば執事の田中やメイド長の白井に声をかけるといい」

「私がすることは？」

　掃除や洗濯や料理といったことはすべて使用人がしてしまう。

「父さんが言っていたように、君には常盤家長男の妻として相応しく振る舞ってもらうこと……といっても、色々あるから、それは追々ということにしよう」

　改めて光莉は現実を受け止める。

　ここが新しい自分の城――。

　もう後戻りすることなんてできない。

　山谷光莉は、山谷食品の名前を守るために、その名前を捨てた。これからは、常盤光莉として生きていくしかないのだから。










◇４　やんごとなき人々とドアマットヒロイン




「ねえ、光莉さん。あなたに女主人の代わりが務まるかしらね」

　光莉が常盤家に入ってからちょうど一週間が経過し、十月半ばを迎える頃――。

　朝支度を済ませてリビングに顔を覗かせると、ばったり会った麻美にいきなりそんなことを言われた。麻美はいつも美貌を活かした派手な衣装に身を包んでいる。それが彼女の自信の表れのように見えた。

　常盤家には現当主の妻は存在しない。本妻とは離婚、そして既に亡くなっている。また、パーティー会場で耳にしたとおり、律樹の母や異母弟である雄介の母は愛人であるため、この家には入れてもらえず、それぞれ疎遠になっているらしい。

　つまり次期当主候補筆頭の律樹の妻である光莉には、女主人の役割を期待されているといっても過言ではない。

　実は今日の十一時頃、常盤家が昔から親しくしている佐さ川がわ家当主の妻である貴き美み子こと有名私立中学に通う十四歳の娘・麗れい華かが遊びに来る。おもてなしは顔見せも兼ねて、律樹と光莉に任されることになったのだ。

　常盤家に入って以来、光莉は、花嫁教育の一環として、華道や茶道、日本舞踊といった習い事や各々作法について学んでいた。今日は光莉にとって、常盤家長男の妻として初めての公の場ともいえるだろう。

　麻美の嫣然とした微笑みには、あなたにできっこないという見下した空気が含まれていた。無論、麻美は四年前にこの家に嫁いでいる。義妹とはいえ、彼女の方がひとつ年上だし、光莉の先輩には違いない。

　一週間で情報収集して見えてきたのだが、雄介が麻美とのお見合い結婚を決めたのは、修蔵の言いなりになる一方、律樹よりも先に妻を迎えることで常盤家の跡継ぎ候補のひとりであることをアピールしたかった側面もあったようだ。雄介とは不仲の麻美だが、地位を守るのに必死だという点では夫婦の目的は揃っている。だからこそ、律樹と光莉の存在は目の上のたんこぶなのかもしれない。疎ましく思っている空気が伝わってくる。

（つい、むきになって、私にできる精一杯をやらせていただきます……って言っちゃったけど）

「はぁ」

　光莉は私室の姿見を前に、ため息をついた。今の自分は何も持たない、ただのお飾りだ。否、お飾りにすらなれていないただの居候。たった一週間の間に、数々のことが詰め込まれたため、今にも頭がパンクしそうだ。花嫁修業という名目でのスパルタ教育とはこのことではないかと思った。

　プレッシャーに胃が痛くなり、光莉は無意識に腹部をさすった。

　麻美は以前、夫の雄介を暇人扱いしていたけれど、彼女の方がよほど暇を持て余している様子だ。家に外商を呼んで派手に散財しては、連日どこかのパーティーに出かけている。麻美は会社のために必要なことなのよ、などと言い張っているけれど、彼女の出かける支度に振り回されたり怒鳴られたりしている使用人達の姿を何度も目にしている。そのたび光莉は麻美に気付かれないようにこっそり彼らの手伝いをしたものだ。

　雄介と不仲なだけではなく、夫が当主から目をかけられておらず、自分の地位が揺らぐのではないかと危惧しているからか、光莉に対するあたりが強い。雄介が不在のときは、光莉を憂さ晴らしのための新しい玩具のように思っている節がある。きっと彼女は今日もまた物見遊山に行くような気分で、光莉に恥をかかせて嘲笑うつもりなのだろう。

　光莉にだって羞恥心というものはあるけれど、別に自分が恥をかいたからといって何か失うものがあるわけじゃない、と心に留めておくことにした。

　ふと、光莉は父の幸雄のことを思い浮かべた。昨日、幸雄からの着信を折り返したときのこと。

『体調は安定していて、元気にやっているよ。会社の方も川岸が社長代理として色々とやってくれてね。本当に頼もしいよ。光莉のつまみ食い姿が見られないのは寂しいものだが』

　父の声は朗らかだった。入院していたときのような弱弱しさは感じられない。

　当初、合併後は東京に機能を移すという計画ではあったものの、律樹が尽力してくれた結果、最終的に会社も工場もそのまま金沢に残すという話になったのだ。

「つまみ食いってひどいわね。試食でしょう？」

『はは。悪い、悪い。前に光莉が推してくれていた商品開発の件も協力企業が増えてね、順調に進められそうだということだよ』

「そう、それはよかった」

　幸雄には何も打ち明けられない。ただ、問題が何もなく過ごせているのなら幸いだ。きちんと根回しをしておくと言ってくれた律樹の言葉に嘘はないらしい。山谷食品の経営が軌道修正できるよう彼が担当者としてパイプ役になってくれているようだ。それだけでも救いだと、光莉はホッと胸を撫で下ろす。

　無論、川岸にだけは光莉の事情を伝えてある。絶対に幸雄には知らせないようにという約束で。

　何となくよそよそしさが伝わったのか、『光莉は幸せなのか』と何度も尋ねられた。

「幸せよ。元気にやっているから心配しないで。そのうち、顔を出すから」

　そのうち……というのが、いつになるかはわからない。これは政略結婚だから。光莉には選ぶ意思があっても自由はない。

　数年後……と曖昧に濁していた律樹の言葉からもすんなりと金沢に帰してはくれないことを察していた。古いしきたりを尊ぶ名家に嫁ぐとは、そういうことだ。

　父を安心させたくて律樹との恋愛結婚を偽装することを思いついたけれど、本当のことを言えずにいたことが正解なのかどうかはまだわからない。いつまでも罪悪感に囚われてしまうし、簡単には金沢に戻れないことへの寂寞感にたまらない気持ちになるのだ。

（ごめんね。お父さん……これが今の私にできる唯一の守り方なんだよ）

　父が精一杯守ってきてくれたように、光莉にも守らなければならないことがあるのだ。複雑な気持ちではあるけれど、もちろん幸せだと答えるしかない。

（私は私にできることをしなくちゃ）

　年若いご令嬢との交流ということもあり、今日は着物ではなく清楚なワンピースで動きやすい服装を選んだ。ここ最近は着物姿でいることが多かったので、それだけは少し楽ちんで助かった。

「光莉、いい？」

　ノックの音と共に、律樹の声が届いた。

「え、ええ。どうぞ」

　光莉は慌てて髪を手櫛で整え、彼の方へ振り向いた。なるべく言葉遣いも丁寧に、淑やかに心がけなければならない。

「大丈夫か？　緊張しているようだけど」

　律樹が慮ってくれる空気を感じて、光莉は小さくため息をついた。

「緊張しないわけがないわ。律樹さんはここに来てすぐに慣れた？」

「前にも言っただろ。すぐに慣れるしかなかった」

　困ったように律樹は微笑む。そういう些細な表情に思わず過去の彼を重ねそうになり、光莉は慌てて記憶にシャッターを下ろし、現実へと目を向けた。

「じゃあ、私もそうするしかないよね。習うより慣れろというし」

　何かを言いたげな律樹を尻目に、光莉はふわりと表情を作ってみせた。空元気ついでに来客用の笑顔の練習のつもりだった。

「こんな感じでいいかしら」

　律樹が一瞬固まってしまったのを見て、光莉はたちまち気恥ずかしくなってしまった。

「そ、そんなにひどい？」

「ああ、いや。もう少し自然でいい。へたに取り繕っても子どもにはすぐに見透かされるだろう。いい見本がいるよ。麻美さんは子どもにあまり好かれない」

　今、律樹がさらっとひどいことを言った気がしたけれど、なおさら麻美が光莉に突っかかってくる理由が分かった気がする。

　思わず「たしかに」と頷いてしまった。

「そんなに気負わなくていい」

「え？」

「君の側には俺がいる」

　澄んだ瞳を向けられ、光莉は息を呑んだ。

「……っ」

「君は君のままでいい。それが正解だ」

　律樹の言葉にときめいてしまい、光莉はとっさに彼から目を逸らした。

「う、うん……」

「困ったことがあれば、俺がフォローするから」

　頼もしい彼の言葉に、不覚にも胸の内側がきゅんと音を立てる。鼓動が騒がしい。息をするのが苦しいくらいだ。ざわざわと身体が熱くなっていくのを感じる。

（びっくりした……反則じゃないの）

　政略結婚を強いたのは目の前の彼なのに、平気で好きだとか愛しているとか嘘でいくらでも言える人なのに、そんな彼に簡単に絆されそうになる自分が嫌になる。

「行こう」と手を握られ、一瞬たじろぐものの、甘やかす目で見られては邪険にできない。政略結婚という形にがんじがらめになっていた光莉は、たまにこうして律樹に毒気を抜かれてしまう。

（こういうところ、調子が狂うのよね）

　照れが先だってしまい、握り返すこともできず、指先さえ動かすこともはばかられて、結局、律樹に連れていかれるまま、光莉は彼と共にゲストを出迎えにいくのだった。

　貴美子と麗華を迎え入れたあと、光莉は律樹と共に各々自己紹介した。

　彼女たち親子の艶やかに手入れされた髪、上品な所作や立ち居振る舞いからは、やんごとない家柄らしいオーラが漂い、息を呑むように圧倒された。話し方や声色にも気品があった。

　親子でお揃いにしたという清楚な白いワンピースもきっとハイブランドのものなのだろう。美しさや愛らしさをよりいっそう引き立て、ふたりにとても似合っている。

　緊張に身を包みながら彼女たちを迎えたあとは、庭園でアフタヌーンティーを愉しむことになった。

　律樹が言ってくれたとおり、自然体で接したことが功を奏したらしい。「まだ嫁いできたばかりで……」という言葉はしばらくの間は武器になるかもしれない。実際、そのとおりで、常盤家とゲストの繋がりなど詳しいことはわからない。光莉はとにかく粗相のないように気をつけるだけだ。

　甘いものに目がない麗華のおかげで好きなケーキの話で盛り上がったのが幸いだった。そうして菓子やケーキを紅茶と共に堪能したあと、先日コンクールで優勝をしたという麗華のピアノを披露してもらい、順調に和やかな時間が過ぎていくと思われたときだった。

「そうそう、光莉さんもピアノは小さな頃から習っていたのよね」

　何曲か披露してくれた麗華に拍手を送ったあと、いきなり麻美がそう言い出し、光莉はたじろいだ。

「まぁ。ぜひ聴かせていただきたいわ。ねえ、おねえさまお願い」

　ごきげんな麗華はすっかりその気になって光莉の手を握って引っ張った。

「まあまあ、麗華ったら。すっかり光莉さんを気に入ったのね」

　貴美子が愛娘のはしゃいだ様子に頬を緩め、親しみを込めて光莉を見る。

　これは大変困ったことになった。

　大事な来客にねだられてしまえば、無下にすることはできない。きらきらとした期待の目で見られ、即座に断るわけにはいかなくなってしまった。

　ピアノは弾いたことがない。ピアノのレッスンもするべきだっただろうか。水を差すかもしれないけれど、正直に伝えた方がいいだろうか。

　焦っている光莉をよそに、律樹がおもむろにピアノの後方の台に置いてあったヴァイオリンケースを開いた。

「せっかく麗華様が素晴らしいピアノを弾いてくださったのですから、光莉はヴァイオリンを弾いてみたらどうかな」

　律樹が目配せをする。光莉はハッとした。

　小学生の頃、光莉はヴァイオリン教室に通っていたことがある。少しの間だったけれど、律樹も一緒に習っていた。先生の都合で教室がなくなったあとも、光莉は気に入った曲が弾けるまで練習していたものだった。

「えっと、たしかに、ヴァイオリンの方がいいかもしれませんね」

　律樹がヴァイオリンを手渡してくれ、光莉はそっとそれを受けとった。しかし内心は心臓が激しく暴れていた。

　学生のとき以来ずっと触れていないのに、すんなりできるとは思えない。

　緊張に身を包みながら、光莉は馴染みのある曲をいくつか頭の中に思い浮かべる。やはりクラシック曲はマストだろう。

　ちゃんと音が出せるか不安で、手が震えてきてしまう。

「素敵なヴァイオリンね。もしかしてストラディバリウスの中でも最高峰のものではないかしら」

　貴美子が感心したように言うと、麗華も釘付けになる。律樹が片目を閉じるので、光莉はつられたように頷く。

　ストラディバリウスについては知識だけはある。ヴァイオリンの中の名器といわれるストラディバリウスのヴァイオリンは何億も値が付くことがある最高峰の楽器だ。富豪が老舗楽器商から仕入れる、或いは資産家や公益財団が保有するものをヴァイオリニストに貸し出すらしい。

　それほど貴重で高価なものを腕に抱いているという緊張感がさらに追加され、光莉は身震いをした。

　当然、習い事で使っていたヴァイオリンはそんな立派なものではない。玩具とまではいかないが、そこそこのものだ。

　光莉の頭の中に譜面が自然と浮かんだ。忘れてしまわないように、余計なことはそれ以上考えないようにする。大丈夫。あの曲だったら弾けるはず。落ち着いて、落ち着いて、と心の中で唱えた。

「すてき。私もヴァイオリン習いたいわ。ねえ、お母様」

　麗華はすっかり目を輝かせている。

「麗華、まずは光莉さんの演奏を聴かせてもらいましょう」

「はい。お母様」

　光莉は鎖骨から左肩へヴァイオリンを乗せ、そっとやさしく腕の中におさめると、構えの姿勢を整え、深呼吸した。

　かの有名なエドワード・エルガー作曲の『愛の挨拶』の譜面を頭の中に思い浮かべ、弓をゆっくり滑らせていく。

　ひと呼吸のあと、甘い音色が奏でられるイメージ――のはずだった。

　しかしギギィと猫が爪で掻いたような不快音が響き、その場にいた面々が一斉に顔をしかめる。

「あ、あれ。おかしいな」

　とっさに素で心の声が漏れた。はしたないとか構っていられる余裕はなかった。

　楽器に触れるのが久しぶりだとしても、こんなはずではなかった。緊張や混乱するほどますますパニックになってしまう。

　うしろの方で見物していた麻美がくすくすと笑っている。ここぞとばかりに身を乗り出してきた。

「もう、光莉さんったら。どうしてしまったの。本当にお上手ねえ。ひょっとして、これは何か特別な余興なのかしら」

　彼女の嫌味にはもう慣れてしまった。それよりも先ほどまで表情を輝かせていたご令嬢に失望した目を向けられるのは、なんだかとても心苦しかった。母親の貴美子さんも想定外だったらしく微妙な表情を浮かべている。これでは、律樹としても立つ瀬がないことだろう。

「余興、かもしれませんね」

　律樹がひと言添えてから、光莉の側に寄り添った。

「貸してごらん。震えているんだ。緊張してるだけだよ。僕がサポートしてあげるから」

　そう言い、律樹が光莉をうしろから抱きしめるような体勢で、左手でヴァイオリンを支え、右手を握って弓を動かしはじめた。

「力を抜いて」

　耳のうしろに低い声が響く。思わず弓を落としてしまいそうだった。そのまま律樹に操られるまま光莉は彼に身を委ねた。ゲストの手前ということもあるのかもしれないが、今の律樹は、昔の律樹みたいだ。物腰が穏やかな雰囲気はさながら王子様のようだった。

「……っ」

　想像していた以上の、美しい音色が奏でられる。

　耳が熱い。うしろに感じる律樹の存在感に意識がとられてしまいそうになる。一緒に動かした腕や手に痺れさえ感じてしまう。頭が真っ白に染まりかけそうになり、光莉は必死に集中しようとするので精一杯だった。

「素敵」

　令嬢からため息がこぼれる。彼女が見ているのはヴァイオリンかそれとも律樹か。その両方か。きっと光莉のことは見えていないかもしれない。そして光莉自身も、ヴァイオリンと一体になりながら、律樹のことを感じていた。

　初恋の記憶は封印するのだと、そう決めたはずなのに、何かの弾みにこぼれてきそうになる。彼にとっては、当主との交換条件で政略結婚を望んだだけ。そして、できたら旧友である光莉を助けたいと思ってくれた。ただそれだけのことなのに。勝手に、自分の都合のいい方に考えてしまいたくなる。

　不意に視線が絡んで、光莉の頬に火が灯った。すると伏し目がちだった彼の目が少し大きく開かれ、その弓を止めそうになる。彼の頬も心なしか朱に染まる。再会してから初めて見る表情だった。

　そんな顔を見たら、期待してしまいそうになる。彼の心が、少しでも光莉を見てくれているのではないか、と。そうでないなら、今こそが夢の続きなのかもしれないとさえ思った。

「まあ」

「見ているこちらが照れてしまいますわね」

　麗華と貴美子が親子揃って頬を染めていた。一方、麻美は険しい表情で口惜しそうにこちらを睨んでいた。

　そんな光景すらもすぐに吹き飛んでしまいそうなほど、光莉は全神経で律樹のことを感じていた。

　心だけはどうしても抗えない。その証拠といわんばかりに、早い鼓動は音色が止まったあともずっと奏でられたままだった。




「――おねえさま、また一緒に演奏しましょうね」

　律樹のフォローで感覚を取り戻した光莉は、麗華と一緒に簡単なデュオ曲を演奏した。

　麗華に握手を求められ、光莉は笑顔で応じる。

「はい。麗華様に負けないように、もっと練習しておきますね」

「ええ、約束よ」

　指を差しだされ、光莉はその華奢な指に自分の指をそっと絡めた。

「まあまあ、仲良くしてくださって、とても素敵な時間をありがとうございました」

　貴美子が朗らかに笑顔をたたえ、麗華の手を握った。

「こちらこそ、またいつでもお越しください」

　律樹が鷹揚に微笑み、光莉の肩を抱く。

　運転手が控えていて、麗華と貴美子が乗り込み、邸の外へと出て行くまで見送る。

　光莉は遠ざかっていく車を見ながら、ホッと胸を撫で下ろす。なんとか役目を終えられそうでよかった。そのまま脱力してしまいよろよろと座り込みたくなった。

　光莉は改めて律樹に向き直った。

「律樹さん、さっきは色々……助けてくれてありがとう」

　せめて素直にお礼は伝えたい。

「いや。別に俺はただ支えていただけだし。ヴァイオリン、あれからちゃんと弾けるようになっていたんだな」

　昔もあまり上手ではなかったことを、律樹は思い出したのだろうか。微かに笑みを浮かべている彼の様子を見て、光莉は決まり悪くなる。たしかに律樹の方が上手だったし、彼もまた常盤家に入って常識のように演奏できるようになったのかもしれない。ふたりの間には色々なところで差が開いていたということだ。

「お小遣いを貯めて、練習用のヴァイオリンを買ったのよね。でも、どこかに仕舞ったままだわ。一時期、あんなに夢中になっていたのにね。曲だってすぐに思い出せなかった」

「そう。君さえよければ、いつでもレッスンには付き合うよ」

　律樹の厚意を嬉しく思う一方、すんなり甘えてしまうのも違う気がして、

「麗華様との約束を破るわけにはいかないものね……そうしてもらってもいい？」

　言い訳がましかったかもしれないけれど、そんなふうに告げた。律樹の奏でるヴァイオリンを聴いてみたかったというのが一番の本音かもしれない。

「ああ」と、律樹が穏やかに頷く。その表情がとてもやさしくて嬉しそうに見えるのは気のせいだろうか。

　少し前よりも律樹との距離を近くに感じられるようになり、光莉は胸の奥が熱くなるのを止められなかった。

　彼のことを知りたい。過去と今は違う。開いている差が簡単に埋められるとは思わないし、立場も身分も違う。

　けれど、同じひとつ屋根の下にいる。今の律樹は光莉の夫だし、敵ではなく味方なのだ。それが、どれほど心強いことか。改めて光莉は彼を頼もしく思う。

　自分も変わっていかなければ、嘆いても仕方ない。前途多難には違いないけれど、一歩ずつ前進していけたらいい。

　このときの光莉は、まさに希望に満ちはじめている最中だった。

　しかし一方で冷たい視線が注がれていることに気付く。庭園から麻美が面白くなさそうにこちらを睨んでいた。

　光莉はあえて気付かないふりをして頭を下げた。麻美はふいっと顎を突き上げるように顔を逸らし、邸の中へと戻っていった。

　知らないふりをしたとはいえ、ちょっとだけ気がかりだった。

「よかったのかな」

「麻美さんのことはあまり気にしない方がいい」

　律樹がそう言うのなら、と光莉は無理矢理自分を納得させることにした。

　邸の中にふたりして戻ると、武家屋敷風の別邸の方に、見たことのない作務衣姿の男性の姿が見えた。ひとりは白髪頭の中年の男性、もうひとりは癖のかかった茶髪の年若い男性だ。どうやら奥にある庭木を手入れしているらしい。

　年若い男性がこちらの視線に気付き、振り向く。それから彼はふんわりと笑顔を咲かせ、頭を下げた。アイドルグループにいそうな童顔の、可愛い子犬系という感じだ。見た目の雰囲気からして、だいたい二十代前半くらいだろうか。なんとなく誰かに似ているように感じつつ、光莉は律樹に尋ねた。

「あの人たちは？　常盤家お抱えの……職人さん？」

　使用人のことは全員紹介されたが、庭師は含まれていなかった。

　律樹が振り向き、ああと頷く。少し複雑そうな表情を浮かべた彼に気付き、光莉は首を傾げた。

「一応、君には明かしておこうか。庭師の弟子……長なが澤さわ颯そう太た――彼は、俺の弟だ」

「え？　弟？」

　弟がいたという話は聞いたことがない。

「異母兄弟さ」

　光莉の脳内にはパーティー会場で聞いた『愛人の子』という言葉が再び浮かんでいた。

　律樹と彼とはなんとなく雰囲気が似ているところがある。同じく異母弟だという雄介からはあまり感じなかったのに。似ている兄弟とそうでない兄弟がいるようなものだろうか。

「以前に勤めていたメイドとの間にできた子らしい。彼は常盤家の人間と距離を置きたがっている。庭師として仕事をして、あまり俺たちには近づかないんだ」

　兄弟なのに仲良くできないなんて寂しいと光莉は思う。だが、彼らの関係性からすると、寂しささえ感じることのない距離感なのだろうか。律樹からは戸惑いの空気を感じる。引き取られてからずっとこの調子だったのだろうか。

（人懐っこそうな感じはするけど）

　あまり触れない方がいい気がして、光莉はそれ以上の追及をやめた。

　母親を亡くして引き取られた律樹にとって、父親が何人もの愛人に子どもを産ませていたことは複雑以外の何ものでもないに違いない。

　かたや常盤の名前を押し付けられるままに受け入れ、かたや名前を与えられることを自ら拒んだ。やんごとなき一族の一員になった律樹と、庭師として仕え続ける颯太とではあまりにも対照的といえる。

　しかし颯太が手を振り続けているのを無視するのはかわいそうに思えた。律樹はもう前を向いてしまい気付いていない様子だ。光莉はこっそり、颯太に手を振り返した。

　この長澤颯太の存在は、今後、光莉に大きな影響を与えることになっていく。それをこのときの光莉はまだ知らなかった。










◇５　想定外のプロポーズ、変化していく関係




　十月末、光莉が嫁いでから二週間が経過したある日、常盤家主催の秋のお茶会が行われた。

　この日、律樹はやむを得ない出張で不在。光莉はひとり、朝から麻美にいつものごとく罵声を浴びせられながら準備に奔走し、ようやくお開きを迎えたのだが――。

（やっちゃったなぁ……）

　新聞紙に包んだ茶碗と熱を失った茶器の前で、光莉は項垂れていた。

　お茶会は終わったというのに着物や足袋を脱ぐ気にもなれず、ひとり裏庭に面した縁側に座り、ため息をつく。修蔵がコレクションとして大事にしていた茶碗だということをあとから知り、光莉は大変なショックを受けていた。修蔵がこのことをどう思うか。罰を与えられるのは自分だけでいい。律樹に咎がいかなければいいと願うしかない。




　振り返ること数時間前――。

　お茶会の事前準備というのは何かと忙しかった。季節や開催月によって茶室に用意する花や和菓子、茶碗などすべてが変わる。四季折々を感じながらお茶を戴くという伝統文化があるためだ。名家・常盤家では季節の変わり目には必ずお茶会を主催し、古くより付き合いのある大事な客人を招くことになっている。

　秋のお茶会がもうすぐだという話を聞いて、茶道およびお茶会の知識を深めようと日々勉強していた光莉だったが、付け焼刃では対応できるものではない。何をやればいいかわからず右往左往しがちなところ、麻美があれこれと光莉に指示を出してくれていたのは助かった。だが、麻美は口を出すだけで一緒に動いてはくれない。耳慣れない言葉だけで指示されたことすべてをこなすのは難しかった。時間に追われる中で、お茶会の時間は刻々と迫り、着物を着た客が集まりはじめていた。

『光莉さん、例の茶器は用意してくれたかしら？』

『こちらのお茶碗で間違いないでしょうか？』

『あなた何を聞いていたの？　今日は山菊のお茶碗といったでしょう。それは山茶花よ。山菊と山茶花の違いもわからないの？　そっちよ、そっち』

　麻美が視線や顎で誘導する。さっき彼女にはたしかにこちらの茶碗だと言われたのに。腑に落ちないながらも、言い訳をすればまた何かを言われるだけなので、光莉は急いで別の茶器が入った木箱を手に持った。

『こちらで間違いないでしょうか？』

『ええ、そうよ。ほら……亭主が手ぶらでは困るでしょう。早く準備しないと。お客様をお待たせしているのよ』

　亭主というのは茶会における主催者のことで、この日は出張の律樹にかわって雄介が務めていた。だが、実際のところ、場を仕切っていたのは麻美だった。

　始まりの時間が近づくにつれて、だんだんと麻美の表情は険しくなっていく。光莉は焦っていたが、素人目から見てもわかる高級な茶器を手に取ると落とさないように大事に抱え、亭主である雄介の席へと運んだ。

　すると、雄介に手元にあった茶道具の一式を下げるように言われて運ぶことになる。客は茶室へと案内されはじめていた。

　茶器を手に廊下を戻っていると、正面から足早に麻美がやってくるのが見えた。到着した客を迎えに行くのだろうか。裏方仕事には一切手を動かないくせに、そういうところはちゃんとしている。感心してしまうくらいだ。

　麻美は光莉の姿を捉えると思いっきり顔をしかめる。

『茶碗ひとつ運ぶのにどれだけ時間がかかってるのよ！　この、のろま女！』

　麻美がすれ違いざまに暴言を吐いた。

　嫌味は慣れているからぐっとこらえてその場から移動しようとしたのだが、そのとき光莉は麻美がすっと前に出した足に躓き、あっという間もなく派手に転倒してしまった。慌てて茶器を抱こうとしたが、間に合わなかった。悲鳴と共に割れた音が響き渡っていた。

『お義父様の大切なものなのに。光莉さん、あなたはなんてことを！』

　麻美には散々貶され、参加した来客からは白い目を向けられた。針のむしろ状態の光莉は萎縮し、とうとう洗い場の方に追いやられてしまった。切ってしまった指先がじんじん痛む。

『麻美さんはやはり華がありますわね。貫禄が違いますわ』

『ごめんなさい。いつもは光莉さんもあんな調子ではないのですけれど……まだ嫁いで間もないものですから。少し大目に見ていただけないかしら』

『まあ、麻美さんったらお優しいこと。麻美さんがそうおっしゃるならもちろんですわ』

　艶やかな着物を召したご婦人方、お嬢様方のセリフを思い出し、日頃の付き合い方がどれほど大切なのかを光莉は理解した。こういった社交や行事をこなしてきた麻美には敬意を感じずにはいられない。

　それでも、わざと意地悪をして場をかき乱した上に、やたら優越感に浸っている麻美のことを振り返ると、だんだんと苛立ち、最後にはげんなりしてしまった。

　そもそも麻美が足を引っかけなければ転んだり茶碗を割ったりすることなんてなかった。つまり、彼女はわざと光莉に恥をかかせたのだ。でも、それを証明してくれる人は誰もいない。

　割れた茶碗の片付けを終えたあと、光莉は気合を入れ直した。できないこと以上にできることを増やしていけばいい。そう思ったのだ。麻美に指示を仰ごうとしたが、彼女は有頂天のあまりにお喋りに夢中になっていて、他に目が行き届いていない様子。仕方ないので、光莉は客人の見送りに備え、手伝いを必要としている人がいないか見渡した。

　そのとき、ひそひそと噂話が聞こえてきた。

「麻美さん、何よあれ。すっかり女主人のつもりでいるのかしら。品がなくて好きじゃないわ」

「雄介さんじゃどこか頼りないからかしらね。媚びを売るのに必死なのよ。やっぱり律樹さんじゃないと……」

　麻美に思うところがある人もいるらしい。しかし麻美は麻美でやるべきことをやっているのは事実。光莉はいやな気持ちになりそうだったので、それ以上は聞かなかったことにした。

　その傍ら、光莉は麻美の手の行き届かない部分をカバーすべく、足の悪い老婦人に手を貸し、着物を汚してしまった小さな令嬢の着替えを手伝い、なんとか裏方として支えようと必死に動いていたのだが、麻美には余計なことをするなと、怒られてしまった。

（結局、麻美さんは私が何をしても気に入らないのね）




　すべての片付けが終わり、お勝手口から縁側の方に回る。誰もいないのを確認したあと、光莉はそこに座り込み、ぼんやりと庭を見渡した。

　お茶会を催したのは枯山水が描かれた正面の庭。こちらはお客には見せない裏庭。

（私はこっちの方が落ち着くわ……）

　光莉はため息をつく。

　麻美が本格的に光莉に意地悪をしはじめたのは、この間、佐川貴美子と娘の麗華を招いた日以来だと思う。麻美は光莉が彼女らに気に入られたことがよっぽど気に入らなかったらしい。それ以来、ふたりにはお茶に招かれていて交流が続いているのだが、そのたびに麻美にはいつものように嫌味を吐かれている。

　こんなことなら、あのとき、麻美の思惑のまま、失敗していた方がよかったのだろうか。でも、そんなのは理不尽だ。屈したくない。光莉もだんだんと意地になっていたところがあるかもしれない。自分から折れた方が楽なこともあるというのに。

　けれど、失敗してもうまくいっても、どちらにしても、光莉が何をしても麻美は気に入らないのだから、結局はもうどうしようもない。

　金沢にいたときなら、早苗をはじめ工場のおばちゃん方に話を聞いてもらってすっきりしていたのに。今は誰とも話をすることができない。籠の中の鳥には自由がない。せいぜいバサバサと身じろぎするだけで、勝手に空へ飛ぶことは許されないのだ。

　にゃーという声が聞こえ、光莉は鳴き声の方を見る。縁側の下に二匹の猫が寄り添う姿が見えた。どこからか紛れ込んだのだろうか。かわいい、と目を細めるけれど、近づきたいのをぐっとがまんする。光莉は猫アレルギーなのだ。

　君たちもここにはいない方がいいよ、と心の中で囁く。聞こえたのか否か、猫はふらりといなくなってしまった。私も自由にどこかへ行けたらいいのに、ともう何度思ったかわからない。

「――はあ、疲れた。どうしたらいいっていうの」

　本音をこぼして空を仰いだときだった。

「そこのおねえさん」

　横からぬっと顔を覗き込まれ、光莉は飛び上がるほど驚いてきゃああっと声を上げてしまった。

「ごめん。おどかすつもりはなかったんだけど」

　ばつが悪そうに長い指先で頬をかいているのは、作務衣を着た庭師の弟子……長澤颯太だった。彼の背後にしょぼんとした子犬の尻尾が見えた気がした。

「こ、こちらこそ、ごめんなさい。もしかして、私、お仕事の邪魔をしてましたか？」

　ばくばく跳ねあがっている心拍数を感じつつ、光莉は彼に尋ねた。

「あ、そうじゃないよ。こっちも休憩でさ。あなたがものすごい寛いでいたのはわかった」

「こういうところが甘いのね、私」

　着物の裾から足を伸ばしていただらしない自分の居住まいを慌てて直し、光莉はますますきまりわるくなる。

「さっきの、俺、見てたよ」

「え？」

「おねえさんが、麻美さんに意地悪されてたところ」

　颯太は言って、光莉が座っている縁側の目の前にある岩に腰を下ろした。

「えっと、何かの勘違いでは」

「ごまかさなくたっていいよ。俺、ここにいる間に、一族の人のそういう部分見てきてるから」

　あっけらかんとしている颯太に、光莉はどう応えていいか戸惑った。もう彼にとっては慣れっこということだろうか。

「いい玩具になっちゃったんだね」

　憐れむように言われてしまい、光莉は肩を竦めた。

「そうだね」

　ため息ばかりこぼれてしまう。

「けど、負けてなかったじゃない。光莉さん、ナイスファイトだよ」

「そ、そうかな？　あ、私の名前……」

「麻美さんが連呼するから覚えちゃったよ。ちなみに俺の名前は……まあ、聞いているだろうけど」

「う、うん。颯太くん、だよね」

　光莉は前に律樹から教えてもらった名前をそのまま口にする。

「正解」

　颯太が笑顔を向けるたびに、光莉はそわそわと落ち着かない気持ちになった。

「意外だな。あの人が選んだ相手があなたのような人なんて」

　颯太の言うあの人というのは聞くまでもなく律樹のことだ。

　律樹と颯太が異母兄弟であることは律樹の口から聞かされた。それを話題に出してもいいものだろうか。光莉の視線を感じとったのか、颯太が自虐気味に笑う。

「あの人に色々聞いてるんでしょ。遠慮しないでいいよ。俺、気にしてないから。この家の中に正当な血統書つきの犬なんて、ご当主様以外に存在しないしね。かえって一族に入って苦労する方が面倒だ。今の光莉さんみたいに」

「たしかに、これはこれでね」

「光莉さんも庭師になってみる？」

　まるで散歩にでも行く？と軽く誘うみたいに彼が言うので、光莉は苦笑する。

「なれるなら、なってみたいものね。でも、そう簡単な仕事じゃないでしょ。技術もセンスも体力もいる」

「まあ、そうだね。俺もまだまだ修行が必要だ。けど、いつかは親方みたいになりたいと思ってるよ」

　颯太は言ってから照れくさくなったのか、鼻の下を軽く指でこすった。そんな彼を見たら、光莉は自然と微笑んでいた。

「そっか。夢や目標は、生きる糧だものね」

「そ。だから、光莉さんも負けないで頑張ってよ。愚痴ならいつでも聞くからさ」

　光莉は目を丸くする。彼はわざわざそれを言いに声をかけてくれたのだろうか。颯太の気持ちが嬉しくて、光莉は頬を緩ませた。

「ありがとう」

　それじゃあと手を振る姿はやはり人懐っこい子犬のよう。なんとなく憎めないし和やかな気分になる。この邸の中で、たったひとつの癒しを見つけた気がした。




＊　＊　＊




　翌日――。

「あら、光莉さん、随分と遅い起床なのねぇ」

　麻美の嫌味からはじまった日曜日の朝、光莉は彼女を無視してさっと身支度を整え、広い食堂でひとり黙々と食事を済ませた。とにかく彼女の目につくところにいなければいいのだ。

　しばらくすると、律樹が光莉の部屋を尋ねてきた。遅い時間に帰ってきたので、朝はゆっくり過ごすという話を彼から聞いていたのだが、何かあったのだろうか。

「これから少し、気晴らしに外に出ないか？」

「え、いいの？」

　光莉はたちまち目を輝かせた。

　光莉は基本的にひとりでの外出を許可されていない。大事なお使いや訪問などを許されるのは、女主人としての自覚や気質が認められてから、という習わしらしい。

「でも、律樹さん、昨日はだいぶ帰りが遅かったし、疲れているんじゃない？」

「せっかく仕事が休みのときくらい、光莉とゆっくり過ごしたいから」

　律樹が穏やかに微笑む。彼の気持ちを嬉しく思っていると、

「君のこと独り占めする時間が欲しい」

　飢えた獣が獲物を見るような、或いは番への求愛をするような、熱のこもった眼差しに射貫かれ、鼓動が脈を打つ。

「……っ！」

　律樹はたまにこうしてさらっと甘いことを言う。そのたびに光莉は動揺させられてしまう。どの口が平然とそんなことを言うのか、小一時間ばかり問い質したくなる。

（こういうところは、昔と変わらないのね）

　きっと独り占めするという言葉に深い意味なんてない。ただ言葉のチョイスが誤解を与える並びであるだけだと思う。

（うん、そうよね……そうじゃなきゃ、二重人格説が浮上するレベル）

　律樹は天然の人たらしなのだ。だから今の光莉みたいに彼から好意を向けられたと勘違いする女の子がたくさんいたし、光莉もよくやっかみにあったものだった。

　きっと一緒に過ごすうちに、政略結婚という冷たい言葉のフィルターが和らいで、律樹の心のバリアもほぐれはじめたのかもしれない。光莉も律樹に対して最初に抱いた警戒心は薄れ、彼に信頼を寄せはじめている。このお互いの距離感の変化は嬉しい誤算でもあった。

　光莉はまた過去のことを思い返した。

　小学生の頃、律樹は他の子に比べてひょろっとしていて手足が長く、髪の色は天然の茶色、瞳も色素の薄い色をしていたせいか、閉じられた学校の中で、異質なものを排除しようとする悪い慣習……いじめの対象になりがちだった。

　ある日も――。

『あんたたち、またりっちゃんをいじめてたの？　今日こそ絶対許さないんだから』

『わぁぁ、狂暴女がきたぞー！　みんな逃げろ！』

『誰が狂暴女よ！』

　黒や青のランドセルを背負った男子が散り散りに逃げていく。ガキ大将とそのまわりにいた敵兵を追い払ってから、光莉は水たまりに転がっていた茶色のランドセルを持ち上げる。それから、光莉は転んで泥だらけになってしまった少年に手を差し伸べた。

『大丈夫？　水道で流しましょう。私、ハンカチ持ってるから！　まったく、あいつら、本当にひどいんだから』

『……ひかりちゃん、いいのに、僕のことなんて放っておいて』

『私がいやなの。りっちゃんが、意地悪される理由なんてどこにもないじゃない。髪の色だって、瞳が薄いのだって個性じゃない』

　外人だ、異人だ、宇宙人だ、と男子が罵っているのを光莉は耳にした。明らかに差別で虐めだ。先生には相談したけれど、大人が必ずしも味方をしてくれるとは限らない。

『それだけじゃないよ。僕はあんまり活発じゃないし、人と接するのが得意じゃないし、読書している方が好きだから。それが気に入らないのかも』

『いいじゃない。趣味は人それぞれだし、私、りっちゃんの話を聞くの大好きよ。今日も、何か読んで聞かせてくれない？』

『……うん。君がいいなら』

『今日はなんていう本を読んでいるの？』

『最後の約束……っていう本』

　それは、幼なじみの男の子が実はあやかし……妖怪で、人ではなかったという話。長く生きているけれど、人に忘れられていくたびに寿命は縮まり、とうとう見えなくなってしまう。最後に会えたのが君でよかった、と告げて消えていく本だった。

　光莉は泥だらけのハンカチを握りしめ、ぼろぼろとこぼれた涙を拭いた。その傍らで、律樹の方が焦っていた。きっと泥がついて黒い涙を流している光莉に、律樹は困惑していたことだろう。

『そんなに泣くなんて思わなかったよ』

『だって……同じ人間だったらよかったのに。いなくなるなんて、二度と会えなくなるなんて、悲しいよ』

　光莉は律樹がもしもいなくなったら、と想像したら悲しくなってしまったのだ。多感な年ごろの想像力は心を揺り動かした。

『僕はありだと思うな。人間じゃなくても、二度と会えなくても、素敵な絆だと思ったから。たとえ見えなくなっても消えたとしても、いなくなるわけじゃないんだよ。ずっと心の中で魂は生き続けるんだよ。ずっと大事なまま、ふたりの宝物なんだよ』

　澄んだ瞳が揺れていた。彼の思慮深くやさしい心が好ましかった。彼が読書を好きな理由もわかった気がした。なおさら、彼がいじめられることを許せなかったし、彼を守りたいと思った。本の中の主人公のように、光莉にとって大事な人は、すぐ目の前にいる律樹なのだ。

『りっちゃん――私が、これからもずっと、りっちゃんを守ってあげるから』

　光莉は口癖のように告げた。

『それ、前にも聞いたし、そろそろ聞き飽きたよ』

　困ったように微笑んだ彼の顔は、今でも覚えている。ふたりの傍にあった金木犀からオレンジ色の花弁がひらひらと舞う。その花弁が光莉の泥だらけになった黒い涙に貼りついたのを見て、律樹が初めてお腹を抱えて大笑いした。その日のことを光莉は今でも忘れられない。

　そんなふうに控えめな律樹だったが、中学に入ると身長がぐんぐん伸びて、彼の美しい容姿はさらに磨きがかかり、今度は王子様に夢見る女子の憧れの対象になった。一方、男子にとっては羨ましい反面、憎らしい対象にもなる。いわゆる両面価値、アンビバレンス――愛と憎しみなどの相反する感情を同時に又は交替して抱かれる対象――になった。

　それでも当の本人は何ら変わらず、光莉の側でぬくぬくと陽だまりのようなマイペースさを保っていた。誰かを攻撃することも、反撃することもなかった。やがて相手は戦意喪失していく。それが彼のやり方だったのかもしれない。女子にあまり興味を持たないが、告白されても相手を無下にしたり傷つけるような言葉で振ったりはしなかった。

（きっと彼はたくさん傷ついたから……汚れた部分を見ないようにしていた。近寄らないようにしていた）

　小学生の頃は、光莉はいじめられていた律樹を守りたい一心だった。ある種の保護欲や正義感からくるものもあったのかもしれない。彼の傘になり、盾になり、陽だまりになりたかった。特別な存在でいたかった。

　けれど、やがてふたりの関係は逆転する。

　中学生になり、背も伸びて逞しくなった彼が、今度は光莉を守ってくれる人になっていた。友だちと喧嘩したとき、部活でうまくいかなかったとき、ナンパに絡まれたとき、電車で潰されそうになったとき……彼は光莉を励まし、側で支え、いつも守ってくれていた。

　そして、中学一年の冬休み、愛犬が死んでしまって悲しかったとき。

『りっちゃんは、ずっとそばにいてね。いなくならないでね』

『いるよ。ずっと君の側にいる。約束の代わりに、これをあげる』

　律樹はそう言い、光莉にお守りを差し出した。それを見て、光莉は慌ててポケットを探った。光莉も律樹に渡そうと思って持ってきていたのだ。一緒に読んだ本のことを思い浮かべ、同じように友情の証にしたかった。

『御守』

　律樹がくれたのはちゃんとした御守だったけれど、光莉が律樹に渡したのは、『比翼連理』と書かれたお守りだった。そのときは本当の意味は知らなかった。寄り添う二羽の美しい鳥の絵柄の刺繍に惹かれ、寒さで指がかじかむ中、光莉はそのお守りを選んだのだった。

『あのさ、ひかりちゃん、これの意味わかってる？』

　困惑したように律樹が尋ねてきた。目元にかかる色素の薄い髪から戸惑う瞳が見えた。光莉はきょとんとして問い返した。

『ずっと一緒にいられますようにっていう、友情の御守でしょう？』

『まぁ、当たってるけど』

　なぜか律樹の頬が赤くて、いつものように博識な彼にその理由を尋ねたけれど、いつまでたっても教えてもらえなかった。

　傘となり、盾となり、そして陽だまりでいてくれた。彼の側にいることが心地よかった。

　――そんな律樹のことが好きで、大好きで、いつの間にか光莉は彼に恋をしていたことに気付いた。人生で初めての恋、すなわち初恋だった。

（伝えられないままだったし、あれからすぐ離れ離れになってしまったけど……）

　あの御守はどこに仕舞っていただろうか。実家の納戸の奥かもしれない。律樹は覚えているだろうか。まだ持ってくれているだろうか。それとも、捨てられてしまっただろうか。

　無論、今なら意味がわかる。縁結びの御守だっていうこと。比翼連理とはつまり番のことを意味するのだと。

（まさか、こういう形で、本当に夫婦になるなんて……）

　線引きをすると決めたはずなのに、未練たらしく思い出してしまうことをどうしてもやめられない。あの頃の記憶は、今の光莉にとっての支えなのだ。だから、迷惑かもしれないけれど、心の中で密かに温めていることくらいは許してほしい。

「光莉？」

　律樹が訝しげに尋ねてくる。光莉はハッとして返事をした。

「ぼーっとしちゃってごめんなさい。わかった。着替えるから少しだけ待ってくれる？」

「了解。リビングの方にいるよ」

　律樹が微笑む。その表情がとても嬉しそうに見えるのは、光莉の願望がそうさせているのかもしれない。

　着替えを終えたあと、光莉はトレンチコートを片手に、律樹を探した。リビングの方にいると言っていたが、どこにも姿が見当たらなかったのだ。

「若奥様」

　メイド長の白井に声をかけられ、光莉はやや遅れてうしろを振り向いた。

「律樹様なら、外でお待ちになっておられますよ」

　どうやら若奥様というのは光莉のことだったようだ。

「あ、ありがとうございます」

「光莉様、その場合は、わかったわ、で構いません。或いは、ありがとうのひと言だけで結構ですよ」

「は、はい。いえ、ええ。ありがとう」

「結構です。それから、先日お茶会にお越しになった中なか村むら様から、若奥様にお電話がありましたよ」

「中村様……あ、あの老夫婦かしら」

　光莉は足の悪い老夫婦を思い浮かべる。

「一言、御礼を、と。あのときは助かったそうです」

「そうですか。わざわざ……」

　自分の行動が無駄ではなく、彼らの助けになったのならよかった、と光莉はあたたかな気持ちになった。嬉しくて頬を緩めると、白井がつられたようにふっと微笑みを浮かべたのを見て、光莉は目を丸くした。初めて、白井の笑顔を見た気がする。

「それでは私はこれにて失礼いたします」

　白井は一礼し、光莉が立ち去るのを待ってから引き返して行った。

　主と使用人の線引きをすることは必要、という教育だったようだが、何となく若奥様と呼ばれたことが腑に落ちないままに外に出ると、白いスポーツカーに寄りかかるようにして待っている律樹の姿があった。

　光莉が身支度を整えている間に、律樹はガレージから門の外に車を移動したらしい。

「お待たせしました。ごめんなさい。タイミング悪く、律樹さんのこと探してしまって……遅くなりました」

「ああ、こっちこそごめん。白井に伝えればいいかなと思って。すぐ出発できるから」

「そっか」

「どうした？　なんかあったのか？」

　律樹に顔を覗き込まれ、光莉はきょとんとしたあと、頭を振った。

「え？　ううん。何かさっき、若奥様って呼ばれて。そんなふうに一度も呼ばれたことなかったから……」

　ひょっとして、さっき褒められたことで、嬉しい気持ちが表情に出ていただろうか。光莉は思わず自分の緩んでいた頬に手をやった。

「へえ」

　律樹が驚いたような顔をしたので、光莉はますます首を傾げた。

「白井がそう呼ぶっていうことは、光莉のことを身内だと認めたのかもな」

「え、そういう意味だったの？」

　光莉は思わず目をぱちくりとさせた。

「さあ。気に入ってくれたとか。多分」

「ええ？　どっち？」

「少なくとも、麻美さんのことは未だに呼ばないよ、あの人」

「そ、そうなんだ」

　律樹は興味のない相手にはドライな部分がある。ずばっと言われると、光莉としても反応に困る。このあたりは昔と違う部分かもしれない。

「光莉の頑張りを見ていてくれているんじゃないか？」

　ふわり、と一瞬だけ律樹がやさしく微笑んだ。その表情からは、心から告げてくれていることが伝わってくる。少なくとも、律樹にとって光莉は興味のある相手だと思っていいだろうか。

　思いがけない言葉をもらって、光莉の胸のうちに蝕んでいた疎外感や孤独感といった棘がすっとやさしく抜けた気がした。

　他の誰でもない彼にそう言われることが、ひとりで戦っているんじゃないと励まされるようで心強くなる。必死に積み上げつつあった強がりの防御壁が一瞬で瓦解してしまいそうになった。

　こんなにも自分は脆かっただろうか。泣きそうになるのを我慢しながら、光莉はなんとか内側から言葉を生み出そうと試みる。

「実を言うと、ちょっと……ちょっとだけ、へこんでたの。だから、そう言ってもらえると……何だか、すごく嬉しい」

　大丈夫だと言い聞かせて、必死に立とうとしていた。そんな自分に気付いてしまわないように、自分のことを見て見ないふりをした。ただ闇雲に数をこなしたって仕方ないのに。

　ふっと目尻に律樹の親指が触れて、光莉は驚いて彼を見た。彼の色素の薄い瞳がはっきりと間近に見え、ともすれば唇が触れてしまうのではないかと思うくらいの至近距離に、息が止まりそうになる。混乱のあまりに頭が真っ白に染まりかけた。

「……泣いているんじゃないかと思ったんだ」

　心配そうに律樹が見つめてくる。

「こ、これは、さっき欠伸したからよ」

　苦しい言い訳だっただろうか。心臓の音がいちだんと大きくなり、光莉はひとり焦っていた。

「一応言っておく。俺も君には感謝しているんだ。これでもね」

　律樹にくしゃりとさりげなく髪を撫でられ、光莉は心臓を握られたのではないかという錯覚に陥った。今度こそ、本当に泣いてしまいそうで、光莉はとっさに険しい表情を作って見せた。

「や、やだな。みんな私のこと急に甘やかして、何か裏があるんじゃないかって思っちゃうんですけど」

「こういうときは、素直に受け止めろよ。そんなに穿った見方をする必要はないよ」

　と、律樹は小さく笑った。

　ひとまず出ようか、と律樹が助手席のドアを開けてくれた。今の今で律樹の顔をうまく見られないまま、おずおずと身を滑り込ませる。

　運転席に律樹が乗り込む姿を横目に、光莉は緊張して固まっていた。

　白いスポーツカーに乗り込む御曹司は、昔の童話でいう白馬の王子様といってもいいだろう。見た目が王子様の彼がそれをこなすと、自分は映画の中にいるのではないかという錯覚すら覚える。それほど絵になっていた。

「律樹さん、自分で運転もするのね」

「まあ、免許は身分証代わりに必要だったからな。光莉は？」

「私も免許は持ってるよ。取引先を回ったりとか、社用車で運転してたし」

「そっか」

　光莉は失敗したな、と思った。山谷食品のことは話題に出すべきじゃなかった。せっかく気分転換に誘ってくれたのに、現実に引き戻してしまった。

「じゃあ、出発しようか。ああ、その前に……」

　律樹がこちらを向いて、真剣な表情で光莉に近づく。吐息がかかるくらいの距離を詰められ、光莉はパニックになる。

「え、あ、あのっ」

　固まっていると、かちりと音がして、律樹は離れていった。どうやらわざわざシートベルトを締めてくれたらしい。

　たしかに意識からは逸れていたけど、言ってくれたら自分でできるのに。

（キス、されるのかと思った。そんなわけないのに）

　頬が熱くて、心臓が騒がしい。さっきの一件でなんだか距離感がバグっている気がする。エンジン音で今すぐこの激しい鼓動をかき消して、急激に上がった体温と心拍数が早く落ち着くようにと祈っていた。

　車は高速道路に入り、東京から山やま梨なし方面へ――。

　海沿いの道路を混雑もなくすいすいと行く。やがて緩やかなカーブを辿って山道へと進み、海と山とそして空が限りなく近くに感じられるようになっていく。

　しばらくすると、紅葉している山々が視界一面に飛び込んできて、光莉は思わず窓に手をついて外を見た。

「到着したら、ロープウェイで上を目指してみないか？　美味しい甘味処もあるらしいんだ」

「いいね。楽しそう！」

　光莉は即座に頷いた。

　大邸宅でありながら閉塞的な空間である常盤家に入ってから、こんなふうに自然を感じたことはなかった。

　ロープウェイで変わりゆく景色を眺めて感動したあと、山の神社や散歩道をのんびり歩きその帰りに約束どおりに甘味処に入り、白玉とクリームがたっぷり載ったあんみつと、みたらし団子を頼んでふたりでベンチに並んで食べた。何だか学生時代に戻った気分だった。光莉が頬を綻ばせて美味しいと声を出すと、律樹も楽しそうに笑ってくれた。

　開放的な気分を味わったあと、光莉は陽が傾いていくのを眺めながら名残惜しい気持ちになっていくことに気付く。常盤家に戻るのが辛いというのではなく、律樹と過ごす時間がそれほど楽しかったからだった。

「お礼を言わなくちゃいけないのは、私の方だったよね。きっと律樹さんだって色々忙しいのに……ありがとう」

「光莉」

「うん？」

「いや、なんでもない」

　律樹はときどき何かを言いかけては途中でやめてしまうことがある。彼の立場上、線引きをしなくてはならない部分なのかもしれない。そんなふうに推しはかることしか光莉にはできない。今の律樹のすべてを光莉が理解することはできないのだ。

　けれどせめて、一部だけでも繋がっていたい。たとえそれが紙切れ一枚で繋がっている細くて脆い絆だとしても――。




「帰り、眠かったら遠慮しなくていいから」

　律樹がそう言ってくれたけれど、光莉はとても眠れそうになんてなかった。

「むしろ、私が運転しようか？」

　律樹にばかり運転してもらって悪い気がしたのだが、予想以上に彼は驚いていた。

「まさか。この車スタイリッシュに見えて結構な馬力があるし、下手したら崖からダイブだぞ」

　光莉はさっと青ざめる。

　無理心中という大きな見出し付きで翌朝トップニュースになるまで想像してしまった。

「や、やめておくね。じゃあ、せめて助手席でサポートするよ。あ、さっそくだけど、ハッカキャンディ食べる？」

「いや、いい」

「そ、そう？」

　手持無沙汰になってしまった光莉をよそに、律樹は相変らずのんびりとした空気を醸し出している。

「君と一緒に食べたあんみつの味が消えるのがもったいない気がしたんだ」

「…………」

　ああ、またそういうことを彼はさらっと言う。恥ずかしげもなく素直に。今日は本当におかしい。律樹の心境にどんな変化が起きているのだろうか。

「……あの、ひとつだけ言ってもいい？」

　どうしようもなく苦情を出したい気持ちになった。けれど、指摘する方が恥ずかしいような気もする。

「何？」

「やっぱりいい。ちょっとだけ眠くなってきたかもしれない」

　なんとかごまかしたつもりだけれど、律樹相手ならごまかすこともなかったみたいだ。

「無理しないでいい。俺なら大丈夫だ」

　本当に気遣ってもらってしまい、いたたまれない光莉だった。

　それから、光莉はいつの間にか本当にうとうとと睡魔に誘われてしまっていた。

　どのくらい時間が経過したのか。気だるさに身を委ねていたところ、風の音と湿度を孕んだ空気を感じて、光莉は目を覚ました。故郷や自然の中とは違う、都会の夜気を感じる匂い。

　車の窓が少し開かれていて、光莉は隣にいるはずの律樹の方を振り向くが、彼の姿は運転席にはなかった。

　どうやら外に出ているらしい。休憩で立ち寄ったのかもしれない。

（ここは……お台場あたりかな）

　光莉は助手席のシートベルトを外そうとして、既に外れていたことに気付く。足元にはブランケットが落ちていた。

　助手席でサポートするどころか、律樹に色々お世話をしてもらっていたらしい。

　律樹のやさしさを感じるたびに、ささくれそうになる部分がやさしく包まれて、そこからまた生まれ変われるような気持ちになるから不思議だ。彼の前世は、魔法使いの類なのではないだろうかとすら思ってしまう。

　光莉は助手席のドアを開け、律樹の元へと近づく。

　気配を感じとったらしい律樹が振り向く。

「悪い。起こしてしまったか」

「ううん。ありがとう。気を遣ってくれたんでしょ」

「途中で起こされると、すっきりしないだろう？」

　そういう律樹の隣に、光莉はそっと寄り添った。そして、都会の匂いを改めて感じながら、夜景を眺める。

「さっきまで自然に囲まれていたのに、こうやって夜景とかネオンの光とか浴びると、ああ、都会に戻ってきたんだって感じするね」

　光莉はしみじみと感じながら思ったことをそのまま口にした。

「残念そうだな」

「今まではそうじゃなかったから。金沢では、いつまでも緩やかに流れている場所にいたから」

　ふたりの間に沈黙が流れる。けれど、いやな空白ではなかった。

「あんみつ、美味しかったね」

　あんみつの味を覚えていたいと言っていた律樹の気持ちが、今になってよくわかる気がした。

「少しは気分転換になったか？」

「めちゃくちゃなった」

　光莉は笑顔で応えた。無理に作ることなく、自然と頬が綻んでいく。いい感じに肩の力が抜けた気がする。律樹も満足したように微笑んだ。

「そうだ」と律樹が車の方に戻っていく。光莉は首を傾げつつ、彼の後に続いた。

　律樹はトランクを開き、中から紙袋を取り出す。紙袋には懐紙に包まれた何かが入っていた。彼が丁寧にそれを解くと、一足の黒いパンプスが顔を覗かせた。パッと見、見たことのあるデザインだった。

「これ、君に渡しそびれていた」

「あ、もしかして、パーティーのときに失くした片方……」

　見覚えのある感じがしたのは気のせいじゃなかった。長く履いた自分の靴はそう忘れるものではないらしい。

「君が慌てて出て行くのが見えた。そのときに偶然拾ったんだ」

「そう、だったんだ。そっか。律樹さんが拾ってくれてたのね」

　それも何かの運命だったのではないかと、思わざるを得ない。

「本当は金沢に行ったときに渡すつもりだったんだが……」

　律樹は言葉を濁す。その先のことは今は思い出す部分じゃないだろう。

「ありがとう。割と気に入ってたんだ。っていっても、持ってきてないんだけどね」

「いつか、里帰りしたときに揃えるといい」

　何の気なしに言ってくれた律樹の言葉に、少しだけ泣きたくなった。

「うん」

　光莉は両手を伸ばして靴を抱きしめた。

　いつか、それはいつになるのかわからない。そのことはお互いに口にしなかった。

「だから……それまでは、これを君に」

　律樹がそう言い、トランクの中にあったもうひとつの箱を差し出した。彼がそれを開いて見せてくれる。

　現れた白い靴に、光莉は戸惑う。こちらは明らかに新品だ。街灯に照らされると、まるでガラスの靴のよう。マットな布地に光沢のあるサテン素材が編み込まれているらしい。細身のバックストラップの飾りが清楚な色気を出してくれそうな、素敵な靴だ。

「光莉に似合いそうだと思ったら、いつの間にか手に取っていた。ちょっとした訪問のときとか、パーティーのときとか、使えるだろうし……」

　暗くてわかりにくいけれど、おそらく律樹の顔はほんのり赤い。彼が照れているのが伝わってきて光莉の鼓動が騒がしくなる。

　何気なく思い出してくれたこと、似合うと感じてくれたこと、そして……贈り物に選んでくれたこと。そのひとつひとつの彼の想いが嬉しくて、胸がじわりと熱くなった。

　ここまできたら遠慮する方がずっと無粋というものだろう。

「履いてみてもいい？」

「ああ。拾ったパンプスのサイズと一緒のものを選んでみたんだが……」

　律樹が差し出してくれた手に片手で掴まって、それぞれ足を滑らせてみる。それから彼が腰を落として膝をつくと、かかとを支えてくれた。靴は、ぴったりだった。

「よく似合ってる。想像したとおりだ」

　律樹が声を弾ませる。そんな彼を見ていたら、封印しようと思っていた愛おしさが溢れてきてしまいそうになる。

　光莉はふっと息を吐いて、自分自身に八つ当たりするように呟いた。

「参っちゃうな」

　本当に参る。きっと律樹のことだから、光莉が落ち込んでいることも、困っていることもすべてわかった上で、こんなふうにしてくれたのだろう。

　こんなことをされたら、律樹が光莉のことを義務感以上の気持ちで大事にしてくれているのだと、自惚れたくなってしまう。政略結婚なんて幻で、ふたりは本当に恋愛をして結婚したのだと思いたくなる。

「律樹さん、ありがとう。大事にさせてもらうね」

　律樹が嬉しそうに微笑む。その笑顔に、光莉も胸がいっぱいになった。

　ふと、律樹の視線が別のところへと吸い寄せられる。光莉もその方向を見た。

　ブライダル会社の広告の看板があった。

　ウエディングドレスとタキシードを着た外国人のカップルが描かれている。ふたりは笑顔で寄り添い、見つめ合っていた。

　そういえば、来週には十一月に入る。いい夫婦の日にちなんで結婚式を挙げるカップルが大勢いることだろう。

（結婚式か……）

　ウエディングドレスを着る機会はきっと今のままでは訪れないかもしれない。着てみたいと憧れたことはあったし、いつかはそういう日が来るかもしれないと考えたことだってある。

　けれど、未来設計をする前に、その理想は遠ざかり、叶わないものになった。

「ふたりだけの結婚式をしないか？」

「え？　でも……」

　律樹の突然の提案に、光莉は戸惑いながら彼の真意を探る。

　山谷食品を助けたければ律樹と結婚すること――それは律樹が持ちかけてきた政略結婚だった。

　常盤家当主の修蔵にしてみれば、律樹が跡取りになることが最大の望みであり、そのための条件として光莉との結婚を認めたに過ぎない。一方で律樹は、光莉のために山谷食品を守ることを条件のひとつに組み込んだ。

　なぜ律樹は光莉との結婚を条件に含めたのだろうと疑問に思う。律樹に好きだと言われたことはないし、自分から伝えたこともない。

　形だけの夫婦だから結婚式も披露宴もさせる必要はない、と当主は考えている。光莉を端から嫁として認める気はないのだ。あまつさえ、家族としての交流を深める気もさらさらないのだろう。初日の挨拶以来、修蔵の姿を見かけることはあってもまったく顔を合わせていない。

　義務さえ果たせば当主としては何も文句はないのだろう。麻美のように嫌がらせをするわけではない点では助かるが、いないものとして扱われるのはどうしても寂しい気持ちになってしまう。

　何人もの愛人を作って子を孕ませ、その子の中から後継者を選定するくらいなのだから、元々家族への感情が希薄な人なのかもしれない。

　何となく気にしていた光莉のことを、律樹は見透かしていたのだろうか。

「結婚式は自分たちの好きにしたらいいと言っていた。ただ大仰にしなければいいだけの話だろう。家のことは気にしなくていい」

「麻美さんがまた何か言ってくるかもしれないよ？」

　何かと光莉のことが気に入らない麻美のことだ。彼女が何かを言ってくることは容易に想像がつく。

「言い訳をする必要なんてないことだろ。あの家に写真立てのひとつもない方がずっと不自然だ」

　律樹がいつになく語気を強めたことに、光莉は少し驚いていた。

　それに、と律樹は言った。

「君だってひとりでいるお父さんのことも気がかりだろう。せめて、ドレス姿の写真を送ってあげたらいいんじゃないか？　挙式に向けて、試着してみたっていうことにでもすれば、問題ないだろう」

「律樹さん……」

　再会した直後は、律樹のことがわからないと思った。でも、わからないままでいたくないから彼を理解したいと申し出た。けれど、実際に歩み寄ってくれていたのは、律樹の方だった。

　光莉のことを慮ってくれる律樹の気持ちが嬉しくて、どこか肩肘を張っていた光莉の心のバリアがほろほろと崩れていくのを感じていた。

「実を言うと、こっちが本題」

　律樹は懐から取り出した箱を開いて、光莉の目の前に指輪を差し出した。

　夜闇の中でも美しく輝くダイヤモンドに魅入られ、光莉は弾かれたように律樹を見つめた。

「はじまり方は君にとって幸せなものじゃなかったと思う。遅れてしまったけれど、これは今の俺が君に示したい気持ちだから」

　律樹が婚約指輪を用意してくれていたことに、光莉はまた驚かされる。

「一体いくつサプライズを隠し持ってるの」

　泣き笑いみたいな顔になっていたかもしれない。光莉が冗談まじりにそう言うと、律樹の方が苦しそうな顔をする。その表情から、彼の誠意が伝わってきて、どうしようもなく胸が震えてしまう。

　今の彼ならこんなに高級な指輪をプレゼントするくらい容易いことなのかもしれない。でも、用意しなければならないものでもなかった。形式上の夫婦なのだから。

　それなのに、彼は誠実に向き合ってくれた。そのことが何より土砂降りの中にいた光莉の心に傘をさしてくれた。これからはこの指輪が、折れそうになった光莉の戦う剣の代わりに盾になってくれることだろう。そして彼の存在はやはり光莉にとってずっと陽だまりなのだ。

「はめてもいい？」

　光莉はほぼ無意識に頷いていた。

　薬指にゆっくりはめられていくのを見つめていたら視界が少しだけ揺らいで見えなくなりそうになった。だから、律樹の顔が近づいていたことにすぐには気付けなかった。でもきっと気付けたとして、光莉は拒むことはしなかっただろう。

　好きだとか、大切だとか、言葉にすることはない、これはふたりが足並みを揃えるという意味での儀式なのかもしれない。

　でも、今はそれでよかった。何より心強い、彼の誠実なギフトに感じたのだ。

　風のようにそっと唇が触れ合う。ただそれだけ。誓いのキスの代わりのようだった。

　鼓動がゆっくりと早鐘を打ちはじめ、耳のあたりにまでせり上がってくる。

　今、外から見たふたりはどんなふうに映っているのだろう。

　まるで本当の恋人同士みたいに。結婚を心待ちにしているように映っているかもしれない。

　律樹は最初こそ強引に政略結婚を持ちかけてきたけれど、こんなふうに誠心誠意を尽くして、光莉にやさしくしてくれる。

　それは今の光莉にとってたったひとつの希望――。

　彼さえ側にいてくれれば、この先もずっと頑張っていけるかもしれない。そんなふうに思わせてくれるほど、この夜のことは忘れられない一日として光莉の心に刻まれていったのだった。










◇６　天獄と地獄




　律樹とデートをした日から、光莉にとってふたりの結婚式が新しい目標になった。

　最初は、意に染まない結婚だったけれど、律樹との距離が少しずつ近くなっていくにつれ、これから本当の意味での夫婦になっていけたら……と、考えるようにもなっていた。

　おかげで常盤家の行事もお稽古ごとも、前ほど義務感が先立つことはなくなった。将来への不安を抱いていた光莉にとって、ひとつの大きな進歩だった。

「最近、随分とごきげんだね、光莉さん」

　常盤家に来てもう何十回目になるかわからない生け花の稽古を終えて先生を見送ったあと、裏庭に面した縁側で涼んでいると、颯太が声をかけてきた。

「あなたって、いつも忍者みたいに現れるのね。気配を消すのが得意だったりする？」

　あれから、颯太とはこうして一緒に過ごす時間が少しずつ増えていた。

　颯太は律樹に気を遣っているのか、律樹と光莉がふたりで一緒にいるときは声をかけてこない。だから光莉も律樹のことはあまり話題に出さないようにしていたのだが。

「それ、素敵だね。あの人にもらったの？」

　颯太に指摘され、光莉は左手の薬指をそっと撫でた。なくすといけないから公の行事がない限り、普段は部屋の引き出しの中に仕舞っているのだが、律樹が不在のときにこうしてはめていると、なんだか守ってもらっているような気がして心強いのだ。特に、不得意なお花やお茶の稽古事のときは励みになる。

「結婚指輪はしないんだね」

「それは……まだ結婚式をしていないから」

　色々なことがありすぎて結婚式について気にしたこともなかった。だからこそ、律樹が結婚式をしようと言ってくれ、あんなふうにプロポーズをしてくれたことが嬉しかった。婚約指輪がふたりの関係の変化を示しているようで、見るたびになおさら愛おしさが溢れる。

「ふうん。結婚式をするつもりなんだ」

「ふたりだけでするつもり」

「そう。その方がいいかも。色んな人に顔を見せるのは疲れるでしょ」

「そうだね」

　颯太と話をし続けていると、麻美の声が聞こえてきた。歌でも歌っているように聞こえる。

「あらあら、ねずみ、ねずみ。一体、どこのねずみかしら」

　麻美が箒を片手にそう言い、こちらを見る。

　颯太とふたりでいるところを見咎めているのだろう。いつもの意地悪だ。思わずといったふうに光莉は颯太と顔を見合わせ、肩を竦める。

「それじゃあね」

　足早に立ち去ろうとする颯太を、光莉は慌てて引き止め、手元にあった包みを渡す。生け花の先生が差し入れとしてくれたものだ。

「よかったらお団子持っていって」

「サンキュ。毒入りじゃないといいけど」

「入ってないよ」

　光莉がむくれた顔をすると、颯太はにっと笑って、去っていってしまった。本当に彼は忍びみたいだ。麻美の視線を感じたが、光莉は知らないふりをして邸の方へと戻って行った。

　律樹からのプロポーズを思えば、麻美からの意地悪など吹き飛んでしまう。

　それから浮き立つ気持ちで部屋に戻った光莉だったのだが――。

「な、何っ……」

　光莉が部屋の扉をあけると、目を疑う光景が飛び込んできた。

　整然と並べられていたはずの本や置物は散乱し、ふわふわと白い羽毛が舞っている。朝、使用人のひとりが活けてくれたばかりの花瓶は倒され、磨きあげられた床に小さな水たまりを作っている。

（泥棒……？　いや、そんなはずは）

　セキュリティは万全なはず。外部の人間が容易に入ってこられる屋敷ではない。

（一体誰が？）

　身をこわばらせて後ずさりしたその時、部屋の隅からカタリと音がして、その正体がわかった。

（猫……！）

　あのとき、縁側で見かけた猫だろうか。遠くから見ている分にはよかったが近づくのはアレルギーがあるので避けたいところだ。毛が舞っているからか、やはり目が痛くなってきて、肌に発疹が現れはじめていた。急いで部屋から出ようとしたのだが、なぜかドアが開かない。せめて窓を開けようとするもののこちらも開かない。

（どうして、突然ドアが開かなくなるの……）

　呼吸をした際に激しくせき込み、止まらなくなる。目をうまく開けられず、ぜいぜいとした喘鳴が続く中、縋るように必死に窓を開けようとするが叶わない。

（だれか……！）

　窓を叩いて心の中で助けを呼んだ、そのときだった。

　突然バルコニーの方の窓が外側から破られ、光莉は驚く。衝撃を受けた箇所のガラスは粉々に割れている。今度は一体何が起こったというのだろうか。

「光莉さん！　そっちにすぐ行くから待ってて！」

　外から声が聞こえてきた。割れた窓の間から覗くと、颯太が手を振っていた。彼は器用に梯子から屋根へ伝い、本当に忍者のようにやってくる。ここは二階とはいえ結構な高さがあるはずだ。

「颯太くん……！」

　しかし危なげなく彼はやってきてバルコニーに到着すると、手に持っていた鋏で窓枠に残ったガラスを壊し、光莉に手を伸ばした。

「光莉さんが必死な顔で窓を叩いているのが見えたから」

　颯太に抱き上げられ、光莉は部屋からバルコニーへ脱出することに成功する。猫もまた開いた場所から出ていくのが見えた。踏み荒らされた部屋の中は散々な状況だ。

「一体、何だったの……」

　唖然としたままその場で立ち尽くす。

「ひどい光景だね。大丈夫？」

「颯太くんがきてくれなかったら、大変だったかも……」

　外の風にあたったら落ち着いてきたけれど、あのまま閉じ込められていたら、最悪アナフィラキシーショックを起こすかもしれなかった。そう考えるとぞっとする。

「黒猫……どこから迷い込んできたんだろう」

「うーん？」

　ふたりで話をしていると、いきなり部屋のドアが大きく開かれた。

「ちょっと、光莉さん、なんてことしてくれたの」

　激昂した麻美がこちらにやってきた。

　意味がわからず混乱している光莉と颯太に向かって、麻美は睥へい睨げいする。

「邸の中がぐちゃぐちゃになってるのよ！　今あなたの部屋から猫が出てきたのを見たわ、きっとあの野良猫たちのせい！　責任は誰がとるつもり？　住み着いてしまったらどうするの」

　猫を連れ込んだのは自分ではない、そう反論しようと口を開きかけた光莉だが、麻美はそれに構うことなく言葉を続ける。

「ああひどい部屋、汚らわしい。動物なんて大嫌いよ」

　麻美は両腕をさすりながら、部屋の惨状を見渡した。

「……あのままひとりで閉じこもっていたらよかったのに。財産を横取りする泥棒猫にはお似合いだわ」

「なっ……」

（なんで閉じ込められていたこと……ドアが開かなかったことを知っているの？）

　光莉が言葉を失っている間に、麻美は踵を返した。

　麻美はどこから見ていたのか。バルコニーから庭へと出ていった二匹の猫を、廊下から現れた彼女が見ることができたのだろうか？　もしやそもそも彼女の仕業なのではないのだろうか。そう疑わざるを得ない。

「った……」

　光莉は肘のあたりを押さえた。

「それ、猫に引っかかれた？」

　颯太に指摘された場所が赤くなっていた。

「わからないけど、平気。慌ててぶつけたのかもしれない」

「きちんと診てもらった方がいいよ。感染症にかかりでもしたら大変だから」

　心配してくれるのはありがたかったが、光莉は先ほどの麻美の態度が気になって仕方なかった。

「おねえさんはここにいて。執事の田中さんを呼んでくるよ」

　颯太は言って風のように駆けだす。その後、すぐに事情を聞きつけた田中がやってきた。

「いかがなさいましたか」

　田中はいつも表情が乏しい。冷静でいてもらえることは頼もしいが、光莉はまだ田中には遠慮が先立ってしまう。とりあえず先ほどの状況を詳しく説明することにした。

「実は……」

「災難でございましたね。すぐに我々が対処いたしましょう。お部屋の掃除が終わるまで別室でお過ごしください。その間に、お怪我の手当もいたしましょう」

　颯太は遠いところに控えていて、手を振っている。光莉はありがとう、と心の中で呟き、手を振り返した。

　それから田中に別室へと案内してもらい、呼び出しに応じたメイドに怪我の手当をしてもらったが、それでも、光莉はいつまでも霧の中にいるようなすっきりしない気分だった。

　こんなに大きな敷地を持つ邸の中に猫くらい紛れ込むことはありえるかもしれないけれど、あのタイミングで閉じ込められたことが、どうしても引っかかるのだ。




　その日の夜――。

　別室に移った光莉はなかなか寝付けなかった。目を瞑ると猫の声が聞こえるような気がしてパッと眠気が覚めるのだ。

　律樹に相談しようと思ったが、いつもより帰りの時刻が遅くなるらしい。二十三時になるところだが、まだ帰宅する気配がない。

　部屋からそっと抜け出すと、メイド長の白井と遭遇した。無論、仕事中ではないので、作業着にエプロンといった姿ではなかった。

「どうされましたか？」

「何だか眠れなくなってしまって……喉が渇いたので」

「さようでしたか。では、少しお付き合いいただけますか？　すぐにハーブティーをご用意いたしますので」

「白井さん、ハーブティーを好まれるんですか？」

「律樹様に用意を頼まれました。若奥様が眠れないときは淹れてあげてほしいと」

　白井は光莉を食堂へと連れて行き、さっそく準備をしてくれた。

　ハーブの入ったグラスポットにお湯を注いで蒸らし、少し待って黄金色に色づきはじめた液体を、ふたつのティーカップにゆっくりと注いだ。

「こちらは金木犀とカモミールをブレンドしたものです」

「金木犀……」

　光莉は思わず反応を示す。

「リラックス効果があるそうです。不眠にもよいのだとか……律樹様も好んでいらっしゃいますよ」

「そうなんですね」

　甘やかな香りを吸い込み、ハーブティーをさっそくいただく。この香りが、律樹にとっても大切な記憶の一部とリンクしていたら嬉しいな、と思いながら。

　自然と笑顔がこぼれていたのかもしれない。向かい合って座った白井がにこやかにこちらを見ていた。

「えっと？」

「おふたりはなかなかよい夫婦ではないかと思っておりますよ」

「そう、でしょうか？」

「ええ。なんだか昔の……若い頃の旦那様と奥様のことを思い出すのです」

　白井はそう言い、かつての彼らへ想いを馳せるように目を細めた。奥様というのは離婚後に亡くなったという本妻のことだろうか。

「旦那様はすっかり変わられてしまいましたが、昔は奥様を大事にされていたこともあったのですよ」

　白井は寂しそうに目を伏せた。

「奥様は……ご病気で早くに亡くなられたんでしたよね？」

「表面上はそうなっておりますが……」

　と言い添えてから、白井は話を続けた。

「実は、奥様は旦那様の度重なる浮気に心を蝕まれておりました。旦那様は奥様に向き合おうとはしませんでした。やがて奥様の心は壊れていき、かつて使用人だった若い男と、ふたりで駆け落ちをしました」

「駆け落ち……」

「世間体や跡継ぎのことを気にした旦那様は奥様に戻ってくることを強いました。連れ戻された奥様は子を身ごもっていましたが、ある日そのまま亡くなられました」

　白井は言葉を濁したが、つまりはただ離婚したわけではなく、自殺をしたということだろうか。泥沼の関係そして壮絶な最期を想像し、光莉は自分が直接見たわけでもないその光景に目を伏せたくなった。

「奥様がお腹の子と共に亡くなってしまったことで跡継ぎが望めなくなり、律樹様や雄介様をこの邸に呼び寄せたのです」

　それからもうひとり、颯太も……。

　愛人の子が三人もこの邸の中にいる。本妻にそんな仕打ちをした挙句、修蔵はどんな気持ちで我が子らとその愛人たちを見ているのだろうか。

　光莉が絶句していると、白井はハーブティーを口に含んでから、こちらに視線をよこした。

「私は、ひょっとしたら律樹様と光莉様なら、常盤家の歪いびつさを変えてくださるのではないかと、少しばかり期待しているのです」

「そんな……」

「少し話がすぎたようですね。どうかごゆっくり。私は先に休ませていただきますので」

　白井は立ち上がり、それから頭を垂れた。

「白井さん、ありがとう。おやすみなさい」

　光莉がそう告げると、白井は微笑みを残し、踵を返した。

　光莉はしばらく金木犀の香りに癒されようと、ハーブティーをゆったりと味わった。

　金木犀の甘く芳醇な香りが、また懐かしい気持ちを呼び起こさせる。白井の話を聞いたせいか、むしょうに律樹のことが恋しくなってしまった。

　自分には律樹がいてくれる。理解をしようとしてくれる彼が側にいることは幸せなことなのだと思う。律樹を想うと、心強かった。

　ハーブティーには癒されたけれど、色々な話を聞いてしまったせいで、逆に眠気は吹き飛んでしまった。

　部屋に戻ったら、読みかけの本に手をつけようか、そう考えながら食堂を出て、自室まであとちょっとのところ、廊下を曲がろうとしたときだった。

　いきなり誰かに腕を掴まれ、光莉は驚いて悲鳴を上げようとしたが、誰かの無骨な手に口元を塞がれ、息さえもうまく吸えなかった。

　光莉の目の前にはスマホの画像が突き付けられていた。その画像は、颯太に抱きかかえられている光莉の姿だった。今日の昼、閉じ込められた部屋から助けられたときのものだ。

（だ、れ……）

　光莉は身動きのとれないまま、視線だけを後方へ動かす。生温かい息が耳に触れてぞわぞわと総毛立つ。気持ち悪くて仕方なかった。

「大人しくこっちにくるんだ」

　荒々しい息遣いに混じったその低い声にハッとする。聞き覚えがあったからだ。だいたいこの邸の警備を考えれば、不審者なんて簡単に入れるはずがない。

　なんとか振り切ろうと身じろぎするものの、羽織い絞め状態のままでは為すすべなく、ずるずると引きずられて連れていかれてしまう。

「んんっ」

　息ができなくて目がちかちかしてきた。犯人は乱暴に部屋のドアを開く。薄暗い中だが、光莉が今使っている部屋だった。

　そのまま意識が遠ざかりそうになる中、もつれるようにベッドに押し倒され、光莉は恐怖に顔をひきつらせた。

　やっと手を離され、光莉は必死に喘いだ。心臓は激しく爆発しそうな音を立てている。

　ぼやけた視界の中、犯人の顔を見てやっぱり、と光莉は納得した。

「どう、して、あなたが……」

　犯人は雄介だった。

　彼の眼鏡の奥が卑猥な目つきでぎらついている。

「お仕置きが必要だろうと思ってね」

　雄介はそう言い、光莉を無理矢理組み敷く。

「いやっ」

「君、随分と颯太と親しくしているみたいじゃないか。こそこそと会ってるようだけど、どんなふうにあの男を誘惑したんだ？」

「颯太くんは助けてくれただけです。降りて、放してください！」

「兄さんとはまだ関係を持たないのはどうしてだい？　君たちが夜をともにしている様子はないようだけど？」

　なぜそのことを知っているのか、ストーカーされているような気分になりぞわぞわした。それに、律樹との情事をちらつかせられ、光莉はカッとなる。

「関係ないじゃないですか」

「兄さんが触れてくれなくて満たされない。だから、彼とこっそり逢瀬を交わしてるんじゃないか？」

「違います！」

「ちょうどいいじゃないか。相手をしてやるよ。君だって飢えているんだろう。なあ？」

「いやっ」

　律樹以外の人に触られたくない。光莉は死に物狂いで身をよじり、雄介の身体を叩いて防御する。いやらしく服を弄ろうとするその手に恐怖を抱いたそのとき、パッと電気がついた。

「何してるんだ！　やめろ！」

　その声は、律樹だった。

「律樹さ……」

　光莉が助けを求める前に彼はそばにやってきて、雄介から庇うように抱きしめてくれた。光莉は必死に律樹にしがみついた。

「一体なんの騒ぎ――」

　麻美が部屋に入ってくるなり悲鳴を上げる。

「なんてことなの。呆れるわ。人の夫を誘惑するなんて！」

「麻美さん、誤解です。私は何も……っ」

「何も？　その状態で信じられるわけがないわ」

「雄介さん、ちゃんと説明してください」

「ふん。見たままだろう。そっちから誘ってきたんだ」

　冷ややかな表情で雄介は言い放った。

「そんなことしていません！」

　光莉は即座に声を上げた。

「光莉さんの方からに決まってるわ。光莉さんが、私の夫に迫ろうとしていたのよ」

　麻美は光莉を睨む。彼女はなんとかして光莉の弱みを握ろうとしているのだろう。そもそも猫の件も雄介の件も、どう考えても不自然だ。

「光莉は否定している。俺は信じるよ。光莉がそんなことをするはずがない」

「じゃあ、この状況はなんだというの」

「知らない。彼女に誘われたんだ」

　雄介はその一点張りだった。

「ほら、夫がそう言っているでしょう。証拠に写真に撮らせてもらうわ」

　光莉の乱れた姿を撮影しようとする麻美を遮るように律樹が立ちはだかった。

「やめろ。勝手なことは許さない」

「お義兄さんは知らないのよ。騙されているんだわ。庭師の颯太にも色仕掛けしてたようじゃないの」

「それは勘違いです」

「あの子が言ってたわよ。あなたに好意を持たれてるのかもって。思わせぶりなことをしたんじゃないのかしら？」

「もしそうだったらきちんと誤解を解きます」

「気を付けてもらわないと。醜聞は、お義兄さんの株を落とすことになるのよ」

　つまり麻美の目的はそういうことなのだろう。光莉を陥れ、あわよくば律樹の評判を下げたいのだ。

　雄介は麻美との夫婦仲がよくないのは本当かもしれないが、今のこの状況を考えると、彼らはグルになっていたのかもしれない。そんなふうに疑心暗鬼になってしまう。

「律樹さん、自分から迫ったわけじゃないわ。押し倒されただけよ」

「ああ、君を信じているよ。でも、何もなかったとは言えない。実際、君は、傷ついた」

　律樹が手に持っていたジャケットで光莉をすっぽりと包んでくれた。それから彼は麻美と雄介に侮蔑の視線を向けた。

「ふたりとも、この部屋から出ていってくれないか。いや、今すぐ出て行け」

　怒鳴るわけでもなく淡々とした言葉だったのに、麻美と雄介が一瞬怯んだように見えた。

　律樹が怒りをあらわにするのは初めてだったからかもしれない。珍しく麻美は言い返すこともせず、ふたりはそそくさと去って行った。

　しばらくすると、口論している声が聞こえたが、もう何も耳にしたくはなくて、光莉は聞こえないふりをした。

「光莉、今はここにいたくないだろう。俺のところに来るんだ」

「……はい」

　光莉は律樹に言われるがまま手を引かれ、彼についていった。

　律樹はまだ怖い顔をしていた。さっきのことが許せなかったのだろう。彼がこんなふうに苛立つのは本当に初めてだ。

　光莉もあまりのことにすっかり脱力していた。

「――ごめんなさい。お騒がせしました。私が夜にうろうろしていたのがよくなかったの」

　律樹の部屋に移動したあと、光莉は白井にハーブティーを入れてもらったことを伝えた。

「……そっか」

「美味しかったわ。白井さんのハーブティー」

　空気を変えたくて言ったのだが、律樹には聞こえていない様子だ。

「今日、ひどい目にあったんだって？　さっき田中から猫の話を聞いたよ」

「うん……」

「どんどん嫌がらせがエスカレートしてるようだ。さすがに見過ごせない。これからは一緒の寝室にしよう」

　律樹が心配してくれている。

　たしかに今日だけでも色々なことがありすぎた。いつか取り返しのつかないことが起こるかもしれない。そんな恐ろしい不安を植え付けられた一日だった。

「でも……」

「極力、俺が不在のときは鍵をかけておくんだ。白井さんや田中には見回りを強化するように言っておく」

　律樹が申し訳なさそうな顔をしている。そのことに、光莉の方が不甲斐ない気持ちになった。

「私も、負けないようにする。弱みを見せないように、もっとしっかり頑張るよ」

　律樹が光莉の頬にそっと触れる。

「君はちゃんと頑張ってるよ。だが、力じゃ敵わないことだってある。正攻法だけが正解じゃないこともある。それは君が一番知ってることだろ」

　痛いところを衝かれ、光莉は一瞬沈黙した。山谷食品を守るために光莉が選んだ政略結婚のことを意識してしまい、お互いに気まずさから視線を逸らした。

　しばらく沈黙が流れたあと、光莉は今日一日あったことを振り返りながら、口を開いた。

「つまり、現状、私は舐められてるってことでしょ。あの人たちは私が音を上げるのを待ってるのよね。悔しいけど、私には武器が何もない。経験値だって全然足りない。でも、負けたくないよ。律樹さんが、結婚式をしようって言ってくれたこと、本当に嬉しかった。だから……」

「光莉……」

「これは、私の戦いなの。あなたが申し訳なく思うこと自体、違うんだから」

「俺だって悔しいんだ。いない間に君を守ることができなかった。でも、これからは君のためにいくらだって盾になることはできる」

　律樹の言葉を聞いて、光莉は昔のことを思い出していた。

『これは、あたしのたたかいなの。りっちゃんが悪いって思うことなんてないんだから』

『じゃあ、ぼくはきみのたたかいをそばで見守る、たてになるよ』

　剣と盾。ふたりが揃ったら最強だよねと言って、ふたりで泣いて笑った。

「りっちゃん、やっぱり変わってない」

　もう二度と口にすることはないだろうと思っていたはずの名前が、愛しさのあまりにこぼれてしまった。

「変わってないのは、君の方だよ」

　見つめる瞳が甘く滲む。

　やさしく頬に手を添えられ、律樹が近づいてくるのを感じ、光莉は胸を高鳴らせながら、彼のしようとすることを受け入れようとしていた。

　唇同士が触れる直前に、律樹がため息をついた。

「今夜こんなふうに白状するのは卑怯かもしれないけれど、言わせてほしい」

　律樹が光莉の髪をやさしく指に絡め、愛おしそうに見つめてくる。甘い予感にドキドキしながら光莉は律樹の言葉を待っていた。

「ずっと好きだった。君のことが……ずっと好きだったんだ」

　濡れた瞳に心を撃ち抜かれて、細胞が沸騰したのではないかというくらい身体に震えが走った。

「……っ！」

「会えなくなってからも、ずっと君を想っていた。いつか、君を守るために強くなりたいと願っていた。夢にまで見るほどに、ずっと、君に会いたかった」

　律樹が想いを込めて伝えてくれるその言葉のひとつひとつを噛みしめて、光莉は泣き出しそうになるのをこらえながら、彼に問うた。

「それじゃあ、もしかして……だから、政略結婚を考えたの？　それがあなたの本音？」

「君の逃げ道を塞ぐような卑怯な真似をした俺を許してくれなんて言わない。ただ、それ以上に君を愛すると誓うよ」

「――ん」

　唇が触れた瞬間、全身が痺れるような心地になった。その甘い衝撃に動けないでいると、律樹が今度は強引に唇を貪りはじめる。

　息継ぎするまもなく啄まれ、彼の情熱に煽られて、光莉は思わず律樹の頬に両手を伸ばした。脳裏に、中学生の頃に交換した御守のこと、離れ離れになった日々、再会してからのことが溢れるように蘇ってきて、混ざり合っていく。

「御守のこと覚えている？」

「ああ。忘れるはずもない」

　律樹が迷うことなく伝えてくれたことが嬉しくて、彼への想いが溢れていく。

「私も、ずっと好きだった。あなたに会いたいって思ってた。ずっと、好きだったわ」

　言わずにはいられなかった。すると、律樹が弾かれたような顔をして、光莉の唇を奪った。

「んっ……！」

「光莉……」

「律樹さ、……ん、ん」

　程なくしてキスの嵐がやってくる。瞼に、頬に、鼻に、耳に……。

「あっ」

　耳朶に触れられ、ぞくりと震えが走った。

　何度もそこを責められ、光莉は仰け反ってしまう。

「待ってっ……」

　首筋を吸いながら、律樹が光莉の素肌に触れようとする。光莉はびくりと身体を跳ねさせた。律樹の色素の薄い瞳の中に情熱が迸っているのが見える。広い肩幅や逞しい胸板が目の前に迫り、彼をいつも以上に男の人として感じてしまう。

「もう、待つ必要なんてないだろう？」

「だ、だめ。もう少しだけ……」

　息を弾ませながら、光莉は濡れた瞳で律樹を見た。

「どのくらい？」

「息ができるくらい」

　光莉が瞳を潤ませながら訴えると、律樹は微かに笑ったあと、耳の側に唇を寄せて囁いた。

「もう、待てない」

「あっ」

「そんな声を出されたら、ますます待てない」

　律樹が顔を近づけて唇を塞ぐと、舌を絡ませてきた。舌先が痺れるくらい熱烈に求められて、光莉はまた酸素不足になりそうになる。触れている部分が気持ちよくて何も考えられなくなりそうだった。

　指先、伝う舌、濡れた唇。こぼれてくる吐息、その何もかも、愛しくて。夢中で混ざりたくなる。こんな激しい感情が自分の内にあることに、光莉は驚きつつ感動してもいた。

　忘れなくてはいけないと、封印しようとしていた想いは、もう押し殺さなくてもいいだろうか。

　律樹の大きな手が光莉の肌を滑り、身体のラインを確かめていく。

　際どいところを責められ、光莉は思わず喘いで、身を震わせた。

　律樹がハッとしたように少しだけ身を離す。

「……ごめん。考えてみたら、あんなことがあったばかりだったな」

「そうじゃないの……怖くない。律樹さんならいいの。今だからこそ……あなたに触れてほしい」

　光莉は言って、律樹の胸板に手を這わせた。

「光莉……っ」

　律樹の昂った部分が光莉の入口に触れ、光莉の身体は跳ねた。律樹の大きな手に指を絡めとられ、光莉はぎゅっと律樹の手を握り返した。

　心臓が割れそうに騒がしい中、彼の情熱が体内に沈んでくるのを光莉は感じとる。

「あぁ……！」

　圧迫感にこらえきれず、光莉の唇から吐息がこぼれる。律樹は光莉を気遣うように舌をやさしく搦めながら進めた。やがて、こぼれる吐息さえ逃したくないと互いに夢中でキスをしながら、密着する肌の熱さを感じていた。

　伝わってくる激しい鼓動は、律樹のものだろうか。混ざり合ってわからなくなる。けれど、同じ気持ちで求めあっていることがわかって、たまらない気持ちになる。

　ゆっくりとだが着実に律樹が迫ってくる。より深いところで彼を感じられるようになると、初めて知った彼の愛し方に、光莉は泣きたくなるほど身悶えた。

　ふたりは結ばれたのだ。その事実が刻まれていく。

　律樹が動くたびに彼の想いが伝わってきて、光莉の内側からも律樹への想いやときめきがどんどん溢れ出していく。

「あ、ぁ、律樹さん、……っ」

　光莉の漏れる声を聞いた律樹は気遣わし気に求めていた動きをよりいっそう速めた。ベッドがふたりの重みに揺れる。深い交わりに光莉はこらえきれず息を弾ませた。律樹もせつなそうに吐息をこぼし、光莉の目尻にキスをし、濡れた瞳を向けてきた。

「君のすべてが欲しい……っ」

「私もっ……あなたが欲しいわ、律樹さんっ」

「光莉……っ」

　逞しい腕に囲まれ、彼の身体の重みを感じながら、激しく深く求める律樹に応じ、光莉は甘い誘惑に呑まれていった。




　翌朝――。

　気だるい身体を起こすと、律樹の素肌が見えてハッとする。

（そうだった。私……私たち……）

　今になって血液全部が沸騰しそうなくらいに恥ずかしくなってくる。身悶えてシーツを引きはがして繭状にでもなって隠れたい気分だった。

　もぞもぞじたばたしているのが伝わってしまったらしい。律樹が目を覚ました。

「ん、おはよう」

「お、おはよう」

　それ以上、何て言葉を交わしたらいいかわからずに火照りを感じながら黙り込んでいると、いきなり律樹が光莉を組み敷いてきた。

「り、律樹さん」

　至近距離で迫られ、えも言われぬ色気に息が止まりそうになる。光莉はそのまま硬直してしまった。

「夜の君も可愛かったが、朝の君はなんていうか綺麗だ……こうして見ていたくなった」

　起き抜けの少しハスキーっぽい擦れた声にドキドキするし、そんな直接的に甘い言葉を囁かれ、光莉はあまりの恥ずかしさにそろそろ耐えきれなくなっていた。

　狼狽えているうちに、律樹が光莉の唇を啄みながら、胸に手を這わせていく。甘い刺激に光莉は思わず声を漏らした。

「あん、待って……律樹さんっ」

「もうその言葉は聞き飽きた。君はとっくに俺のものだろう？」

　耳の側で囁き、首筋を愛撫する彼に、光莉は翻弄される。まるで歓迎に尻尾を振る大型犬を相手にしているみたいだ。律樹がこんなふうに感情をあらわにするのは珍しい。

　二回戦をはじめようというのか。光莉はついに限界を迎えた。

「ストップ、無理無理。キャパオーバー！」

「ん？」

「律樹さんって、たまにすごく……そういうところあるよね」

「そういうところ、とは？」

「自覚はないのね」

　光莉は小さくため息をつきつつ、律樹を睨んだ。天然なところがある。甘々なところがある。そして意外に獣なところもある。想定外に情熱的で、どうしたらいいかわからなくなる。

「君が欲しい。君を求めている。その自覚だけはあるよ」

　律樹の手が胸からみぞおちへ、その先へと降りていく。光莉の秘めた情熱を暴こうとする。

　こんなに積極的に求められるなんて考えたことがなかった。

「あ、ん、あぁ……っ」

　律樹に翻弄され、光莉は小刻みに上り詰めていた。やがて内側に彼の逞しさを受け入れ、再び深いところでひとつに結び合った。何度も、何度も、体内で彼を深く感じるにつれ、光莉は狂おしいほどの愛おしさを胸に抱く。ベッドが揺れ、激しくもつれ合う。時間を忘れ、ふたりはお互いに没頭した。

「止められない……いくらでも君が欲しくなる」

「私だって、そう……よ」

「それなら、一緒に溺れればいい。そういう日があってもいいだろう？」

「あ、あ……っ」

　くしゃくしゃになったシーツはまたさらにくしゃくしゃになって、引いたはずの熱が蘇り、肌は汗ばんでいく。

　朝からこんなことをしていていいのだろうか。ふしだらではないのだろうか。そんな考えが脳裏をよぎったが、彼の腕の中で激しく愛されてしまえば、もう他には何も考えられる余裕はなくなってしまった。

　好きな人に愛されるということが、これほどまでに昂揚させられるものだとは想像もしていなかった。

　初めて感じる幸せに身を委ねているうちに、ふたりの関係を面白く思わない人々がいることなど、すっかり頭から抜けていた。

　愛さえあれば、なんとかやっていけるかもしれないという希望が、問題を些末なものとして捉えてしまっていたのかもしれない。

「――せいぜい愉しんでおきなさい。そうやっていられるのも今のうちよ」

　邸の中に、不穏な呟きが消えていった。










◇７　愛しているからこそ




　十二月になると、常盤家の別邸の庭に真っ赤な椿が花を咲かせるようになった。艶やかな美しさに目を奪われながらも、金沢の山々にうっすらと積もる純白の雪が恋しくも感じられた。

　十五時頃、生け花のお稽古でさっそく椿の花を生けたあと、光莉は別邸の稽古部屋から茶室へ移動した。今日はこのあと特に予定が入っていない。せっかく着物姿だったので、お茶を点てる練習をしようと思ったのだ。

　気の済むまで集中し、お抹茶をいただいてから、光莉は控えの間で着物から洋服へと着替えた。着物の着付け方も一から学んで、お花やお茶も少しずつ慣れてきた。ピアノは相変わらず弾けないけれど、たまに律樹が教えてくれるヴァイオリンのレッスンは幼少期に戻ったみたいで幸せだった。次にレッスンするときまでに上達できるようヴァイオリンの練習をしようか、と思いつく。

　一旦自室へ戻るため、邸の方へ繋がる渡り廊下を歩く。

　曇天の空の下、まもなく日が暮れる時間だ。気温がだいぶ下がっている。空気は張りつめ、風の通り道になっている渡り廊下は指先がかじかんでしまう。今日もまたいつものように麻美に嫌がらせをされ、足に青あざができてしまったのだが、その部分にもじんとした痺れを感じた。

　痛む場所を摩り、立ち止まったとき、久しぶりに当主の修蔵と秘書の姿を見かけた。

　相変わらず修蔵とは会話をしていない。光莉は彼らの邪魔をしないように通りすぎようとしたのだが。

　風の音が止んだせいか、急にふたりの話し声が鮮明に聞こえた。

　盗み聞きしてはいけないと思いながらも、嫌でも届く彼らの言葉に不意に引っかかるものを覚え、光莉は彼らの会話に耳をそばだてた。

「今後は安泰と見ていいでしょうか。律樹様にとって光莉さんの存在は想定していたよりも大きいようですね……山谷食品も律樹様が建て直しをして上方に向かっています」

「ふん、当主としての素質があるかどうかはこれからの話だがな。律樹は思いの外優秀だった。あれは経営者にも向いている。私は確信したよ。私の跡継ぎは律樹しかあり得ない」

　山谷食品の建て直しはうまくいっている。その言葉に光莉は安堵した。ぶっきらぼうな言い方ではあるけれど、修蔵が律樹に期待しているらしいことにも。

　自然と笑みが浮かび、そっとその場を立ち去ろうとする。が、続く言葉に再び足を止めた。

「だが他の者はだめだ、才覚というものがない。そろそろ雄介も処遇を考えねばな、役に立たない人間をいつまでも遊ばせておくわけにはいかない。犠牲はつきもの、子は盤上のコマ、不要になれば弾き、新しい代わりを用意すればいい……とね」

　修蔵の声がぐっと低くなり、不穏な空気が流れる。

「あらかじめ山谷食品に目をつけていて正解でしたね」

（目をつけていた……？）

　秘書の言葉に悪寒が走る。修蔵が続けた。

「どんな人間にも必ず弱みはある。思いどおりにコマを動かすにはそこを握ることだ。そのためにわざわざやつが執着している女の父親が経営する山谷食品に圧力をかけていたのだ。私は端から山谷食品になど期待はしていない。あれもコマに過ぎないからな。仕方なく遊ばせてやっているが不採算部門になる前に頃合いで手を引かせろ」

「かしこまりました」

「最高のコマが手に入った以上、こちらのもの。さて、今後のことを考えれば、当主の妻はもっと賢い者の方がいいだろう。いくつか候補を上げておいてくれ」

「……光莉さんのことはどうしましょう？」

「頃合いを見て邸からは出ていってもらう。ただし、無理に引き離すな。律樹があの女に執着を残さないように、女の方から出ていかせろ。子供のひとりくらい産ませてからでもいいがな。使えるコマは多い方がいい。もし、邪魔だてをしようものなら、大事にしているものから容赦なく潰せ」

　彼らは一体なんの話をしているのだろう。

　光莉はたちまち背筋にぞわりと悪寒が走るのを感じていた。

　政略結婚を伴う交渉の件は、律樹が修蔵に持ちかけたものとばかり思っていた。

『俺の方から条件を出した。父の後を継ぐ代わりに、山谷食品を守ること、社長の娘である君と結婚すること、そのふたつを、ね』

　政略結婚の話を出されたとき、光莉は彼からそう説明を受けた。しかし修蔵は律樹よりも一手先をいっていたのだ。今の修蔵と秘書の会話から察するに、修蔵は律樹に執着している。律樹を跡継ぎにするため、彼の弱みである山谷食品を陥れた――。

（そんな……）

　川岸から経営状況を詳しく聞いたことがあったが、不自然なくらい急に融資がストップすることがあったらしい。

（まさかそれも……？）

　光莉は愕然と立ちすくむ。寒さと恐怖が交互にこみ上げてきて身体ががたがたと震えだす。

　幸雄が思いつめるきっかけになったのは……あのとき憎むべきだったのは、律樹ではなく律樹の父親である常盤家の当主・常盤修蔵だったのだ。

　光莉はショックのあまりに過呼吸を起こしかけていた。凍りついてその場から動けなくなりそうだった足を必死に漕ぐようにして駆け出した。踏み板が軋む音を気にしている場合ではなかった。

（どうして……私は考えが及ばなかったの）

　今すぐにここから出て行きたい。背筋に嫌悪感がわきあがってきて吐き気がする。使用人たちの姿が見えると、監視の目が向けられているような気がして、すべてが自分の敵に見えた。

『光莉、これだけは覚えておいてほしい。俺はずっと君の味方だから』

　そう言ってくれた律樹の顔が思い浮かんだ。律樹に会いたい。とっさに足が動いた。けれど、同時に父の辛そうな表情が浮かんできた。律樹と光莉が無関係だったなら、そもそも山谷食品や幸雄が追い詰められることはなかったのではないだろうか。

　光莉が真実を知ったと修蔵が気付いたら。そのことを律樹に告げたと知られたら。

　邪魔だてするものは容赦なく潰せといった修蔵がこのことで何か動きはじめたらと思うと迂闊なことはできない。

（わからない。私はどうしたらいいの）

　パニックを起こした光莉はスマホを握りしめたまま、無意識に自由になれる場所を探していた。冷や汗をかいたせいか背筋がぞくぞくして気持ちが悪い。

　邸からは許可がない限りは出られない。外へ飛び出すことができない。

　人の目を避けられる場所を求めてさまよっているうちに、光莉はいつの間にかまた裏庭の方に出てきてしまっていた。

　尋常ではないくらい息が切れていた。光莉はその場でしゃがみこみそうになり、ふらふらと側にあった柱に手をつく。

「光莉さん、どこに行くの」

　いつもの如く忍びのように現れる颯太に、光莉は度々驚かされてきたが、だいぶ慣れてしまっていた。けれど、今はそれ以上に彼に構っている余裕がどこにもなかった。

「わからない」

　光莉は颯太の顔も見ずに答えた。

「何があったの？」

「自分の愚鈍さが嫌になっていたところ」

　情けなくて、不甲斐なくて、消えてしまいたいくらい。怒りと、憎しみと、哀しみと、どうしようもないぐちゃぐちゃの感情が混ざり合って、ますます息ができなくなりそうになる。

　待って、と颯太に二の腕を掴まれた。

「颯太くん、ごめん。今は放っておいて」

「放っておけない。少し気分転換した方がいいよ」

　押し問答をする気力もなかった光莉は、力のこもった颯太の手に身を委ねるしかなかった。

「ついてきて。誰にも邪魔されないいいところに連れていってあげるよ。そこなら、少しは息もできるはず」

　そういう颯太に頷き、光莉は彼についていく。とにかく今は修蔵の目の届かないところに離れていたかったのだ。

「――ここは？」

　光莉はあたりを見渡す。

「使われなくなった蔵のあたりだよ。老朽化で必要なものは全部運び出されて金庫に保管されたから、中はもぬけの殻の倉庫って感じ。掃除もする必要がない。だから、ここにはめったに人が来ないんだ」

　蔵の向こう側に池があり、繁茂した木々や草花の向こうに光る水面が見えた。裏庭のさらに奥まったところに出たのかもしれない。きっと一周すれば、邸の正門に繋がっているのだろう。

　とにかく今は少しでも遠くにいたい。

　光莉は力が抜けたようにその場に座り込んだ。そして両手で顔を覆う。金沢にいる父の幸雄のことを考えていた。

「どうしたの」

「帰りたい。金沢に……父に会いに行きたい」

　顔が見たい。話がしたい。もういっそ、真実を伝えてしまった方がいいのではないだろうか。

「あの人と喧嘩でもしたの？　ホームシック？」

「そうじゃないよ。ただ、律樹さんには早く会いたい。相談しなきゃ」

　早く帰ってきてほしい。そんなわがままは言えない。でも、一刻も早く動かなければならない気がしている。不安で胸が押しつぶされそうだ。

「残念だけど、それは叶わないよ」

「え……」

　顔を上げた途端、いきなり颯太に担ぎあげられた。さらに手に持っていたスマホを奪われる。

「何するのっ」

「さあ、何をしようかな」

　悪びれもせずあっけらかんと颯太は言った。そこにはいつもの無邪気さとは違う、酷薄さが含まれているように感じた。光莉の顔から血の気が引いた。

「颯太くん、ねえ、離して！」

「暴れても無駄だよ。あなたは、もうどこにも行けない。かわいそうだけど、仕方ないよね。そういう運命だと思うしかないよ」

　ざくざくと草花を踏みつけるように颯太が大股で歩く。光莉がいくらもがいても彼の逞しい腕からは逃れられない。スマホに手を伸ばそうものなら、担ぎ直されるだけだった。

「着いたよ。あ～あ、ちょろいもんだな」

　颯太の剣呑な響きを伴った声が、蔵の前に響いた。光莉はぎくりと身を強張らせる。

　古い蔵はすべて鍵がかかっていて誰も近づかないと彼は言っていた。しかし彼の手には錆びた鍵が持たれていた。彼はその鍵で蔵を開錠する。埃っぽくて黴くさい匂いのする暗がりがぱくりと口を開けていた。

「こんなところで、何、するつもりなの」

　光莉が問うより早く、颯太は暗がりの中に入っていき、光莉を適当な場所で下ろした。

「こういうことかな」

　颯太に思い切りブラウスを破られ、光莉は恐怖に顔をひきつらせたまま彼を見上げた。

　彼は下卑た顔でこちらを見下ろし、「いいアングル」と、愉しげに笑っていた。

「やめて……！」

「本当に乱暴はしないよ。そういう趣味はないから」

　淡々と事務作業をこなすように颯太は抑揚のない声で言った。

「だったら、なんのためにこんなことをするの」

　身体の震えが止まらない。乱暴はしないと言われても、こんな状況では信じられるはずがなかった。

　颯太は光莉から奪ったスマホをこちらに向け、撮影しはじめる。

「やめて！　撮らないで」

「このくらいで勘弁してあげるから静かにして。雇い主に報告しないといけないからね。撮らないわけにはいかないんだ」

　淡々と颯太は言う。

「雇い主って？　一体どういうことなの」

「当主の話を聞いたんでしょ」

「え？」

「律樹あの人を跡継ぎにするために、あらかじめ手を回して、あなたの父親の会社、山谷食品が潰れるように誘導したって」

「どうしてそれを知って……」

　光莉は先ほどの修蔵と秘書の話を思い浮かべる。

「僕を忍びみたいだって言ったのは、光莉さんだよ。全部、筒抜けなんだよ、この家ではね」

　皮肉げに颯太は苦笑する。

　たしかに都合よく颯太は現れた。

　まさか、修蔵が颯太にやらせているというのか。光莉の中にまた先ほど爆発しそうになっていた怒りがこみ上げてくる。

「最初に僕に依頼してきたのは、麻美だよ」

「麻美さんが……」

　今まで散々嫌がらせをしてきた麻美のことが脳裏に蘇ってくる。猫の件といい、雄介の件といい、ひとりではなく協力者がいたことは明白だろう。その協力者が颯太だった。颯太が親しくしてくれたのも、光莉を油断させるための罠だったということなのだろうか。助けてくれたことも嘘だったということなのか。

　信じがたい想いで光莉は颯太を見た。

「よっぽど、あなたのことが気に入らないんだろうね。まあ、そりゃそうさ。夫は世継ぎ候補にさえなれず、嫁としても目をかけられず、完全に無視されていた。だというのに、突然やってきたあんたが周りからちやほやされ、夫には愛情いっぱいに愛されている。麻美にはちょっとだけ同情するよ。いないもののように扱われることの虚しさは……僕にもよくわかるからね」

「……っ」

「麻美が僕を使っていることを、当主は知ってる。というか知らないことなんて何もないだろう。わかっていて麻美よりもいい条件を出してきた。僕はただ乗り換えただけ。こういうのこそ光莉さんのいう忍びらしいじゃない。これは僕がこの家で生きるための術なんだよ。あなたをどうにかしたいっていうわけじゃないから、悪く思わないでほしい」

「……その命令に従って、私をここに閉じ込めておくつもりなの？」

「半分は正解。聞いただろ、当主はあの人の妻の座あなたの場所をあけて欲しいって。閉じ込めておくかどうかはあなた次第だよ」

　光莉を出ていかせるためにこんなバカげたことをしたのか。修蔵は光莉が話を立ち聞きしていたことに気付いていたのだ。

「あの人に助けを求めようだなんて思わない方がいい。万が一、あの人に余計なことを喋れば、あなただけじゃなくて、あの人もただでは済まないだろうからね。当主を甘く見ると痛い目に遭うよ」

「ひどい。律樹さんは約束をきちんと守ったのに」

「さぁ。僕に言われても」

　颯太が憐れむように片眉を上げた。

「まあ、この画像をあの人に送りつけた方がずっと傷は深そうだよね。あなたのことをあれだけ溺愛していれば」

　見てきたと言わんばかりの舐め回すような視線に羞恥心をいたずらに煽られ、光莉は唇を噛んだ。

「最低」

「いい？　画像データはとっくに共有済みだ。あなたが何かしようものなら、あなたの父親にこれを送りつける。父親はショックを受けるだろうね。結婚して幸せなんて真っ赤な嘘で、潰されそうな会社と引き換えに、娘はこんなところに虐げられているんだって知るんだから。どんな気持ちになるだろうね」

「……っ」

　父の心配そうな声や別れ際の寂しそうな表情を思い出して、胸が押しつぶされそうになる。なんのために嘘をついてここへきたのか。これが光莉の守り方だと思った。父が守ってきた山谷食品を守るために。屈したくないからこそのんだ条件だったのに。

　理不尽な目にあっても、気持ちだけは負けないように、律樹と一緒に未来を拓こうと新しい目標を抱きはじめていた。それは甘い夢だったのだろうか。

　光莉の内心を読むように颯太は言った。

「光莉さんは甘すぎるよ。この敷地に足を踏み入れた瞬間から家畜なんだよ、俺たちは。少しでも甘い汁を啜ったなら、死ぬまでずっと利用されるか、惨たらしく捨てられるだけだ。夢を見るだけ無駄さ」

　颯太は吐き捨てるように言ったあと、光莉の顎を指先で持ち上げた。

「あなたのことは気に入ってたから本当に乱暴する気までは起こらなかったんだけど、ちょっとくらいは気持ちよくしてあげてもいいよ。この際、本当にヤッたかどうかなんて確かめようがないしね」

　光莉は震えをこらえ、気持ちで負けないように彼を睨むだけだった。

　しばらく睨み合いが続いたあと、

「なんて、無理矢理なんてつまんないから、やーめた」

　颯太は興味を失ったように光莉から離れた。スマホの画面を見ながら、時間の確認でもしているのか。少し底冷えしてきた寒さに身を震わせると、颯太は着ていたジャンパーを脱ぎ、光莉に羽織らせた。

　本当は、颯太はこんなことをしたくないはず。彼はやさしい人のはずだと思うのは、甘いのだろうか。

「颯太くんは、ずっとこうしている気？　あなたにこんなことまでさせる人が憎くないの？　ずっと言いなりのままなの？」

「ここから出て行ったあと、しばらく遊んで暮らせるぐらいの相応の対価を約束してもらったんだ」

「嘘をつくかもしれないわ。私や律樹さんが騙されたように」

　光莉が食い下がると、颯太は呆れたように笑った。

「あなたは当主のこと何もわかってないね。修蔵は金のことでは嘘はつかない。利益になると思うものにはいくらでも払うんだよ。あの人の血液は金と権力でできてるようなもんだ。それを思うとさ、血の繋がりのない麻美と当主のほうがよほど親子らしいよね。考え方がやばいくらい一緒なんだからさ。それでも麻美の方がまだガキみたいにばかばかしくてマシ。あの親父は自分の手を汚さないで汚いことを平気でするんだ。本当に……反吐が出るよ」

　最後のそれが颯太の本音かもしれない。

　ふたりの間に沈黙が降りたときだった。

　蔵の外で大きな物音がした。

「光莉様！」とメイドたちの声がした。助けを求めようと衝動的に動こうとした光莉に対し、颯太が何かを言いたげにする。

　ああ、これすらも仕組まれていることなのだと、光莉は察知した。

「光莉様、ご無事ですか」

　慌てて駆け寄ってきた数人のメイドに囲まれて、光莉は颯太から引き離される。

　遠くの方に、忌まわしき悪魔……常盤家当主の気配があった。

「離れの座敷牢に連れていきなさい」

　使用人たちに囲まれ、颯太の身柄が確保される。

「……っ話が違うじゃないか！」

　颯太が表情を強張らせ、声を上げる。だが、修蔵は反応を示さず、冷たい目で見下ろすだけだった。

「長男の嫁に懸想をするなど、なんと愚かな。恩を仇で返すとはまさにこのこと。この男に罰を与えたあと、然るべき処分を下し、常盤家の邸より追放する」

　座敷牢なんていうものがあることにも驚く。なんて悍おぞましい。

　颯太が虚ろな目でこちらを向いた。その意味を、光莉は理解した。

　どこまでも汚い――光莉は歯噛みする。

　颯太を利用するだけ利用したら捨てるつもりだったのだ。相応の対価を約束してもらったと彼は言った。それは守られるのかもわからない。この邸にいられなくなることだけではなく、彼も何かを背負わされたのかもしれない。

　悪魔は、光莉の目の前に立ちはだかった。

「光莉さん、かわいそうに。こんなところにはいたくないと思っているんじゃないかね。出ていってくれてもいいんだよ。こちらのことは安心するといい。この件はこちらで片付ける」

　修蔵が猫撫で声で語りかけてきて、光莉は嫌悪する。すべて自分の計画のくせに。

「ただし、くれぐれも他言は無用だ。君は賢い女性のようだから、その意味がわかるね？　万が一スキャンダルになりでもしたら、律樹の立場がどうなることか」

　修蔵は自分で光莉を襲わせておいて、すべての罪を颯太に擦りつけようとしているのだ。それだけじゃない。光莉の行動によっては律樹に何かよくないことが起こるかもしれない、と脅しているのだ。

「いくら私の力をもってしても律樹を守り切れるかどうか……そうなれば、我々一族皆が困ることになる。我々は運命共同体なのだから」

　運命共同体、という言葉は、手枷や足枷と同じだけ重たい。修蔵からは見えない刀を向けられている。ともすれば、今にも喉笛を潰されそうな圧力を感じた。

　律樹に何かあったら困る。何も武器を持たない光莉にはどうすることもできない。ただ、この人のことだけは許さない。光莉はそう心に刻んだ。

「律樹さんのことだけは絶対に傷つけないでください」

　こんなふうに光莉が傷つけられたことを知ったら、律樹は光莉以上に傷つくだろう。

　修蔵は不敵な表情を浮かべ、にやりと口の端を引き上げた。

「言われるまでもありませんよ。大事な跡取りなのだからね」

　むしろ修蔵に必要なのは律樹だけなのだろう。颯太の言っていた家畜という言葉が脳裏をよぎる。光莉を陥れ、必要なら子を孕まさせ、そして惨たらしく捨てることに迷いはないのだ。

　光莉の頭の中に描かれた夢は、砂の城のようにほろほろと脆く崩れていく。律樹の笑顔が、彼との未来が、壊れていく……今以上にもっと何かが起きるのではないかという胸騒ぎだけが、いつまでもおさまらなかった。




「光莉、どうした。なんだか顔色が悪いみたいだ」

　帰宅した律樹を部屋で出迎えると、律樹は光莉を心配そうに見つめてきた。

　光莉はぎくりとしたが、すぐに笑顔でごまかした。

「大丈夫。ちょっと身体が冷えたのかもしれない」

　あのあと――蔵から解放されたあと、光莉はすぐにシャワーを浴び、湯船に浸かった。破かれたブラウスはメイドに処分してもらった。幸い怪我はしてない。本当に襲われたわけではない。けれど、光莉はひどい喪失感に苛まれ、寝室のベッドにずっと臥せっていた。

　メイド長の白井に律樹の帰りを知らされてから、光莉はどんなふうに律樹を迎え入れたらいいかわからなかった。ぎこちない笑顔でおかえりなさいと告げた。察しのいい律樹が気付かなかったくらいなのだから、上手にできていたのだろう。

　ここにいると、最初はあまり得意ではなかった作り笑顔が、どんどん上手になっていく。それもまた自分自身不気味に感じてしまう。

　さっきからずっと悪寒が止まらない。自分で自分を抱きしめていなければ、がたがたと震えてきてしまう。ただ単に冷たい場所にいたせいではなく、あまりの衝撃に心が冷え切っているのだ。

　光莉の頭の中には幸雄の顔が思い浮かんでいた。

（お父さんと話がしたい。やっぱり、真実をちゃんと知らせるべきじゃないの……？　でも、邸からは簡単に出られない。監視がついている。律樹さんには相談できない。あの当主なら本当に律樹さんをひどい目に合わせかねない。なら、どうしたらいいの……）

　颯太にはもう頼れない。彼は味方ではなかった。そればかりか、修蔵や麻美の手下だったのだ。忍びのような真似をしていたのも最初から。そのために光莉に近づいてきたに過ぎない。そして彼は修蔵に裏切られ、邸を追放されることになったのだ。

（騙されていた。甘すぎる……本当にそうだわ）

　もし律樹にまで騙されていたら……不安に押しつぶされるあまり、そんな考えが浮かんでしまい、光莉は慌ててかき消す。

　そんなはずがない。律樹だけは絶対に違う。彼は、降りかかる災難から助けてくれようとしたのだから。そうでなければ、今ごろ山谷食品は潰れていた。幸雄の病だってもっと悪くなっていたかもしれない。

　けれど、そもそもの災難は、修蔵が律樹や光莉の背景を調べた上で企てたことだったのだ。律樹と光莉が繋がってさえいなければ、この状況には陥っていなかった。

　堂々巡りの考えがぐるぐると頭の中を回っていて、吐き気がしてくる。

　ふわりと包まれた感触がして光莉は顔を上げた。ブランケットごと律樹に抱きしめられていた。

「しばらくこうしていようか」

　律樹の腕の中にいるとほっとする。

「うん……」

　少しずつだけれど震えがおさまっていく。

　不意に目が合って、律樹が顔を近づけてくる。いつもならその唇を受け止め、幸せな気持ちになっていた。けれど、今はとてもそんな気になれない。

　光莉はとっさに律樹の唇に手を押し当て、唇を拒んでしまった。不思議そうな顔をしている律樹に、光莉は慌てて取り繕う。

「ごめんなさい。もし、風邪だったら、あなたにうつしてしまうかもしれないし」

「体調が悪いときにごめん」

「ううん。律樹さんにこうして抱きしめてもらっているとすごく安心するの。くっついていてもいい？」

　甘えていたかった。広い背に手を伸ばし、彼の胸にすっぽりと包まれている。せめて束の間のこの時間だけは忘れていたかった。

「構わない。君が望むなら、いくらでもこうしている」

　律樹のやさしさに癒され、光莉は目を瞑る。彼の温もりや匂いにほっとする。

　けれど、それを邪魔するように、さっきの光景がフラッシュバックする。

　律樹に言ってしまいたい。喉元まで出かかるのをこらえていたそのとき、無機質な通知音が突如ふたりの間に割って入った。光莉はびくりと大げさなくらいに反応してしまった。

「君のじゃないか？」

　と、律樹が音の在処を探す。

　そういえば、蔵の騒動以降スマホの通知を確認していなかった。ベッドの隅に置いていたスマホを急いで確認すると、着信が大量に残されていた。父が通院している病院それから山谷食品の事業所からのコールだった。

　父に何かあったのだろうか。光莉の顔からさっと血の気が引く。

　光莉はすぐに父の携帯にかけ直した。

　通話に出たのは父ではなく――川岸だった。以前に倒れたときと同じだ。嫌な予感がして、光莉はすぐに川岸に問うた。

「お父さんに何かあったんですか？」

『光莉さん、落ち着いて聞いてくださいね。社長がご自宅で倒れて……』

　午後、光莉が閉じ込められている間に、幸雄は倒れたらしい。

『それから、ついさっき……』

　川岸が言葉を詰まらせる。告げられた無情な事実に、光莉は震える手でスマホを握りしめたままその場で立ちすくむ。

「そんな――」

　すべての音が遠ざかり、何も聞こえなくなっていく。頭が真っ白になっていた。

「光莉？」

　律樹の声がして、光莉はハッとする。

「……っ律樹さん、父が――」

　ついさっき息を引き取った。その事実を受け止めきれず、言葉がうまく出てこない。

　律樹の顔が強張ったのがわかった。瞬く間に光莉の視界がぼやけて彼の表情が見えなくなっていく。

「急いで向かおう」

　律樹が光莉の肩を抱き寄せ、頭をやさしく撫でてくれる。光莉はただ頷くしかできない。今は何も考えられなかった。

　それから光莉は律樹と共に急ぎ金沢に向かったが、自分がどこに立っているのかもわからなくなるほど、まるで宙を浮いているようだった。故郷に帰ることを許されたのが、こんなときだけだなんて、あまりにも哀しすぎる。

　嫌だ。信じたくない。顔を見るまで信じたくない。また声が聞けるはずだ。また笑顔が見られるはずだ。

　これは嘘で、悪い夢で、現実ではないのだと、誰かそう言ってほしい。

　移動中に通知がひとつ届く。

【余計なことを喋れば、すべて容赦なく潰す】

　追い打ちをかけるようなあまりにも残酷なメッセージを見て、光莉はスマホを握りしめ、唇を噛む。脳裏には修蔵の下卑た笑みが浮かんでいた。

　病院に到着し、幸雄と対話することを願っていた光莉は、それが叶わぬ現実だと思い知る。青白い顔をした幸雄が目を少しだけ開いたまま、虚空を見つめていた。呼吸は止まり、魂がそこにはもうないことを示している。とっさに握った手は冷たく、とうに温もりが失われていた。

「お父さん、お父さんっ……！」

　光莉は幸雄の亡骸に縋りながら、何度も父を呼んだ。

　父は何も知らずに逝ってしまった。

　真実を伝えることができなかった。花嫁姿を見せてあげることだってできなかった。

　ぷつりと、繋ぎとめていた糸が切れそうになる。

　律樹さん、私、あなたのそばにいられない。耐えがたい喪失感から、そんなふうに弱音が溢れ出してしまいそうになる。

　光莉はそれすらものみ込んで、ただ絶望に打ちひしがれる他になかった。
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　年が明けてから、光莉は常盤家の行事を淡々とこなした。幸雄が亡くなって四十九日もまだ過ぎていない中、本来なら正月行事は控えるのが筋だが、常盤家に嫁いだ光莉には当然のように喪に服する権利もないらしい。

　哀しみと虚しさと憎しみと、まとまりのつかない感情が行ったり来たりする。そしてどうしようもない喪失感に心が冷えていくのを感じていた。

　会いたくてももう会えない。何も知らずに父はこの世を去った。その事実を光莉はどうしても受け入れることができずにいた。

　幸雄を喪ってからというものの、光莉は着物の帯をきつく縛るように心までも閉ざし、魂のない人形のようだったかもしれない。

　律樹が心配してくれても、白井が世話をしてくれていても、周りを気遣う余裕はなかった。律樹と共に夫婦になっていこうと目標を立てた希望が見えなくなっていく。一体何のためにここにいるのかがわからなくなっていく。

　ここから出て行きたい。今すぐ消えてしまいたい。そんな衝動に駆られることもしばしばあった。

　いくら麻美に嫌味を言われても、意地悪をされても、何も感じなくなってしまっていた。

　そんなある日のこと――。

　朝から熱っぽくふらふらしていて、急に吐き気を感じた光莉は、不思議な感覚に苛まれる。

　精神的な不調が続いていたせいで、いよいよ身体的にも影響がではじめたのだろうかと思ったが、同時に、生理がしばらくきていなかったことに気付いたのだ。

（もしかして……妊娠してる？）

　律樹と愛し合っていたら、いつかはそうなることももちろん考えていた。けれど、前とは状況が違っている。よりにもよってこんなときに妊娠だなんて――。光莉は先の見えない不安に駆られた。

　ひとりで自由に外出できない状況であるため、病院に行ってしまえば、常盤家の人々の耳に入るかもしれない。

　自由のない邸の中、光莉はじわじわと危機感を抱いた。

　もしもお腹の子のことが当主の耳に入ったら？

『――子供のひとりくらい産ませてからでもいいがな。使えるコマは多い方がいい。もし、邪魔だてをしようものなら、大事にしているものから容赦なく潰せ』

　修蔵の言葉が脳裏に蘇ってきた。

　最悪子どもだけを奪われ、光莉は邸から追い出されるかもしれない。想像しただけで身震いがする。そうしている間にも何度も吐き気がこみ上げてきては慌ててハンカチで口元を押さえ、浅い呼吸を繰り返した。

「若奥様、どうなさいましたか」

　メイド長の白井に声をかけられ、光莉は表情を強張らせる。常盤家の人間は律樹以外もう誰も信じられない。しかしこのままでは埒が明かない。どうしようか迷った末、光莉は白井に相談することにした。

「誰にも言わないと約束をしてほしいの」

　もしも妊娠判定がはっきりしたら、自分の口から律樹に伝えたいと念を押し、情報が少しも漏れないように白井に頼んだ。

「承知しました。すぐに行ってまいります。決して口外いたしませんのでご安心くださいませ」

　白井は何も勘繰ることなくすぐに応じてくれた。

「白井さん、ありがとう」

　彼女には信頼を置いていた。一族の人間に辛い仕打ちをされても、白井だけは変わらずに接してくれていた。律樹と光莉のことを見守ってくれていたようだし、若奥様と呼んで目をかけてくれたことを感謝もしている。

　たとえ彼女に裏切られたとしても、病院に行ったわけではないし、まだ判定する前ならいくらでも言い逃れくらいはできるだろう。白井には今まで親切にしてもらったのに、そんなふうに考えてしまう疑心暗鬼な自分に嫌気がさしてしまう。

　ここにいると考え方が変わってしまうのだろうか。水が濁っている方へと移ろっていくように。

　そして光莉は白井に買ってきてもらった妊娠検査薬でひとりになってから検査をし、その結果、やっぱり……と腑に落ちていた。くっきりと妊娠陽性の判定ラインが浮かんでいたのだ。

　妊娠している――。

　律樹との赤ちゃんがお腹の中にいる。

　彼に愛されて授かった命がここにある。

　かつて途絶えかけた律樹との縁が結ばれて、そして繋がり合えた。奇跡のような運命を感じる。

　律樹が知ったらどんな顔をするだろう。彼がとても喜んでくれる笑顔が自然と思い浮かんで、胸が甘く締めつけられた。

「……っ」

　どうして今なのだろう。光莉はその場で泣き崩れた。

　愛する夫との子どもを授かることは、奇跡のように嬉しいことのはずなのに、どうしてこんなにも絶望を抱いてしまうのだろう。

　どうして律樹とはこういう再会のし方しかできなかったのだろう。もしも違う出逢い方をしていたら、普通に幸せな家庭を築けただろうか。今頃手放しで抱き合って喜んでいただろうか。そんなふうにありもしない想像をしてしまう。

　気分が少し落ち着いたあと、光莉は今後の身の振り方をどうすべきか考えていた。

　このままではダメだ。力をつけないと。何も守れない。常盤家の状況を考えたら、これまで以上の地獄が待っているかもしれない。

　愛人の子がコマのように扱われる様を目の当たりにしてきた。数々の仕打ちを考えたら、このままではお腹の子も颯太や律樹のような目に遭うかもしれない。麻美の嫌がらせは続くだろう。何よりも脅威なのは常盤家の当主である修蔵の存在だった。

　赤ん坊を取り上げたあと、光莉だけを追い払うことが容易に想像できた。

（そうはさせない）

　とはいえ、現状、光莉にできることは、ただ隠し通すことだけだ。それも、お腹が大きくなってきてからは通用しないだろう。

　もう幸雄はこの世にはいない。父がいない今、主力商品のブランド名も変わった「山谷食品」を守ることに意味があるのかわからない。脅されていて律樹には話をすることができない。颯太は味方ではなかった。白井にこの件で相談してみるべきだろうか。けれど、もしも話が漏れてしまったらと思うと怖い。完全に安全な場所は常盤家の中にはない。

　どうすべきなのだろう。どうしたらいいのだろう。

　答えはいつになっても出ないままだった。
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　金沢で父の四十九日の法要に出席したあと、もういっそこのまま東京に戻らず逃げ出してしまおうかという衝動を何回やりすごしたかわからない。律樹は山谷食品の新事業の件で金沢に残っている。光莉を心配して一旦一緒に戻ってくると申し出てくれたが、妊娠を覚さとられたくないという思いもあり、光莉は大丈夫だと断った。

　鎖に繋がれたような気分で東京の邸へと戻る途中、光莉は乗っていたタクシーの窓越しにある人の姿を発見する。

　無視してもいいかと思ったが、なんとなく気がかりになり、タクシーが邸の門に到着する前に、光莉は運転手にここで降ります、と告げた。

　タクシーが去ったあと、光莉は男に近づき、声をかけた。

「変装してるみたいだけど、この邸のまわりをうろうろして平気？」

　帽子を目深にかぶってサングラスをしていた男が、こちらを驚いたように見る。

　その男は、颯太だった。彼は周りを気にかけながら、光莉に近づいてきた。

「あなたのことが気になってた。一応、謝ろうと思って」

「やっとの思いでここから出たのに、わざわざ言いに来たの」

　光莉が呆れたように言うと、颯太はばつの悪そうな顔をして歩み寄ってきた。

「ひとりだけ足抜けしたみたいで、なんとなく後味が悪かったからね」

「あのあと、どうしていたか気になってたわ」

「一悶着はあったけど。すぐに解放されて晴れて自由の身だよ」

「そう。とりあえず……無事ならよかった」

　光莉はほっと胸を撫で下ろした。見たところどこか大怪我をしているわけでもない。座敷牢がどうのという話をしていたので密かに心配していたのだ。あのままでは夢見が悪い。

「ちょっと待ってよ。あなたさ、お人よしすぎない？　俺はあなたを騙した人間だよ。あんな目にまで遭って……どうかしてるよ」

「もちろんあのことを許す気はないわ。でも、あなたにとっては雇用主に命じられれば、仕方なくやるしかなかった。『忍びの仕事』だったんでしょう。おそらくあなたも弱みを握られていたんだってわかったもの」

　一瞬だけ見せた悲しい顔を、光莉はよく覚えている。そうでもなければ、颯太がひどいことをするような人ではないことも一緒にいて感じていたことだ。きっとあの蔵でのことも暴行するように命じられていたと思う。だが、彼は写真に撮ってふりだけで終わらせた。

「……そうだとしても、光莉さんを傷つけたのは事実だよ」

　まるで颯太の方が傷ついたみたいだった。そんな彼を見ていたら責めることなんてできなかった。

「だいたい本当の悪人だったら、わざわざ謝りにきたりしないわ。一緒に過ごした時間すべてが嘘だなんて思えない。庭師の仕事も本当は好きだったんじゃない？」

　颯太は困ったように笑った。

「逞しいのかお花畑なのか、よくわからない人だな。まあ、あなたのおかげで俺も自由になれたわけだし、一緒にいた時間が楽しかったのは本当だ。感謝してるよ」

　きまりわるそうに、だが朗らかに颯太は言った。

　縛られていた世界から解放された彼はどこか力が抜けていい表情をしているように思う。

「逞しくなんてないよ。私も今すぐ逃げ出したい。自由になりたい」

　光莉は無意識に口にしていた。これからまた籠の中の鳥にならなければならない。お腹の子のこともいつまで隠し通せるものか。答えは出ていない。一番は、邸から出て子どもを産むことだ。

　光莉がそっとお腹に触れると、颯太はピンときたらしい。

「待って。光莉さん、ひょっとして妊娠してるの？」

　光莉は頷くことなくただ黙っていた。

　今さら颯太が光莉を危険な目に合わせるとは思わなかったが、監視はされているかもしれないからだ。

　しばしふたりの間に沈黙が流れた。

「手伝ってあげようか」

　颯太の言葉に、光莉は弾かれたように彼を見た。

「忍びらしく、あなたをこっそり連れ出して逃げることくらいはわけないよ。こっちは色々そういう伝手がある」

　冗談で言っているわけではないということが、彼の表情から伝わってくる。

　光莉の中に迷いが生じた。

「勘違いしないでほしいんだけど、そそのかすつもりで言ったんじゃないよ。これは、あなた次第だ。生活の面倒まで見られないから、光莉さんにどこか行く当てがあるなら……だけどね」

　行く当てと聞いて、光莉が思い浮かぶのは金沢の実家と山谷食品のこと。けれど、せいぜい実家に籠城するだけで関の山だろう。すぐに連れ戻されるのが目に見える。それでは意味がない。

「それと、忘れたわけじゃないよね？　あの家から逃げれば、あの人にあの写真を突き付けられることになる」

　乱暴されたと見せかけたあの蔵での出来事が再び鮮明に蘇ってきて、光莉と颯太はお互いに気まずくなり目を逸らした。

「……あれを使って、俺との関係を歪曲されて吹聴されるかもしれない。光莉さんのお腹の子の父親は、あの人じゃなくて俺だってことにされるかもしれない。汚い女とは手を切れと言い募るかもしれない。スキャンダルをでっちあげるかもしれない。お腹の子だけを奪って、あなたを追い出すかもしれない。新しい婚約者にすげ替えて、お腹の子は俺のように忍びをさせられ家畜にされる。反論を阻止するために、山谷食品を今からでも潰すことだってわけないさ。修蔵の考えそうなことはいくらだって何だって思いつくよ」

　颯太は乾いたため息をついた。

「颯太くんの考えは間違っていないと思う」

【余計なことを喋れば、すべて容赦なく潰す】

　スマホに残されたメッセージを表示し、颯太にそれを見せた。颯太はかぶりを振った。

「その送り主は俺ではないね」

　ということは、修蔵以外には考えられない。麻美が脅しに使ったことも考えられるが、彼女に実際そんなことはできるはずがない。当主を恐れているのは彼女も一緒なのだ。

　修蔵の立場ならば容赦なく何でもできる。だからこそ律樹は政略結婚と結び付けて光莉を守ろうとした。

　けれど、修蔵はさらにその裏に手を回している。修蔵の前では正義や正論や正当な手段など通用しない。平気で人を陥れ入れる。脅しだけで済むとは思えない。ほんとうにすべてを潰そうとするだろう。

　修蔵のことを考えると、ぞくりと悪寒が走った。

「きっとこれからも何かあるたびに脅される。律樹さんに告げ口をすれば彼に何をされるかわからない。私が一番守りたかった父はもうこの世にはいない。父の代わりに守りたかった山谷食品は……前のような姿ではなくなってしまった。このままではただの奴隷でしかないわ」

　それなら、なんのための政略結婚だったのだろう。結局、そこに考えが行き着いてしまうのだ。

　常盤家に来てから、本当の夫婦になりたいと願い、律樹となら叶えられると信じて、至らないながらも努力してきたつもりだ。

　律樹のことは愛している。彼とこれからも一緒にいたい。乗り越えていきたい。その気持ちはたしかにあった。けれど、この状況では、常盤家の中で出産してからの未来が思い描けない。きっと今のままでは律樹も光莉も共に不幸になる。そんな悪い予感しか描けなくなってしまった。

　戻っても地獄、逃げても地獄。

　それなら――。

　少しでも未来を開ける可能性がある道を選びたい。

「連れ出して」

　光莉は意を決して告げた。

「本気？」

　颯太の方が戸惑った顔をしている。

「どうしてそんな顔をするの。冗談だった？」

「まさか。そこまであなたに意地悪する理由はないし。でも、いいの？　あの人のことを諦めても……愛しているのは、本当だったでしょ」

　諦めたくはない。騙すことはしたくない。

　律樹との子どもを授かったことを、誰よりも喜んでほしかった。けれど……。

「愛しているから……愛しているからこそよ」

　泣きそうになるのを我慢して、光莉はそう告げた。颯太は意表を突かれた顔をする。

「あなたなら、夫婦で手を取り合ってこれからも頑張っていくつもりだって綺麗ごとを言うかと思った」

　責任を感じたのだろうか。颯太はそう言って肩を竦めた。

「正攻法だけが正解じゃない。綺麗ごとじゃ大事な人を守れないことがよくわかったもの」

　律樹がどうして政略結婚を考えついたのかが今になってよくわかる。正攻法では修蔵には敵わないからだ。そして実際、修蔵は手強い相手だった。

　汚い手を使って陥れることを平気でする修蔵が、律樹に何をするかわからないと思うと怖い。修蔵の手に渡った我が子がどんなふうに利用されるかと考えるだけで悍ましい。

「愛しているからこそ守りたいの」

　律樹を守りたい。彼が光莉を守ってくれたように。そして、律樹と子どもを守りたい。それが、自分に今できる最良のことではないだろうか。その願いを叶えるためには、このまま常盤家に身を置いておくわけにはいかない。時間は、有限なのだから――。

「覚悟はできている？　もしもあの人との子を妊娠しているということが知れたら、あなたは常盤家の次期当主の種を盗み出し、勝手にいなくなった誘拐犯っていうことにされるかもしれない」

　颯太は光莉を試すような目で見た。誘拐犯という言葉が胸にずっしりと重たく沈み込んでくる。

「きついこと言ってごめん。でも、そんなふうに当主はあなたから子どもを引き離すことくらい平気でするよ。そして、あなたが最も苦しむだろう残酷な手段を選んでくる。常盤修蔵はそういう人間だ」

「……そうね。そうでなくても、端からそうだったのよ。律樹さんさえいればいい、跡継ぎさえ残せばいい、そして私はいつか追い出される運命だった」

　光莉はハッとした。

「もしかして、それを知っているからこそ麻美さんは雄介さんとの子どもを作らない……いえ、時間稼ぎをしているの？　常盤家から追い出されないために？」

　子どもは道具だと、修蔵は考えている。都合のいいように選別するために愛人の子を住まわせているくらいだ。麻美に子どもが生まれれば、光莉と同じように修蔵の声ひとつで用済みの烙印を押される可能性はある。そのことをあの麻美なら察しているかもしれない。その刻限を引き伸ばすことで、最大限の恩恵を受けようということではないだろうか。実際、修蔵は雄介を跡継ぎにするという考えはないようだ。

「そうだよ。正直者が馬鹿を見る世界だよ。光も何もない闇の中。呼吸するのだけで精一杯の世界だ」

　颯太は苦虫を噛み潰したような顔をする。そして、最後の答えを求めた。

「罪滅ぼしとして、あなたが望むなら、その願いは叶えてあげるよ。よく考えて」

　颯太は名刺サイズの紙を光莉に手渡した。知らない番号とアドレスだ。

「適当な名前で登録してその紙は捨てて。履歴は残さないように気を付けて」

　光莉は黙ったまま頷く。颯太はじゃあ、と踵を返した。

　これこそが悪魔の契約だとしても、光莉にはもう選択肢が残されていなかった。

（律樹さん、ごめんね……もう、大事な人が傷つくのを見るのも、失うのもいやなの。あなたを守りたい。この子は私が大事に育てるから……だから許してほしい）




　翌日――。

「私と別れてほしい」

　光莉は律樹とふたりきりになってから、そう告げた。

　常盤家を出て行くためには、律樹にも協力してもらわなければ無理だと颯太と話して決めたことだった。

　きっと律樹は光莉のためならば身を引くだろう。そのために協力は惜しまないだろう。それなら、それを利用して、無理矢理に逃げ出すよりも、律樹に手助けをしてもらった方がいいという結論が出たのだ。

　そのためには、彼を騙し、偽り、傷つけなければならない。どんなに心が痛くても、この先の未来のために、乗り越えなくてはならない。

「本気で言っているの？」

　律樹は光莉の心を覗き込むように問いかけてきた。目を逸らしたら追及されそうで、光莉は必死にこらえた。

「元々、政略結婚からはじまったんだし、父が死んでしまって、山谷食品を守る意味もなくなってしまった。ご当主はあなたがこの家を継いでくれたらそれでいい。今の私を縛っているのは……律樹さんだけなのよ」

　そう、修蔵の執着心はすべて律樹に向けられたもの。今、律樹と離れなければ、お腹の子を守ることはできない。

「耐えられなくなった？　悩んでいることがあるなら言って。俺が必ず力になる」

「そういうことじゃないの」

「常盤家から離れたいなら、俺も一緒に出て行こう」

　どこまでも光莉のことを考えてくれている律樹を愛おしく思う。

「そんなことできるはずないでしょう。あなたは望まれてここにいるんだもの。そんなことはできないってあなたが一番よくわかっているはずよ」

　律樹の表情が苦悶に歪む。離すまいと、光莉を閉じ込めるように抱きしめた。

「君を手放したくない。頼む。もう少しだけ時間をくれないか。俺が必ず君を守るから。そのために俺はっ」

　律樹の言葉を遮り、光莉は頭を振った。

「無理よ。今のままじゃ無理」

「光莉、こっちを見てくれ」

「無理なの。律樹さんと私じゃ一緒に生きていけない。何もかも違うんだってわかった」

　目から涙が溢れて視界がぼやけていく。その一方、心の中にある想いがはっきりとたしかなものであると実感していた。

「愛してる、光莉」

　切実な彼の声が鼓膜に届いて、息が止まりそうになった。

「君を、愛しているんだ」

　――私もあなたを愛している。そう言ってしまいたい。

「光莉は、俺を信用できないのか？」

　――あなたを心から信じている。そんなふうに本当は伝えたい。

　けれど、それはできない。愛しているからこそ、言葉にはできない。

　光莉は震える唇を開き、想いとは裏腹の嘘をつく。

「ただ、私を、自由にしてほしい」

　――本当は、ずっと、あなたの側にいたい。

　何かを告げようとしている律樹に、光莉は彼のその言葉を封じるように先に告げた。

「あなたと再会できたことは幸せだったと思ったよ」

「これから君を絶対に幸せにする。前に約束しただろ。結婚式を挙げるっていう約束、ちゃんと叶えよう」

　光莉は首を横に振った。

「結婚式だってお父さんに見せられないんじゃ意味がないわ。常盤家の一員になること、私には荷が重かったよ。律樹さんのようにはうまく立ち回れない。もう心がついていかないの。協力して、解放してほしい。それに、私ほかに好きな人ができたの」

「光莉……本気で言っているのか？」

　律樹が光莉の肩を抱く。その手を、光莉は押し返した。

「ねえ、りっちゃん、やっぱり訂正するわ。私たちは再会しない方がよかったのかもしれないね。綺麗な思い出のまま、あの頃の私たちのまま……」

「俺は後悔なんてしなかった。君に、ずっと会いたかったんだ。君も同じ気持ちだったんじゃないのか？」

　ずっと会いたかった。彼に恋をしていた。そして、彼を愛してしまった。

「守ってくれたことは感謝してる。色々私のためにしてくれたことも嬉しかった。これから、あなたに迷惑をかけてしまうこと、本当にごめんなさい」

　涙がこぼれないように、ただそれだけ。

　泣くのはあとからでいい。

　愛している。だからこそ、今は離れなくてはいけない。どうかわかってほしい。




＊　＊　＊




『わかった。父には俺から伝える。根回しもしておくよ』

　律樹が告げた途端、ホッとした表情を見せた光莉のことが忘れられない。

　あんなに辛そうに訴えてくる光莉を見ていたら引き止めることなんてできなかった。今すぐに光莉を自由にしなければならない。離したくないという想いの傍ら、そんな感情に駆られた。

　幸雄が亡くなってからの光莉の様子を見て、律樹はそう覚悟をしていた。父親の死だけではない。彼女は明らかに家の中で身の置き方に悩まされている。

　律樹に心配をさせまいと、何も打ち明けてはくれない。白井に聞けば、麻美からの虐めはエスカレートしている様子で、気分が塞いだまま、体調が芳しくないようだという話だった。

　光莉を守りたくて選んだ結婚だったが、自分が選んだ道は間違っていただろうか。そんなふうに振り返る。もっと自分に力があれば、光莉に苦労をさせずに済んだかもしれない。今は必死に根回しをすることくらいしかできない己の無力さが憎らしい。

　律樹は光莉のことを案じながら、修蔵に光莉との離婚について願い出た。

「離婚だと？　ああ、光莉さんがとうとう音を上げたのかね。思い知ったか？　あのお嬢さんでは務まらなかったということだ。まったく。とんだ茶番に付き合わせてくれたものだな」

　執務室のプレジデントチェアに深く背を預けたまま、修蔵はふんと鼻で笑う。

「光莉を悪く言うことはいくらお父さんでも許しません」

　律樹がまっすぐに糾弾すると、修蔵はすぐに興ざめしたように真顔に戻った。

「ふん。おまえに何ができるというのだ。で、山谷食品の件はどうするつもりだ。あの女が出て行くというのなら、もう目をかける必要もないだろう。経営の建て直しは見事だった。だが、おまえはまだまだ甘い。そろそろ手を引いたらどうだ」

　修蔵はさも愉しげに微笑を刻んだ。

「お父さん、あなたは……」

　律樹は言葉を失う。まだ修蔵は何かを企んでいる。手中にあるのだと思い知る。憤りで身体が震えだした。

　獣が睨むような目をしていたかもしれない。修蔵は一瞬、意外そうな顔をしたあと、ふむとため息をつく。

「離婚は構わない。だが、跡継ぎの搾取は断じて許さん。あの女が律樹の種を盗んだ可能性は否めない。あの女の動向はしばらく確認させてもらうぞ。万が一、子を孕んでいたとしたら、子どもだけは奪い返さねば」

　律樹は修蔵の冷酷無情さに閉口する。

「正気ですか？　どうしてそこまで執着するんですか。俺がここに残ればそれで済む話ではないですか。させませんよ、そんなことは。彼女が一体どんな想いで山谷食品を守ろうとしたか、心のないあなたには理解できないでしょうね」

　小さな身体で精一杯強がっていた彼女を、大きな瞳から今にも溢れ出しそうな涙をこらえていた彼女を、それでも笑顔を絶やさずに頑張ろうとしていた彼女を、どうしたらそんなふうに痛めつけることができるというのだろう。

「あの女に執着しているのはおまえではないか」

　修蔵は冷ややかに言い放った。

「あなたには心から愛した人はいないのですか？」

　睨み合いが続いた。

　修蔵の顔から興味の色が失せた。

「もういい。おまえは他に見繕って跡継ぎを産ませる女を連れてきなさい。そのへんの野良猫ではない。良家の娘だ。それで手を打とうじゃないか」

　どこまでも悪魔のような男だ。この男が自分の父親だと思いたくない。

　母が亡くなって施設に入るしかなかった自分を引き取って何不自由なく大学を卒業できるまで面倒見てくれたことには感謝をした。だが、そこには息子への愛情があったからではないということを改めて思い知る。今日この日ほど父親をこれほど憎く感じたことはない。

「お父さん、俺はあなたが不正に関わっていることを知っていますよ。いつか、痛い目を見るのはあなたの方だ」

　修蔵は肯定も否定もしない。

「ばかばかしい。不正だと？　思い違いも甚だしい。私は当主として代表として、これまで当然のことをしてきたまでだ」

「それで苦しむ人間がいることも、当然だと言いたいのですか？」

「おまえは甘い。甘すぎるのだ。常盤家次期当主としての自覚があるのなら、よく理解することだ。今のおまえごときに何ができるというのだ」

　ただそれだけ言い放つと、チェアごとくるりと律樹に背を向けた。

　律樹は歯噛みしながら、修蔵と取引をしたときの話を思い浮かべていた。




　律樹が光莉に政略結婚と山谷食品の買収を持ち掛ける数ヶ月前。

　律樹は、修蔵の差し金で山谷食品に危機が訪れていることを知った。その折りに、修蔵が数々の不正を重ねている疑惑が浮かび上がってきたのだ。

　その証拠を探るべく水面下で調べていたのだが、正攻法で明るみにするには圧倒的に時間が足りなかった。証拠さえ揃えられれば、修蔵の失脚は免れないのに。そのとき律樹にできることは唯一、山谷食品への圧力を止めさせ、光莉を側においておくことだったのだ。

『山谷食品への融資を止めるよう圧力をかけているのは父さんですよね？』

『……だとしたら？　ライバル会社をつぶそうと思うのは自然なことでは？』

『常盤の何倍も小さな企業をライバル視？　そんなわけない。なにが望みですか？』

『お前がどうしても私の後を継がないというから、いろいろ調べてね。お前がやたら山谷食品を気にかけ調べているのを知ったんだ。そこの社長令嬢とお前は幼馴染だな』

『関係ありません』

『私の願いはただひとつ、お前が後を継いでくれればそれでいい』

『わかりました。後を継ぎますから山谷から手を引いてください』

『ものわかりがよくて助かる。跡取りになるならさっそく縁談を……』

『そのかわり、ひとつ条件があります。山谷食品の娘と結婚をさせてください』

　一度潰そうとした会社は徹底的に潰す修蔵の傾向はよく知っている。山谷食品を守りつつ、彼女にも手出しをさせないように律樹が考えたことだった。無論、彼女を忘れられなくて結婚したいと思ったことも事実だ。




　修蔵の不正を暴くには労を要した。信頼できる部下を囲い、証拠を揃えるまであと少し。それだけではない。修蔵の失脚後に律樹を待ち構えているのは会社の刷新だ。

　父に求められて常盤の会社に入って以来、金と権力に物をいわせてきた会社を内側から変えていきたいと、律樹は考えていた。

　しかし残念ながらまだそこまでに至らない。山谷食品の部門の責任者になり、経営の建て直しをしながら、下請けの中小企業が苦しんでいる事実を目の当たりにし、なんとか変えていかなければと思った。

　光莉を幸せにしたい。そう思って邁進してきたつもりだったったが、それは独りよがりだったのだろうか。彼女に心配をかけまいと余計なことを話さずにいた。だが、すべて打ち明けるべきだったのだろうか。

　なんとか光莉を引き留めておきたかったが、彼女はもうとっくに限界を迎えている。自由を奪うわけにはいかない。好きな人がいると言われてしまえば、彼女の心が離れてしまったのなら、どうすることもできない。

　せめて、山谷食品を父の好きにさせないようにすること、父の魔の手から光莉を逃がすことくらいしか律樹にはできない。

　修蔵との話のあとで、自分の無力さに虚しくなり、律樹はリビングのソファに乱暴に身を投げ出し、頭を抱えた。

「よかったじゃないの。女主人を務めるなんてやっぱり荷が重すぎたのよ。あの女には」

　麻美が愉快そうに笑う。くすくすと耳障りな声だった。

「わざわざ立ち聞きしていたのか？」

　律樹は麻美を睨んだ。

　光莉がどんな想いで決断したのかを考えたら、彼女と同じ言葉を簡単に口にしてほしくなかった。

　律樹は光莉のためにどうすればよかったのか、葛藤に苦しみ続ける。このまま終わるわけにはいかない。光莉を守るためには、これからやるべきことをし尽くさなければならない。

「お義兄さんは何も知らなかったでしょう」

　ほら、と突き付けられた画像には、颯太と光莉が仲睦まじく裏庭の縁側で過ごしている様子が映し出されていた。律樹はそれを見てショックを受けるどころか、腑に落ちていた。むしろ、ホッとしてもいる。彼女は、一条の光を見つけたのかもしれない。

「好きな人……か」

　自分は一体何をやっていたのだろうか。この忌々しい箱庭にどうして光莉を連れてくることが正解だと思ったのだろう。あのときはそうするしかないと思った。だからこそ、律樹は常に光莉を気にかけていたつもりだったが、それは傲慢な考え方だった。

　結局、光莉を閉じ込めておいたのは律樹なのだ。傲慢な自分の行動が修蔵のＤＮＡを受け継いでいる証に思えてゾッとする。光莉の笑顔を奪ったのは……修蔵ではなく、常盤家の人間ではなく、自分だったかもしれない。

　律樹は湧き上がる不甲斐なさを握り潰すように拳をギュっと握りしめた。

　光莉が颯太に惹かれるのも無理はないだろう。彼女は癒しと安らぎを求めていた。

　彼女を守るつもりでいたのはただのエゴで、傷つけていたのは、自分のせいだった。

　彼女が自由を望むのなら、それが彼女の願いならば、光を見つけたというのならば、好きな人と幸せになる未来が欲しいというのなら……見守ることが愛ではないだろうか。

　しかしそう言い聞かせてすぐに納得できるほど、律樹の光莉への想いは簡単なものではなかった。

　自分は傘になり、盾になり、陽だまりになると誓った。彼女を愛している以上に、彼女を守りたかった、はずだった。

　君を守りたい、救いたいという気持ち以上に、今はただ――君を愛している。

　今は手放すしかない。だが、いつか君を取り戻すためならなんでもする。そう言ったら、君はどんな顔をしただろうか。結局、彼女の苦しそうな顔を見たら、何も言い出せないままだった。










◇８　さよならは未来のために




　常盤家を出る当日――。

　律樹に外まで送ってもらったおかげで、光莉はすんなりと邸の外に出られた。

（……ごめんなさい、律樹さん）

　婚約指輪と靴は律樹に直接返した。彼が何も言わずに受け取ったのを見て、心臓が握り潰されそうな気持ちだった。

　律樹がくれた指輪に今までどれほど励まされてきただろう。プロポーズしてくれたときは驚くほど嬉しかったし、律樹が不在のときには支えになった。

　本当は思い出のひとつを持っていたいと思った。けれど、あの指輪や靴には彼の誠意や愛情が詰まっている。彼を裏切ってしまった光莉には持っている資格はないのだ。

　シンデレラの魔法は解けた。

　光莉は元の世界に戻らなければならない。

　現実を生きるために、一日も早くここから離れなくてはいけない。

　それでも――。

　律樹の姿を目に焼きつけておきたくて、門の前で佇んでいる彼のことが気になって、一度だけ振り返った。

（律樹さん……りっちゃん）

　離れたくない。愛してる。側にいたい。この期に及んで迷いが生まれてしまいそうになり、光莉は振り切るようにまっすぐに前を向いた。

　行先の詳細は告げず、しばらく友だちのところに身を寄せるとだけ言っておいた。律樹にも修蔵にも常盤家の人間には誰にも知られるわけにはいかない。

　光莉は常盤家から出たあと、しばらく歩いて様子を確認し、離れた路地裏で待機していた颯太に合流した。

　誰かに尾行されていないか、盗聴器やＧＰＳの類がついていないか、颯太が念入りにチェックをしてくれた。

　万が一に追手を仕向けられたときのことを考え、東京から出る手段に電車やバスを利用せず、颯太の親方の名義で借りたレンタカーを使わせてもらうことになった。

　目的の場所までは、東京から車でだいたい六時間程あれば到着するが、修蔵の動きが読めない今は、なるべく遠回りをしながら、数日かけて向かうようにした方がいいという颯太の提案に乗ることにした。

「本当にいいんだね？」

　出発する直前、颯太が尋ねてきた。

　光莉は迷いを振り切るように、即座に頷く。

「光莉さんには幸せになる権利があるし、幸せになってほしいと思ってるよ」

　颯太は言って、軽ワゴン車を走らせた。

　遠ざかる景色に目もくれず、光莉が黙ったまま俯いていると、颯太は大仰にため息をついた。

「泣きたいときは泣いてもいいんじゃないの。もうそろそろ限界でしょ」

「……平気よ。泣いてる場合じゃないもの」

　光莉は膝元で手をギュッと握った。

「そう。頼もしいことだね」

　本当はすぐにでも涙腺が決壊しそうだった。でも、今告げたとおり、泣いている場合ではない。現状を打破するためには、まずは無事に目的の場所までたどり着かなければならないのだから。光莉は涙がこぼれないように、ギュッと唇を噛んだ。

　光莉が目指したのは慣れ親しんだ石川県だった。しかし実家そして山谷食品の事業所や工場のある金沢市内にいれば、当然居所が知られる可能性が高まってしまう。そこで、光莉は山谷食品の工場に古くから勤めていた従業員の三津早苗の元を頼った。

　幸雄が亡くなる少し前、早苗は腰を痛めて工場を辞めていた。今は能の登と半島の北西にある輪わ島じま市にある実家に帰っている。早苗に事情を話して新居が決まるまで身を寄せさせてもらえないか相談すると、息子夫婦が三年前にワイナリーの経営をはじめるために家を出ていったらしく、今は部屋が余っているらしい。家事手伝いをする代わりに、しばらく置いてもらうことになった。

　東京を出発したあと、その日の夕方には金沢市に入り、それからビジネスホテルに一泊し、翌朝また金沢市から二時間ほどかけて輪島市に入った。

　颯太とは道の駅で別れることになった。

「ここからはひとりだけどいい？」

　トランクから下ろしてもらった荷物を受け取り、光莉は頷く。

「ここまで連れてきてくれてありがとう。颯太くんがいなければ、叶えられなかったよ」

「いいよ。ドライブは嫌いじゃないし。せいぜい倒れないように頑張りなよ」

　照れくさそうに颯太は言って、それから、じゃあねと手を振った。

　颯太を見送ったあと、光莉は荷物を持ってスマホで早苗の家までの地図を確認しながら歩いた。

　ナビに頼ると細かい道に迷いそうになってしまう。右往左往していると、途中まで早苗が迎えにきてくれたらしい。彼女が向こうから手を振ってやってくるのが見え、光莉はたちまち胸がいっぱいになった。

「光莉ちゃん、随分久しぶりやねえ。元気にしとったの？　なんだか痩せたみたいやないの」

「ご無沙汰していました。早苗さんは、腰の方は大丈夫ですか？」

「あーあ、まぁ年やからね。実を言うと、仕事はいつ辞めても良かったんよ。息子夫婦が出ていって寂しくなったのもあってここ数年は気を紛らわすために続けていたようなものでぇ、元々あの工場が好きやったからいたようなもんやし」

「ムードメーカーの早苗さんがいなくなって、みんな寂しがってるでしょうね」

「私のことより、光莉ちゃんの話。社長のことは残念やったね。あんまりにも急やったよね……」

「はい……」

「社長、東京に出て行った光莉ちゃんのこと、よう心配していたんやよ。毎日気にかけてたわ。あんまりしつこくするのもいけないかって悩んでたみたいでねぇ」

「父には心配させたくなかったのに、結局、心配させちゃったまま……こんなことになって……本当に申し訳なく思っています」

　涙がこみ上げてきて、我慢すればするほど、言葉が詰まってしまう。

「光莉ちゃん、ずっとそうして自分を責めてきたんやね。こればかりはね、誰のせいでもないよ」

　早苗の瞳にも涙が浮かんでいた。まるで自分のことのように、本当の娘にそうするみたいに、強く手を握ってくれる。

「泣きたいときは、ちゃんと泣きなさい」

　泣いたらだめだとずっと呪文をかけていた。けれど、光莉はとうとう我慢できなくなってしまった。

　ちゃんと泣くということがどういうことか、わかっていなかった。

　寂しい、哀しい、辛い、言葉にして、感情のままに泣くことだった。

　うんうんと頷きながら背中をさすってくれた早苗の手が、遠き日に亡くなった母の温もりを思い出させてくれ、よりいっそう父のことが恋しくなってしまった。光莉は子どものように泣きじゃくった。

　それから――。

　早苗の家に到着したあと、光莉は海の見える側の部屋を借りることにした。

「遠慮せずに好きに使ってちょうだい」

「ありがとうございます。早苗さん」

「落ち着いたらご飯にしましょう。気分が良さそうだったら、お手伝いしてくれる？」

「はい。もちろんです」

　窓を開けると、すぐ目の前に日本海の濃紺の海がきらきらと煌めいているのが見える。湿った風と潮の匂いを感じながら、庭の日陰に残った雪の合間にぽつぽつと伸びはじめた土筆つくしの姿を発見する。季節は冬に別れを告げ、あたたかな春を迎えようとしていた。
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　颯太はその後も定期的に光莉に会いにきた。

　てっきりあの日が最後だと思っていたのだが、これは忍びとしての務めだといって彼はふらっと現れ、その都度、互いに近況を報告し合った。

　颯太は当然のように律樹の話題は出さなかった。ただ、常盤家の現状や光莉の所在がバレていないかなど、見知った限りのことだけを教えてくれるだけだった。

　早苗のところに身を寄せてからまもなく一ヶ月が経過するが、今のところ常盤家が光莉に対して何かをしようというそぶりはない。律樹にきちんと別れを告げたことで、きっと律樹が光莉を修蔵から守る防波堤の役割を担ってくれているのかもしれない。

　本当は律樹が今どうしているか知りたい。遠くからでいいから顔が見たい。せめて声が聞きたい。少しでも気を抜くと未練が募った。

　当然そんな権利は光莉にはない。それに、律樹のことを必要以上に思い浮かべると、どうしても胸がざわざわして苦しくなってしまう。恋しくて呼吸ができなくなりそうになる。だから今はとにかくなるべく考えないようにする時間が必要だった。

　颯太は埼さい玉たまの方で新たに腕のいい庭師に師事し、その庭師の弟子として働きながら造園技能士の資格の勉強をしているらしい。

　常盤家を出る際、彼はしばらく遊べる資金があると言っていたけれど、仕事の話になると彼は活き活きした顔をしていたし、本来、働くのが好きなのだろう。

　颯太がよくいう『足抜けをした同志』としては嬉しく思う。光莉も新しい人生をスタートさせなければ、という勇気をもらった。

　光莉はというと、早苗と一緒にハーブの手入れをしたり野菜を育てたりしながら、のんびりと家事をさせてもらい、毎日一緒にふたりで食卓を囲んだ。

『うちは息子だけやから、本当に娘ができたみたいで嬉しいわ』

　居候している身なので、早苗がそう言ってくれるのが幸いだった。

　妊娠の週数が進むにつれ、つわりがひどい日もあったが、それも日に日に落ち着いていき、お腹のふくらみもわかるようになっていった。

　しばらくすると、颯太は仕事が忙しくなったのか顔を見せることが少なくなり、早苗との暮らしが馴染んで日々を過ごすうちに安定期を迎え、やがて胎動を感じるようになった。

　我が子への愛おしさがよりいっそう募っていく中、この子を奪われてはならない、この子だけは幸せにしてあげなければならない、という母性が強まっていくのを同時に感じていた。

　いつまででもここにいていいと早苗は言ってくれているけれど、甘えてばかりいるわけにはいかない。本来ならもっと早く出て行かなければならないところだったのに、身重の光莉を気遣い、早苗が引き留めてくれたのだ。出産が終わって落ち着いたら、いくらもない貯金と相談しつつ、新居と働き口を探そうと思っている。

　ふと、幸雄の顔が思い浮かんだ。父のお墓参りには行きたいし、空き家になっている自宅の様子を見に行きたい。山谷食品のことも今どうなっているのか気にかかる。けれど、迂闊に近づくことはできない。できれば、いつかは実家に戻りたいと考えているのだが、それはまだもう少し先の話になるだろう。




「――それ、重たそうだね。お荷物お持ちしましょうか？」

　ある日、久方ぶりに颯太が顔を見せた。心なしか前よりも日に焼けて肌に色がついていた。

　気温が三十五℃以上もある暑い夏の日、臨月に入ったばかりのときだった。

　颯太は光莉の荷物を半ば強引に奪ったあと、手に持っていたラムネ瓶を二本目の前に出し、そのうちの一本を分けてくれた。

　さっそくふたりして喉を鳴らすように飲み干した。

「はぁ。生き返る！」

　光莉はくったりと息を吐いた。額や首筋にまでぐっしょりと汗が流れていく。

「このあたりは風の通りがいいから気持ちいいけど、それにしても暑いもんね。妊婦さんは特に熱中症になりやすいって聞いたよ。気をつけないと」

「ありがとう」

　出産予定日は来月、九月中頃だ。町の助産院に通い、具体的な出産プランを相談した帰り道だった。

　出産は何が起こるかわからない。万が一のことがあった際、大きな市の病院の方が医療体制は整っているかもしれないが、まだ光莉は常盤家のことを警戒している。あれからもなるべく人目につかないように気を配っていた。

　ラムネを片手に、向日葵と秋桜が植樹された段々畑の中を歩きながら、颯太が何の気なしに尋ねてきた。

「これから先はどうするの。ずっと、雲隠れっていうわけにもいかないんじゃない」

「そうだね。早苗さんの息子さん夫婦にも赤ちゃんが生まれるみたいなの。安定期に入ったばかりって言ってたわ。そうなるとますます家族を差しおいて御厄介になるわけにもいかないし……」

　光莉は言葉に詰まった。出産が近づくにつれ、考えていたことでもあった。一生、隠れて暮らすわけにはいかない。一方、光莉が働いている間にこの子を奪われはしないだろうかという不安がつきまとう。

「今はとにかく無事に出産することだけを考える。これから先、この子を守るためならなんだってするよ」

「一応さ、俺も無関係っていうわけじゃないんだよね」

「え？」

　颯太の言っている意味がわからず、光莉は彼の顔を見た。

「その子の父親と俺は、半分は血が繋がっているんだし」

「……うん」

　忘れそうになるが、颯太は律樹の異母弟で、光莉の義理の弟で、お腹の子にとっては叔父にあたるのだ。

　颯太は枝の折れた向日葵が落ちているのを手に取り、それから光莉に差し出した。

「俺が、その子の父親になってあげようか」

　まるで傘をそっとさすように、颯太は言った。

　光莉は颯太に律樹を重ねてしまい、一瞬どきりとしたが、すぐに正気に戻る。

「おねえさんをからかうなら、もう少し内容を考えてね」

　颯太の口調を真似ながら、光莉はおどけてみせる。しかし颯太は真面目な表情を崩さなかった。

「冗談じゃなくて本気。昔は、亡くなった兄の代わりに弟が奥さんを貰い受けることってよくあったんだよ」

「それは昔の人の話で、第一、あなたのお兄さんは……生きてるでしょう」

「そう、あの人は生きてる。あの人は光莉さんがひとりで苦しんでることすら知らない。それなのに、光莉さんはあの人のことを想いながら、ずっと生きていくの？　いつかあの人はあなたのことを忘れて、別の人と結婚して子どもができるかもしれない。でも、あなただけはずっとひとりだなんて。そんなの辛くない？」

　母親に育てられて常盤家に引き取られた颯太は母親の辛さを見知ってきたのだろう。きっと、あの頃の母子家庭にあった律樹のように。

　光莉は答えられなかった。あの頃の律樹のような想いはさせたくないと思う。

「ひとりじゃないよ。お腹の子がいる。それに、いつか……今は無理だけど、私だっていい人を見つけるよ」

　言いながら、そんな未来が来るはずがないと、光莉はわかっていた。ずっと忘れられなかった愛する人との子どもをひとりで育てることがどれほど大変かなんてわからない。誰かに頼りたくなる日がきっと来るだろう。けれど、律樹のことしか考えられないのだ。

「本当に？　それが、俺じゃダメな理由は……あの人を思い出すから？」

「最初は雰囲気がどこか似てるって思ったことあったけど、律樹さんとは全然違うよ」

　久しぶりに律樹の名前を口にした途端、瞳から熱いものが溢れてきた。慌てて手の甲で拭う。

「光莉さん……」

「早く帰らないと。汗が止まらない。目に入ったみたい。染みて痛いよ」

　急に抱きしめられ、光莉は目を丸くする。足元に空になったラムネの瓶が転がっていく。ビー玉が陽に煌めいて、ふたりが重なる影を映している。パニックになりかけた光莉は、とっさに颯太の腕を振り払おうとした。

「颯太くん、離して」

「嫌だ」

　颯太の腕がきつくしまる。

「嫌だって子どもじゃないんだから」

「ひとりで泣かないって約束しないと離さない。早苗さんに聞いたんだよ。光莉さんがたまにこっそり泣いてるってこと」

「……颯太くん」

　颯太のやさしさを感じ、腕をふりほどけなくなる。彼はお腹を圧迫しないようにしながら光莉を抱きしめていた。

　途方に暮れそうになる頃、通りかかる人の声にハッとする。

「あらあら、若い夫婦は微笑ましいわねぇ」

　光莉はとっさに颯太の胸を押し返した。その拍子にふたりの距離がようやく開いた。

「ち、違います。私たちはそんなんじゃ」

「おや。そうだったのかい。お似合いだったからてっきりそうだと思ったんやけど」

　通りすぎていく中年の女性を見送ったあと、光莉はふうっとため息をついた。ただでさえ暑いのに変な汗が流れてしまった。

「光莉さん、茹でだこなの、暑いせいだけじゃないよね」

　揶揄するように颯太は言った。

「そうよ。どう考えても、颯太くんのせいでしょ」

「ふうん。少しは意識してくれているわけだ」

「……まだ言ってる。きっと颯太くんは負い目がある気がしてるからよ。前に罪滅ぼしがどうのって言ってたけど、ここに連れてきてもらったし、色々助けてもらった。だから、あれはとっくに帳消しなんだからね」

　光莉はそう言い、颯太を振り切るように歩みを早めた。

　早苗の家の玄関に到着すると、少し遅れてやってきた颯太が、荷物を玄関先に置いてくれた。

「送ってくれてありがとう。荷物も助かったし、ラムネも美味しかった」

　それじゃあ、と別れを告げようとする光莉に、颯太は一歩距離を近づけてきた。光莉は思わず後ずさったのだが、その拍子に上がり框に躓きそうになり、颯太に腕を掴まれて倒れないで済んだ。

「最後にもう一度だけ言っておくよ。本気だから、俺は」

　颯太は真剣な表情で訴えてくる。彼の想いを無下にするみたいで、光莉はそれ以上はもう否定はできなかった。

「それじゃあね、光莉さん」

　捕まれた腕がじんとする。離れたあともそこは熱を帯びていて、颯太の想いの余韻を刻みつけていったみたいだった。

　また会いにくるといって颯太は帰って行った。

　颯太の気持ちは嬉しい。けれど、忘れることなんてできるはずがない。

　ずっと好きだった。

　今も変わらず愛しているのだから。

　大丈夫。大丈夫、と何度も呪文のように唱える。

　光莉は律樹のことを思い浮かべながら、響く胎動に目を瞑り、そっとお腹を撫でるのだった。
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　光莉が常盤家から出て一ヶ月が過ぎた頃。律樹は光莉の現状を改めて知った。光莉は金沢に帰ったのだと思ったが、それよりもっと北の方に暮らしているようだ。元従業員の女性の家に世話になっているらしい。度々男が出入りしているということだが、おそらくそれは颯太のことだろう。想定していたことだが、改めて突き付けられる事実に、律樹は歯噛みした。けれど、彼女がせめて幸せでいてくれるのなら、それでよかった。

　彼女を守るつもりだった行動はすべて裏目に出た。誰よりも大切に想っていた彼女を幸せにできなかった。律樹は己の不甲斐なさを省み、光莉を家の都合に巻き込んでしまったことを改めて申し訳なく思いながら、彼女がとにかく幸せでいてくれることを願っていた。

　何か困ったことがあったら、力になれることがあれば、夫婦という関係ではなくても、律樹は光莉のことを助けたいと考えていた。

　修蔵が自分に都合の悪い存在を徹底的に潰す性格を律樹はよく理解している。一抹の不安が胸をよぎり、律樹は秘密裏に調査機関を使って光莉の状況を探っていた。彼女にとっては不本意なことかもしれないが、どうしても何もしないではいられなかった。

　調査をはじめてからまもなく、律樹は光莉が妊娠している事実を知り、ショックを受けた。一方で、ある疑問が生まれる。颯太とそういう関係になっているかもしれないということは、麻美の証言と写真によって知っていたが、妊娠の時期、出産予定日などを考えると、どうにも腑に落ちない。

　たった一時だが、たしかに光莉と自分は気持ちが通じ合っていた。光莉は二股なんて器用なことができるタイプではない。

（まさか――）

　あの頃、律樹と光莉は想いを通わせあっていた。政略結婚というはじまりではあったが、夫婦として結婚式を挙げられるように、お互いに同じ目標を持って動いていたはずだった。

　そんなとき光莉がいきなり別れたいと言い出したのはなぜだったのか。光莉はどうして自分から出て行ったのか。父親の死のショックだけでは説明がつかない。修蔵に離婚の話を申し出た際、光莉のことを見下していた修蔵の表情がやけに脳裏にちらつく。

　夏の名残を感じさせる蝉時雨の中、律樹は改めて今までのことを振り返る。それから律樹は突き動かされるように、常盤グループの過去の取引について洗い直し、より詳しい調査をはじめた。

　光莉の現状を知ってから更に二ヶ月が過ぎる頃、新年度の忙しい合間を縫い、決定的な不正を見つけた律樹は、その裏付けのために行動を起こすことにした。修蔵の悪行を暴くのは、一筋縄ではいかないことだろう。

　ある日、会議を終えた律樹は、側に控えていた秘書の水みず澤さわという男に耳打ちをした。

「明日から、関連会社の下請け企業により詳しく聞き取りをはじめたい。ついてきてくれないか」

「……承知しました。動かれるのですね？」

　水澤は律樹が修蔵の不正について調べはじめた際、直接雇った秘書だ。元は関連子会社の重役を務めていた。常盤グループのやり方に疑問を抱いていた彼が本社を訪れ、修蔵に直談判にきたことがある。幸い、修蔵は興味のない人間の顔は覚えていなかった。律樹はそうして次々に協力者を見つけて手を広げ、人脈を築き、引き込んでいった。

　水澤は険しい表情を浮かべ、律樹の決意を問うた。

「ああ、そのために跡継ぎになることを表明したようなものだ」

　律樹は修蔵の動向を確認しながら、水面下で常盤家や常盤グループにおける不正疑惑を突き詰めてきた。その傍ら、常に光莉のことを気にかけていた。

　何としても、彼女を迎えに行かなくては。今すぐには無理でも、一日でも早く、そのためには行動を起こさなければならない。律樹はある覚悟を固めていた。










◇９　愛しい金木犀の香り




「光莉ちゃん、ちょっと買い物に付き合ってもらえない？」

　出産予定日を二週間後に控えたある日の朝、台所で片付けをしていると、早苗に声をかけられた。

「もちろんいいですよ。何を買うんですか？」

「これから出産に向けて必要なものをそろそろ用意しないといけないじゃない？　リストアップしてみたのよ。ベビー服とか玩具なんかも見ておきたいし。今はどんなものがあるのかしらね」

　早苗が光莉の出産を楽しみにしてくれていることが嬉しくて、つられて光莉まで気持ちが浮上する。たしかにこれから必要なものはたくさんある。雑誌やネットなどで情報を収集しているだけで、なかなか外には出歩けていない。必需品ならばすぐ近くの店であらかた揃えられるし、この先のことを考えると贅沢をする余裕はない。何よりあまり人の目に触れたくないという警戒心が常に先立っていた。

　光莉が申し訳なさそうに表情を曇らせていると、早苗が光莉の手を引っ張った。

「こっちへいらっしゃい」

「えっ……早苗さん？」

「気になるなら、変装していきましょうよ。楽しそうじゃない？」

　手を引かれて早苗の部屋に行くと、ウィッグ、つけまつげ、サングラス……普段着ないような派手な洋服。それらがテーブルの上にずらりと並んでいて、光莉は唖然とする。

「近所のみんなから集めたものだから、大したものはないけれど……ね」

「さすがにこれは……逆に目立つかも」

「だめかしら」

　光莉はううんと首を横に振った。早苗の気持ちが何より嬉しかったのだ。

　さっそくふたりはおめかしをして出かけることにした。しっかり化粧をして、帽子と眼鏡をするだけでもだいぶ違うだろう。何より早苗が隣にいてくれるということが心強い。

　ベビー用品メーカーの中に入り、早苗は率先して光莉に必要なものをかごに入れていく。

「本当のお母さんみたい」

　母が生きていたら、今頃こうして一緒に買い物をしていただろうか。

　高校生のときに母が急逝した。そして、父も亡くなってしまった。律樹とは離れてしまった。光莉はますます孤独を感じてしまう。しっかりしなければ。自分のお腹には子どももいる。守らなければいけないのだから。

「光莉ちゃん」

　早苗に声をかけられ、光莉はハッとする。気を抜くと考え事をしてしまう。

「ちょっと深呼吸しましょうか」

「え？」

「いいから、肩の力を抜いて、ね？」

　早苗に言われるがまま、ふうっと呼吸を整える。

「輪島は、あなたのもうひとつの故郷と思いなさいな。そして私のことは第二の母だと思って、何でも頼りなさい。私もあなたのことを娘のように思ってるんやからね。だから、甘えられるのは嬉しいのよ。遠慮される方がずっと寂しいものよ」

「早苗さん……」

　彼女の言葉は何よりも心強かった。

「さ、ベビー服、見てみましょうよ。可愛いのたくさんあるわねえ」

　早苗が声を弾ませ、光莉の腕を絡める。

　光莉は思わず頬を緩ませた。久しぶりに何もかも忘れて買い物を楽しんだ。




　金木犀の香りが漂いはじめる頃――。

　光莉は出産予定日どおりに男の子を生んだ。

　葵あお生いと名前をつけた。庭に咲いている葵の花が、夏から秋へと移り変わる清々しい青空の下、まっすぐに空へと伸びた茎や葉の間から上を向いて空を仰ぐように咲いているところを見たときに思いついた。

　俯きがちな気持ちをすくいあげてくれるような鮮やかな赤色・桃色・黄色・橙色・紫色・白色……色とりどりの花に心を癒された。

　この子の人生がまっすぐに光が降り注ぐ道でありますように、彩りに満ちた人生でありますように。胎動を感じながら夏の日に想いを馳せていた。

　生まれたてのときは、まるでおさるさんのような人間らしくない顔をしていたのに、ひと月経過する頃にははっきりと律樹の面影を宿し、光莉はたまらなくなって泣きながら我が子を抱きしめた。

　あなたが生まれてきてよかったと思える人生でありますように、母としてできることを尽くそう。光莉は心に誓った。

　それからは怒涛の日々だった。

　数時間ごとに起こされ、眠れない中で母乳をやり、頻繁におむつを替え、泣く理由がわからず途方に暮れ、不慣れな育児に追われる日々。

　しかしそれに比例するように葵生への愛おしさが胸に溢れ、律樹のぶんまでこの子をずっと愛していくと改めて決意をした。

　そして、輪島市にきてから二度目の春が訪れた日。生後六ヶ月を過ぎた葵生を抱いて、光莉は早苗の家を出ていくことになった。

　ここにきたのは妊娠して間もない頃だ。だいぶ長い間の居候になってしまった。

「早苗さん、長らくの間、たくさん甘えさせてもらってありがとうございました。大変お世話になりました」

「私の方こそ光莉ちゃんと一緒にいられて本当に楽しかったのよ。ありがとう。明日から寂しくなるわぁ。ずっとここにいてくれてよかったのに。お父さんに似て、本当に真面目な子やねぇ」

　早苗は名残惜しむように葵生をあやしつつ、光莉にやさしい眼差しを向けた。

「ひとりだと思わないようにね。ここにはいつでも遊びにきていいんよ。困ったことがあったらいつでも何でも相談して。もちろん何もなくたっていいわ。たまには声を聞かせて。連絡よこしなさいな」

「はい」

　寂しい気持ちはあったが、早苗とはこれが別れではないのだと思うと、とても心強かった。

　早苗の家を出た日、最寄りの駅まで見送りにきてくれた颯太と待ち合わせをし、彼とはそこで別れの挨拶をした。

「颯太くん、今まで色々お世話になりました」

「いいよ。そんなかしこまったこと言わなくて」

「心が折れそうだった日々に颯太くんがいてくれてよかった。本当にそう思ってるもの」

　光莉が心から感謝を告げると、颯太は決まり悪そうに肩を竦めた。

「あなたの心を奪うまではいかなかったけどね」

　結局、光莉は自分の中にある想いを捨てきれずにいた。だから颯太に甘えることはできないし、彼を愛することはできない。出産したあと、改めてそう伝えていたのだ。このあとの行先はお互いのためを思って颯太には伝えなかった。

「まだ言ってるのね。忍びさんは往生際が悪いのかしら」

　しんみりしないように、光莉はわざとおどけてみせる。颯太もまた笑った。

「悔しいからさ、あんまり言いたくないけど、でも、次に会えるのはいつになるか分からないし、ちゃんと伝えておくよ。光莉さんには誰より幸せになってほしい」

「……ありがとう」

　腕の中にいる葵生があーあーと声を上げる。颯太は指を伸ばして葵生に握らせた。握手、と颯太が言うと、葵生はきょとんとして彼を見上げていた。

「この先、いつか誰かと一緒になりたいと思う日が来るかもしれないし、奇跡が起きて、いつか、兄さんと一緒になれる日が来るかもしれない。どんな形であっても、あなたが笑顔でいられる日があったらいい。やっぱり思い出だけじゃ人は生きていけないと思うから」

　元気で、と彼は手を振った。

　金沢市の実家ではなく少し離れたところにアパートを借りた。しかし颯太には住所を教えなかったし、彼とは今度こそもう二度と会うことはないかもしれない。




　颯太が遠ざかっていくのを眺めながら、光莉はぼんやりとこれまでの日々を思い返す。

　律樹のことを忘れて、颯太と一緒に新たな人生を共に生きていく道を選べばよかっただろうか、と一度も考えなかったわけではない。

　彼の言うとおり、思い出だけで生きていくのは辛すぎる。誰かに寄りかかりたい日だってきっと出てくるだろう。ひとりで子育てをしながら働くのは想像している以上に大変に違いない。

　それでも光莉は胸にある想いをずっと愛していたかった。長い間、初恋の日々をずっと覚えていたように、律樹と過ごしてきたそれぞれの日々、彼に愛された日々、その事実を、思い出を、ずっと覚えていたかった。

　自分勝手で我儘で傲慢な考え方かもしれないけれど、ずっとこれから先も忘れることなく、葵生を育てながら律樹のことを想っていたいのだ。

　たとえこの先、律樹が他の人を選んで、新しい家庭を築くことになったとしても――。




　――それから半年以上の月日が流れ、巡る十一月の初旬。




（――常盤修蔵が退任……）

　九月に一歳を迎えた葵生の誕生日から約二ヶ月が過ぎたある日のこと、テレビで常盤グループＣＥＯの退陣のニュースが流れた。

　グループ企業の独占禁止法に触れる恐れのある不正、談合による下請けいじめなどの疑いから、公正取引委員会による家宅捜査が入ったらしい。緊急逮捕、公正取引委員会の調査、株価が暴落、ニュースの中にショッキングな文字が次々に映し出される。

　光莉はしばらくテレビに目を奪われて茫然とし、律樹のことを思い浮かべた。

　律樹はどうしているのだろう。常盤家の人たちは。そこまで考えてから、光莉はハッとして頭を振った。もう自分には何ら関係がないことだ。

　光莉は週休二日のフレックスタイム制をとっている会社の事務の仕事をはじめた。万が一出勤できないことがあってもテレワークでカバーできるようにバックアップしてくれるところに魅力を感じた。何より内勤業務であることに安心感がある。新しく覚えることが多くあってしばらくは休みの日でさえも勉強の日々だったが、安定した収入があるということが何よりの支えになる。

　本当は、食品会社に勤めることや、山谷食品に戻る道も考えた。けれど、さすがに時期尚早だろう。今はそのときではない。何より安定した生活を優先しなければならない。子育てには一日も休みはないのだ。

　初めて保育園に預けたとき、光莉と引き離されて大泣きした葵生を見て、光莉も泣きそうになりながら後ろ髪引かれる想いで出社したものだ。しばらくはその繰り返しに耐えながら必死に働いた。葵生と一緒に生きていくために、立ち止まっている暇はなかった。

「あーくん、保育園に行くよ」

　光莉は今日もバタバタと出かける準備をしていた。葵生も一歳を過ぎて歩きはじめてから、より活発になって、ひと筋縄ではいかなくなった。

　きゃあきゃあ言いながら部屋を駆け回る我が子をやっとの思いで捕まえ、心からの愛を込めてまんまるの頬へキスをする。

「まっま」

　最近、ママという言葉を覚えたらしい。頻繁に口にし、抱きついてくる葵生を愛おしく思う。この子だけ側にいてくれたら他には何も要らないとさえ思うほどの強い気持ちがここにある。それが今の光莉の支えだった。

　この日は残業で遅くなってしまい、いつものように仕事を終えた光莉は、すっかり暗くなってしまった外を見て焦った。

　暗くなるのも早くなったし、窓の外を見てママが来るのを待っている葵生のことを思うといたたまれなくなる。

　何とか預かり時間のうちに保育園に到着し、門を通ろうとしたとき、急ぐあまりに目の前にいる人とぶつかってしまった。

「ごめんなさい」

　光莉は慌てて謝った。

　改めて相手の顔を見たとき、光莉は信じがたい思いで立ちすくんだ。

「どう、して」

　あまりにも突然のことに混乱し、光莉はそれ以外言葉にならなかった。

　別れたときより髪は少し伸び、以前の柔らかな雰囲気と比べ、情熱をみなぎらせた野心的な貫禄を感じる。一瞬、別人かと見間違うけれど、まぎれもない律樹がそこに立っていたのだ。

「やっと見つけた」

　律樹は安堵とも昂揚ともとれるような表情で、声を震わせていた。

　やっと見つけた、という言葉をどう捉えるべきか。光莉は声にならないままその場から動けずにいた。

　光莉が保育園にくることがわかっていたということは――当然のことながら、光莉に子どもがいるというのを彼は知っていたのだ。いつ、そしてどこで知ったのか。

「輪島市の港町付近で暮らしているっていうことは知っていた。そのあと、どこにいるかわからなくなって……君のことをずっと探していたんだ」

　なぜ探していたのか、その答えを問いたい。彼もずっと想っていてくれたということなのか。

　それとも――。

　ふと、修蔵のことが蘇ってきて、光莉の顔からさっと血の気が引いた。連れ戻しにきたのではないか、と。

　しかし律樹はすぐにそのことを察したらしく、即座に首を横に振った。

「君から奪うものなんて、もう何ひとつないよ」

　寂しげな律樹の表情に、胸が締めつけられる。彼がどんな想いで過ごしてきたかを考えたら何も言えなかった。むしろ、光莉の方が彼から奪ってきたのだ。葵生のことも――。

「あおくんのママー！」

　保育園の玄関の方から保育士の声がして、光莉はハッとする。律樹を尻目に、葵生の手を繋いでくれている保育士の方へと駆けだした。

「ごめんなさい。お迎え遅くなってしまって」

「いいえ。とってもおりこうでしたよ。お友だちとも仲良く、給食もいっぱい食べましたよ」

「ありがとうございます。今日もお世話になりました」

「まっま！」

　両手を伸ばして葵生がよたよたと歩いてくる。光莉も同じように両手を伸ばした。

「ただいま、葵生」

　ぎゅうっと抱きついてくる葵生を抱き上げ、同じように小さな体をぎゅうっと抱きしめ返してから、光莉はそろりと律樹の方を見た。

　ずっと真実は隠しておこうと思っていた。けれど、光莉が葵生を預けている保育園を訪れたということは、もう既に知っているのかもしれない。

「あおい……っていうんだね。どういう字を書くの」

　律樹が控えめに尋ねてくる。

　言葉にしたら、空白の時間に彼を想い続けたことが一気にこみ上げてきてしまいそうで、光莉はスマホの画像を見せた。それは、出産したときに命名の筆をとったときのものだ。

「葵生……いい名前だ」

　律樹が目を細めて名前を指先でなぞる。それから葵生を見つめた。葵生はきょとんとした顔をして光莉にしがみつく。

「ま、ま？」

「あーくん、ごめんね」

　光莉は葵生の髪をやさしく撫でながら、こみ上げてくる涙を必死に我慢した。

　そうだ。律樹から葵生を奪い、葵生から律樹を奪った。律樹のぶんまでひとりでこの子を愛していくと決めた。あのときはそうするしかなかった。けれど、今になって思う。自分は間違っていたのだろうか。

「光莉」

「ごめん、なさい」

　喉の奥がひきつれそうになる。身体は強張ったまま、一歩も動けない。

「いや、俺の方こそ、突然来て、驚かせてごめん。明日、改めて話をする時間をもらえないか？」

「でも」

「約束する。君とこの子が怖がるようなことは絶対にしないし、君たちの生活を脅かすことなんてしない」

　信じてほしいと、律樹の真剣な眼差しが訴えてくる。

「番号は変わってないから。ちょっとでも、会える時間があれば教えてほしい」

　光莉が戸惑っていると、律樹はそう言い残して、じゃあと踵を返した。意外に強引なところは変わっていないらしい。

　黒い立派な車が待機していた。仕事帰りにここに寄ったのだろうか。

　律樹を乗せた車が去ったあとも、光莉は葵生を抱きしめたまま、その場からなかなか動けずにいた。




　その日の夜、光莉は葵生を寝かしつけたあと、スマホの連絡帳を眺め、何度もため息をついた。律樹に連絡をする勇気が持てなかったのだ。ここで接点を作ってしまったら、引き返せない気がしたから。

『君から奪うものなんて、もう何ひとつないよ』

　律樹の言葉には嘘がない。それだけはわかる。それなら、どうして律樹は現れたのだろう。何を話そうとしているのだろう。

『約束する。君とこの子が怖がるようなことは絶対にしないし、君たちの生活を脅かすことなんてしない』

　わざわざ東京から金沢に出てきているということは数日滞在しているということなのか。

　もう二度と会わない、会えないと思ったのに。

　結局、連絡ができないまま朝を迎えてしまっていた。

　今日は午前中で仕事が終わる。保育園に預けた葵生をすぐに迎えに行って帰ろう。忙しい律樹がずっと金沢にいられるとは思えない。彼と会わずにいる時間を作っていれば……。

　そう考えていたのだが、ふとこんなときになぜか颯太の言葉が蘇ってきた。

『これから先はどうするの。ずっと、雲隠れっていうわけにもいかないんじゃない』

　律樹だって葵生が自分の子どもだということにはきっと気付いているだろう。彼とはきちんと話をするべきなのかもしれない。

　結局、光莉は葵生を保育園に預けたあと、律樹に連絡を入れ、仕事の後会う約束をした。




　光莉は迷った末、律樹を家に招いた。カフェなどで気軽にできる話ではないと思ったからだ。狭いアパートの部屋に案内するのは気が引けたが、この際もう致し方ない。

　律樹はそれよりも壁にかけられた絵や、写真の方に興味をそそられていたようだった。見られて困るようなものはないが、なんだか落ち着かない。

　律樹は葵生を見てどんなふうに感じただろう。自分に似ていると思わなかっただろうか。昨日からずっと鼓動が騒がしい。

「えっと、今、お茶を入れるね。コーヒーの方がいいかな」

　そういう声が上ずってしまう。

　一旦冷静にならなければと思い、そそくさとキッチンに逃げ込もうとしたとき、とっさに律樹の手に腕を掴まれ「……あっ」と声がこぼれた。

　気付いたときには抱きしめられていて、慌てて離れようとするけれど、律樹はびくとも動かなかった。体温と共に律樹の香りが漂う。彼のその匂いに懐かしさを覚え、たちまち胸の奥が騒がしくなっていく。

「律樹さん……」

　離れてほしくて名前を呼びかけたのに、反対に彼の腕がさらにきつくしまった。久しぶりに律樹を直接感じて、息ができなくなるかと思った。

「君にひとり背負わせてごめん」

　律樹の声が震えていた。

　ああ、やっぱり彼は気付いていたのだ、と光莉は察した。伝染するように光莉の身体も震えてきてしまう。

「俺から離れたのは、あの子を守るためだったんだろう？」

　涙がこみ上げてきて、我慢しようと思ったのに無理だった。勝手に嗚咽が漏れてしまう。

「……っ」

　縋りつくようにして光莉が身を預けていると、律樹は髪を撫でて何度も強く抱きしめてくれた。

「ごめん、なさい……ごめんなさい。私……っ」

「俺の方こそ、すぐに気付かずに悪かった。本当はもっと早くこうしたかった。迎えにくるのに随分時間がかかってしまった。どうか許してほしい」

　律樹はそう言うとそっと光莉を離した。

「光莉、もう一度、俺と一緒になってくれないか。今日はそれを言いたくて会いにきたんだ」

　まさかそんなふうに言ってもらえるとは思わず、光莉は目を見開く。

「そんな」

「常盤家のことも会社のことも色々片がついた。もう誰にも邪魔はさせない。君を不幸にしたりしない。あの子と一緒に三人で幸せになりたいんだ」

「……私は、あなたを置いて出ていってしまったのに？」

「君は、守ろうとしてくれたんだ。そうだろ？　色々あったが、今は俺が常盤家の当主を務めている。もう、君を脅かすことはなにもないんだよ」

「でも」

「俺は、今でも君を愛している。君は俺のことを、もう愛してはいないか？」

　愛してる。光莉だって一緒だ。律樹のことを今でも愛している。ずっと愛している。

　忘れたくたって忘れるはずがない。

　ずっと覚えていたかった。

　日に日に律樹に似てくる葵生を見ているうちに忘れるばかりかますます愛おしさは増すばかりで。

　色褪せていくどころか、会いたい気持ちがどんどん募っていた。

　会いたい、会いたい、会いたい。

　あなたに会いたい。

　どれほど数えたかわからない。果ての見えない未来を想像したとき、律樹が側にいないことを考えただけで、光莉は何度も絶望した。

　わかっていた。思い出だけで生きていくなんて無理なのだ。ただ、強がっていなければ、あっという間に脆く崩れてしまうから、精一杯言い訳をしていただけだ。

　実際、こうして律樹を目の前にしたら、触れたくて抱きしめられたくてたまらなくなっている。

　今も変わらない想いが胸にある。

　彼への恋しさや愛おしさは募るほどにここにある。

「光莉」

　光莉、光莉……と、慈しむように名前を呼びながら、律樹が髪に触れ、頬に唇を寄せ、それから、唇を求めてきた。

　抗うことなんてできなかった。触れた瞬間、全身に震えが走った。

　いつの間にか、酸素を奪い合うみたいに、乾いた心を満たしたくて、夢中でお互いを求め、息ができなくなるくらい口づけを交わしていた。

「怖がることをしないって約束をしたのにな……ごめん。だめだ」

「私もずっとあなたに会いたかった……！」

　光莉の言葉を聞き、律樹が勢い余ってソファに光莉を押し倒した。

「君が欲しい。今すぐに欲しい。どうしても……止められない」

　律樹の身体を受け止めてからは、彼がくれる口づけや愛撫に溺れるだけだった。

「律樹……さんっ」

　律樹のことが怖いわけがなかった。怖いのは、どれほどでも彼を欲している自分の中にある彼への深い想いの方だ。尽きなく、果てなく、恋焦がれてしまう。律樹と同じだ。箍が外れたらもう止められない。

「光莉っ」

　息をつく間もない嵐のような愛撫だった。溺れるように彼の腕に抱かれ、恋しさや愛しさをすべてぶつけるように、焦がれながら堕ちていく。

　離れていた時間に変わってしまった部分だってあるかもしれない。一瞬だけ不安に思い強張った光莉の心ごと溶かすように律樹は触れていく。

　律樹の大きな手が、光莉の形を確かめるように這わされていく。会えなかった月日を埋めるように、情熱を注ぎ込んで。どれほどでも貪欲に迎え入れて。

　お互いが唯一無二の存在であることを刻み込んで。何度でも上り詰めて震えてしまう。

　ああ、ずっとこうしたかった。抱かれたかった。彼の温もりを感じたかった。死ぬほど会いたかった。あなたのことが欲しかった。

　身体のずっと最奥で、律樹の情熱を感じながら、光莉は両手を伸ばして、律樹の頬に触れた。

「愛してる。光莉……っ」

　愛している。

　誰よりも、心から、愛している。

「……律樹さん、愛してるっ」

　ずっと心の中に閉じ込めていた言葉が、余すことなくこぼれていった。

　混沌とした白い世界を彷徨いながら、汗ばんだ重たい身体を受け止め、光莉は浅い呼吸を整える。

　脱力した律樹の重みを身体いっぱいに感じて、信じがたいような夢を見ているような気分だった。
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　幸雄の墓の前で手を合わせたあと、律樹は常盤家の騒動の全容を教えてくれた。

　ニュースに流れた一連の報道の裏側で、律樹が調査をしていたらしい。トップの不祥事により経営陣刷新を発表し、新たに重役ポストについた律樹は常盤グループの信頼回復のために奔走している。律樹は虎視眈々と契機を窺い、諦めていなかったのだ。

　光莉と一緒に幸せになるためには、あのときは準備不足で、引き留めても修蔵の目から逃れられないことを知り、手放すしかなかった。だが、彼は未来を掴むためにずっと動いてくれていた。

　光莉が、葵生のために未来を選んだように、律樹もまた光莉と一緒になれる未来を繋ぐために、一緒の方向に向かっていたのだ。

　修蔵が捕まったあと、麻美と雄介は家を出て行き、使用人達には新しい勤め先を斡旋したらしい。律樹は都内のマンションでひとり暮らしをしているという。

「じゃあ、あのお邸は手放したのね」

「ああ。とはいえ、歴史ある建物だから、これからは迎賓館として活用してもらうつもりでいるよ」

　短い間だったが、律樹と一緒に過ごした邸での思い出を振り返る。怖いことや苦しいこともあったけれど、律樹と再会して想いを結び合った場所でもあった。

　光莉は父の幸雄を亡くし、妊娠に気付いたあとすぐ、東京から石川の輪島市へと移り、葵生が生まれて金沢に戻ってきた。葵生は今年の九月に一歳を迎えた。

　常盤家を出てからまもなく二年――。

　大人になって律樹と再会してから彼と一緒に過ごした時間の方が短く、離れていた月日の方が長い。

　それでも律樹は想っていてくれた。変わらぬ想いのまま愛してくれていた。

　そのことに胸がいっぱいで言葉にならない。

　そして光莉もまたどれほど時が経過しても色褪せない彼への想いを感じていた。

「君のお父さんの前で、君に伝えたいことがあるんだ」

　律樹がそう言い、光莉の方へ向き直った。

「俺と、結婚してほしい」

　目の前には婚約指輪が差し出されていた。

「この指輪は……」

　はっきりと覚えている。律樹が贈ってくれた婚約指輪だ。忘れるはずもない。あのとき、どれほど嬉しかったことか。

「これは君に誓った想いが詰まってるから、持っていてほしい。そして、遠回りしてしまったけれど、今度こそ……結婚式をしよう。ふたりで、そして三人で幸せになろう」

　律樹の想いを込めたプロポーズに、光莉の瞳から涙が溢れていく。

「はい」

　金木犀の香りがふわりと漂い、懐かしさと愛おしさを同時にくれる。心地よい風のざわめきは祝福の声だろうか。ふたりの間に天から降りてきたような光がまばゆく輝いていた。




　ふたり揃って保育園に迎えに行くと、葵生はいつものように光莉をめがけて抱きついてきたが、隣にいた律樹を目にした途端、きょとんと首を傾げた。それからもごもごと口のあたりを動かしている。だんだんとパパという存在を知りはじめたらしく、迎えにきた他の園児のお父さんの姿を目で追い、改めて律樹を見た。

「あーくん、あのね」

　光莉が葵生にどう言おうか考えあぐねていると、葵生はおずおずと小さな手を伸ばした。

「えっと、抱っこしてもいいのかな？」

　一番戸惑っていたのは律樹の方だった。

「ぱっぱ？」

　一生呼ぶことがないかもしれなかった言葉を、今、葵生が口にした。その衝撃に、光莉はこみ上げてくるものを感じ、言葉にならないまま思わず口元を押さえた。

「呼んでくれるのか、葵生……」

　律樹が泣き笑いするみたいに表情を崩して、それから葵生を抱きしめ、頬ずりをする。

「ぱっぱぁ！」

　すっかりお気に入りになったらしい、律樹にしがみついて離れない葵生を見て、光莉もまた律樹と似た表情をしてしまっていたかもしれない。

「月並みな言葉かもしれないけれど、運命ってあるんじゃないかと思う。離れてしまうことも、引き寄せられることも……俺と君の間には、きっと」

　そうなのだとしたら、これから先はずっと一緒にいられる運命でありたい。ずっと共に歩いていける人生でありたい。

　それから――。

　三人で帰宅して簡単に食事を済ませたあとも、葵生は律樹にべったり甘えていた。はしゃいで疲れたらしい膝元に身を寄せたままブランケットに包まりうとうとしている。そんな親子の様子をいつまでも眺めていたいと思いながら、光莉は引き出しに仕舞っていたあるものを律樹に差し出した。

「これは……」

　母子手帳だ。最初のページには御守が挟んである。

　昔、律樹がくれた御守だった。色褪せて、年季が入ってはいるものの、大事にしている。

「なつかしいな」と律樹は言ってから、側においてあった鞄を開いた。

「君に言われてから、鞄の中に入れていたんだ。昔君がくれた、比翼連理の御守……」

「懐かしい」

「今なら理由はわかるよな？」

　光莉は顔を赤くし、頷く。

「もちろんよ」

「これからは一緒にしておこう」

「うん」

　律樹の手が伸びてきて光莉の頬をやさしく撫でる。それから彼の顔が近づき、唇を啄んだ。間近に見つめられると、愛しい気持ちが溢れ出していく。今もずっと彼に恋をし続けていることを思い知らされる。

「……足りない」

　律樹の情熱的な眼差しを受け、光莉は頬を赤く染めながら愛しい夫を咎めた。

「これからはいつでもできるでしょう？」

「そうだね。それでも、たくさんしたいんだよ」

　じりじりと迫られ、光莉は困惑しながら、必死にふたりの間にいる天使の存在をアピールする。

「……もうっ。律樹さん、大事なこと忘れてない？」

「忘れてないよ。大事なふたりの子なんだから」

　むにゃむにゃと目をこすっている葵生の頬に、ふたりしてそれぞれキスをした。

　最愛の我が子への想いを込めて。










◇エピローグ　最愛　～君という光～




　ヴァイオリンの音色に目を覚ます。

　純白のウエディングドレスとタキシードが揃って飾られているのが見えた。そして、律樹が贈ってくれたシンデレラが履くような白い靴。ここに存在する何もかもが愛おしくて、光莉は胸がいっぱいだった。

　結婚式の翌日、宿泊したホテルの部屋。

　広々としたベッドの上で、可愛い我が子はまだ夢の中にいる。ベッドサイドにリングピローが置かれ、愛を誓った結婚指輪は、きちんと左薬指にはめてある。

　金木犀の香りがふんわりと漂う。挙式の際にブーケに使った花の匂いだった。

　そして先ほどから流れてくるこの甘いメロディーは愛しい人が奏でているらしい。

　光莉はしばしその音色に身を委ねたあとベッドからそっと降りて、可愛い我が子……葵生の額にキスをする。それから、愛しい夫……律樹の側へと近づき、背中の方からそっと腕を回して抱きついた。

「起こしてしまったね」

「ううん。いいの。最後まで聴かせて」

　リクエストどおりに律樹は演奏をしてくれた。

　しばらくすると音色が止まって、律樹がヴァイオリンをケースに戻す。それから光莉の手に自分の手を重ね、指先にキスをした。彼の指にもお揃いの結婚指輪が填められている。

　ようやくふたりは本当の夫婦になれたのだ。

　幸せな余韻に浸りながら、ふたりは心地のよい沈黙を味わう。側にこうして一緒にいられることが、どれほど幸せなことかを感じていたかった。

　しばしその心地のよい沈黙に身を委ねたあと、律樹が光莉の手を離し、光莉の正面へと向きを変えた。

　目が合って自然とどちらからともなく唇を重ね合わせた。その瞬間にもう微笑みがこぼれてしまう。

「君のその変わらない笑顔が……とても好きだ」

　律樹が眩しそうに目を細めて囁く。

　夫からの甘い囁きに、光莉はさすがにくすぐったくなってしまい、照れ隠しに上目遣いで牽制する。それを察した律樹がくすりと笑った。

「ずっとその笑顔が見たかったんだ。君を守りたくて、君には笑顔でいてほしくて……それが、ずっと昔から俺の生きる糧だった」

「律樹さん……」

「俺にとって君は、道しるべだったんだよ。君のいる場所はいつも温かく輝いていて、俺はずっとその眩しい光に憧れていたんだ」

　傘になり、盾になり、陽だまりになろう。

　これからはふたりで、そして三人で――。

「ずっと私を守っていてくれてありがとう」

「これからは、俺たちの幸せの家族の形を作っていこう」

　頷いて、新たな誓いのキスをしようとしたところ、葵生がむくりと起き上がった。

　律樹と光莉は笑ってお互いにキスをしたあと、葵生の元へ行き、一緒に我が子をギュッと抱きしめたのだった。
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◇ハッピーハプニング＆ハッピーバースデー




　金沢市内で結婚式を挙げたあと、律樹は一旦東京へと戻った。光莉は年度末の三月いっぱいで仕事を辞めることになり、年内には保育園の退園手続きを済ませ、引っ越しの準備をした。東京へ移ったあとは、律樹の住んでいるマンションで暮らすことになった。いずれは拠点を新しくし、一軒家を建てたいと律樹は言っていたが、落ち着くまで当面はこのまま過ごすことになるだろう。

　それからまた季節は巡り、九月……葵生はまもなく二歳を迎える。

　葵生はこの頃ますます活発になり、たくさんお喋りをするようになった。三歳になったら幼稚園に入園を考えているため、それまでは、光莉は律樹と葵生と三人でゆっくりと過ごすつもりにしている。

　離れていたぶん、家族の時間を大切にしたい……とはいえ、律樹はあれからずっと忙しい。トップの不祥事により経営陣刷新を発表したあと、新たに重役ポストについた律樹は常盤グループの信頼回復のために奔走している。やるべきことがたくさんあるのだ。

　今日は葵生の誕生日なので、律樹が帰宅するまでケーキを手作りするつもりだった。公園でたっぷり遊んだぶん、葵生はすっかり眠たくなったらしくお昼寝の時間に突入する。しばらくひとりの時間ができるので、その間にケーキ作りをしようと思い、光莉はさっそくキッチンに立ち、材料を広げはじめた。

　小さな子どもが食べやすいような生地作りからはじめ、生クリームも甘くなりすぎないように工夫した。ケーキのデザインは葵生が好きな絵本から着想を得た。シンプルな生クリームにいちご、バナナ、みかん、りんご、ぶどうなどのフルーツをバランスよく飾りつけ、あらかじめ作っておいたベリーのジャムで色付けをする。

　完成に近づくと、光莉はたちまち笑顔になった。

　葵生の驚く顔、喜ぶ顔が早く見たい。

（もうちょっと飾りつけがほしいかな。いちごを増やした方が可愛いかな……）

　写真を撮りながら、今日は早く帰ってくると言っていた律樹のことが思い浮かんだ。

（いちごを買ってきてもらってもいいかな？）

　そう思ったとき、葵生の泣き声が聞こえてきた。

　慌てて側に行くと、怖い夢でも見たのか泣きべそをかいていた。

「ままぁ」

「だいじょうぶ。こわいものなんて何もいないよ」

　落ち着くように背中を撫で、指でやさしく髪をすいた。目尻の涙を拭うと、目覚めかけたようではあるが、まだうとうとしていたいらしい。

「……起きたら、たのしいことが待っているからね」

　光莉はますます律樹に似てきた葵生を眺めて微笑む。しばらく我が子の愛らしい寝顔を眺めていたら、だんだんと自分まで眠くなりそうだった。

　いけない、と身体を起こし、光莉は律樹にメッセージを送ろうと、エプロンのポケットに入れていたスマホを取り出したのだが、その拍子に眩暈を覚え、急に吐き気を催してしまった。

　慌ててお手洗いに駆け込んだ光莉は、以前に体験したこの感覚にあっと声を漏らした。

（もしかして……？）
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　午後の仕事を早めに切り上げた律樹は、すぐに光莉と葵生のことを思い浮かべた。今日は葵生の二歳の誕生日だ。今頃、光莉は葵生のためにケーキを作っていることだろう。

　帰宅を知らせようとスマホの画面を開くと、光莉からメッセージが残っていることに気付く。

　しかし残されていたのは一文字だけ【い】。

　律樹は首を傾げた。心配になってすぐにかけ直したのだが、一向に出ない。何度かコールをしたあと、やっと繋がった。

「光莉？」

　名前を呼んでも応答がない。何か様子がおかしい。葵生の声とノイズがただ聞こえてくるだけだ。律樹の顔から血の気が引いた。光莉に何かあったのかもしれない。

　急ぎタクシーで自宅に戻ると、息を切らした律樹を見て、光莉は驚いた顔をした。

「ど、どうしたの、律樹さん」

「どうしたって、こっちのセリフだろう」

「え？」

「メッセージが途切れていたから、何回かかけ直した。コールをしても繋がらない、繋がったかと思えば、葵生の声だけが聞こえてくるから……何かがあったんじゃないかと思ったんだ」

　律樹が言うと、光莉は弾かれたように葵生のお昼寝用の布団をまさぐり、その中からスマホを拾い上げた。そして申し訳なさそうにこちらを見て、肩を竦めている。

「なんだ。誤作動か何か？」

「そうみたい。葵生があちこち触ったのかも。心配させてごめんなさい」

　光莉はきまり悪そうにしゅんとした顔をした。

　律樹はやっとホッと胸を撫で下ろした。というよりも脱力した。

「君や葵生に何もないならいいんだ」

「ケーキの飾りつけに、いちごを買ってきてほしいって伝えようとしていたの」

「そうだったのか。それなら、今から行ってこようか？」

「ぱぱぁ、おかえしゃい」

　スーツを脱ごうとすると、葵生が勢いよく抱きついてきたので、律樹は葵生をやさしく抱擁する。

「ただいま。公園でいっぱい遊んできたか？」

「うん！　いっぱぁい！　ぱっぱ、いっしょ」

　葵生が律樹の手を引っ張る。

「そうだな。今度は皆で一緒に行こう」

「ふふ。いちごはいいわ。充分だと思う。それに、葵生がパパから離れないし。ごはんも作らないといけないし……一緒に過ごせる時間の方を優先しましょう」

「ああ。じゃあ、まずは着替えたら、さっそくパーティーの準備をしようか」

「ぱーてぃ？」

「そう、パーティーよ。葵生のお誕生日だもの」

　葵生は手を叩いて頬を膨らませた。光莉が嬉しそうにしていると、葵生にもすぐに伝わるらしい。そんな親子の姿を見ているのが、律樹はとても好きだった。

　あまり生活感がなかったマンションの部屋が、光莉と葵生を迎え入れて一緒に過ごすうちに賑やかに彩られていた。今日は葵生の誕生日ということで、光莉も張り切って飾りつけや食事を用意していたらしい。着替えを終えた律樹はしばし妻の健気で楽しそうな様子を眺め、幸福感を味わっていた。

　こんな日は二度とこないかもしれないとさえ思った日。それでもどうしても取り戻したくて必死に動いていた。諦めずにいてよかったと思う。そして、誰よりも幸せにしたいと記念日が巡るたびに律樹は新たな決意を胸に灯した。

「ハッピーバースデー葵生！」

　誕生日ケーキに揺れるろうそくの炎を見て、驚く葵生の可愛らしい仕草に、律樹は光莉と一緒に笑った。この幸せは自分が守らなければならない、一生かけて永遠にずっと――。

「実はね、もうひとつ嬉しいサプライズがあるの」

　小さなホールケーキを四等分に切り分けたあと、光莉は言った。

「何？」

「赤ちゃんができたかもしれないの」

　光莉が頬を紅潮させながら言った。

「本当に？」

「ええ。検査薬もしてみたわ。近々病院に行かないと――」

　律樹は思わずテーブルに向かい合っていた光莉をそのまま抱きしめてしまいたくなった。しかし物理的に叶わないので、とにかくその衝動のままに彼女の手をギュっと握る。

「よかった。嬉しいよ」

「まだ決まったわけじゃないのよ」

「ああ、わかってる。でも、君の口から報告してもらえたことが、嬉しいんだ」

「律樹さん……」

　ふたりが今考えていることは同じだろう。光莉がお腹に葵生を宿したとき、彼女は知らせることすらできずに常盤家の屋敷を去った。協力者がいてくれたとはいえ、光莉はひとりで出産に挑んだのだ。そして葵生が一歳を過ぎるまでひとりで育てていた。光莉には苦労をさせてしまった。その事実は変えられないし、やり直すことはできない。

　でも、今は違う。夫婦として側にいられる今ならば、叶えられることが多くある。

「……そうね、今はきちんと報告することができる。一緒に喜ぶことができる」

　光莉もまた噛みしめるように言った。

「力になれることは何でもする。出産にも立ち会おう」

「そこまで話が飛んじゃうの？　気が早いわよ」

　そう言って光莉が笑う。その笑顔を愛おしく思う。

「いちご、たべりゅの」

　待ちきれなかったらしい葵生はケーキに手を伸ばしていた。

　そうだったね、と夫婦で肩を竦めた。

「ハッピーバースデー、葵生」

「二歳おめでとう、あーくん、来年はお兄さんになるね」

「にぃに？」

　頬にぺったりとクリームをつけた可愛い天使を見て、律樹は光莉と顔を見合わせて微笑み合う。

　守りたい幸せが今ここにある。

　もう孤独な気持ちになんてさせない。

　盾となり、傘となり、そして陽だまりとなり。

　これからも愛しい家族を守っていく。










あとがき




　こんにちは。立花実咲です。この度は数ある書籍の中から本作品を選んでいただき、ありがとうございました！　あとがきまで見てくださり、嬉しく思っております。よろしければ、もう少しお付き合いいただけると嬉しいです。

　今回のストーリーは前作【絶対に愛さないと決めた俺様外科医の子を授かりました】とはまた違った雰囲気で、今作のヒロイン光莉の芯の強さは前作のヒロイン美澄と通じるものがありながらも、今作はなかなか理不尽でしんどい展開が結構あったかと思うのですが、稀にあとがきから読む方がいらっしゃるためネタバレを避けつつ、最後まで読んでこの結末にたどり着けてよかった、と思っていただけていたらいいなと心から願っております。

　御曹司と身分差の恋、運命の再会のようなお話は昔から大好物で、いうなれば、私の原点回帰ともいえる作品になったかもしれません。前から私の作品を知ってくださっている方からすると懐かしいと思ってもらえるのではないかなと思います。

　今回はヒロインの光莉やヒーローの律樹のそれぞれの想いを丁寧に描くこと以上に、とある人物およびやんごとない一族の人達のクセのある描写をどんなふうに仕上げたらいいか頭を悩ませ、色々と試行錯誤しました。担当者様や校正者様に導いていただきつつ、最後まで私は般若みたいな顔をしていたのではないかと不安になって思わず鏡を見た次第です。大丈夫でした。よかった……。幸せな二人のその後をどうしても描きたくなって番外編を書かせていただきましたので、そちらもあわせてお楽しみいただけると嬉しいです。

　この度は八千代ハル様にカバーイラストを担当していただきました。八千代ハル先生、素敵なイラストをありがとうございました！　また、今作を発行するにあたって尽力してくださった出版社の皆様、本を取り扱ってくださった書店様、大変お世話になりました。どうか今後ともご指導いただけると幸いです。

　そして、読者の皆様、最後までお読みくださりありがとうございました。できましたら、この先、また新しい作品でお会いできたら嬉しいです。きっと、この本が発行される頃には、よりいっそう寒くなっていくと思いますので、皆様ご自愛の上、少しでも楽しい時間を過ごしてくださいね。それでは、皆様、ごきげんよう！




立たち花ばな実み咲さき
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